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鋸南町告示第７７号 

  

 令和５年第５回鋸南町議会定例会を、次のとおり招集する。 

   

令和５年８月３１日 

 

鋸南町長  白 石  治 和 

 

１ 期 日  令和５年９月５日 午前１０時 

２ 場 所  鋸南町役場議場 
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 令 和 ５ 年 第 ５ 回 鋸 南 町 議 会 定 例 会 議 事 日 程 〔 第 １ 号 〕 

 

令和５年９月５日 午前１０時開会 

日 程 第 １  会議録署名議員の指名 

日 程 第 ２  会期の決定 

日 程 第 ３  諸般の報告 

日 程 第 ４  一般質問（４名） 

 ８番 竹 田 和 明 議員 

１２番 鈴 木 辰 也 議員 

１番 東   愛 乃 議員 

３番 中 村   基 議員 

 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 

 

出席議員（１２名） 

１ 番 東  愛 乃 議員  ２ 番 篠 宮 真 樹 議員 

３ 番 中 村  基 議員  ４ 番 柴 本 健 二 議員 

５ 番 秋 山 柳 三 議員  ６ 番 笹生 あすか 議員 

７ 番 早 川  正 也 議員  ８ 番 竹 田  和 明 議員 

９ 番 大 塚   昇 議員  10 番 青 木  悦 子 議員 

11 番 緒 方  猛 議員  12 番 鈴 木  辰 也 議員 

 

欠席議員（なし） 

     

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 白 石  治 和  副 町 長 内 田  正 司 

教 育 長 富 永  安 男  総 務 企 画 課 長 石   井    肇 

税 務 住 民 課 長 対 馬    尚 子  保 健 福 祉 課 長 寺 本   幸 弘 

地 域 振 興 課 長 吉 田  修 一  教 育 課 長 安 田  隆 博 

建 設 水 道 課 長 齋 藤  正 樹  会 計 管 理 者 笹生  いつ子 

総 務 管 理 室 長 今 井  勝 啓  監 査 委 員 増 田  光 俊 

 

 

本会議に職務のため出席した者の職氏名 

議会事務局 

事 務 局 長 加 藤  芳 博  書 記 村 上  真 理 
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……… 開 会・午前１０時００分 ……… 

 

〔開会のベルが鳴る〕 

 

     ◎開会の宣言 

 

○議長（青木悦子） 

 皆さんおはようございます。 

暑いようでしたら上着を脱いでいただいても結構です。 

ただいまの出席議員は１２名です。定足数に達しておりますので、令和５年第５回鋸南

町議会定例会を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

議案の配付漏れはありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 配付漏れなしと認めます。 

 

     ◎会議録署名議員の指名 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、４番、柴本健二議員、

８番、竹田和明議員の両名を指名いたします。 

 

     ◎会期の決定 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第２、会期の決定を行います。 

 この件については、去る８月２９日午前１０時から議会運営委員会が開催され、協議さ

れておりますので、今定例会の会期及び日程について、議会運営委員長から報告を求めま

す。 

 議会運営委員会 鈴木辰也委員長。はい、鈴木辰也委員長。 

〔議会運営委員会委員長 鈴木辰也 登壇〕 

○議会運営委員会委員長（鈴木辰也） 

 皆さん、おはようございます。 

それでは、議長から報告の求めがありましたので、去る８月２９日午前１０時から開催

した議会運営委員会における令和５年第５回鋸南町議会定例会の会期および日程等の協

議についてご報告いたします。 
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今定例会の会期は、本日から１５日までの１１日間とし、日程は、お手元に配付されて

おります議事日程により行います。 

今定例会には、町長提出議案９件および報告３件が提出されております。 

本日はこの後、町長から、今定例会に提出された議案に対する提案理由の説明および諸

般の報告を求めた後、４名の一般質問を行い、散会といたします。 

明日６日は午前１０時から会議を開き、１名の一般質問を行った後、議案の審査となり

ますが、議案第１号および議案第２号については、上程の上、説明、質疑、討論、採決ま

でお願いします。議案第３号から議案第９号までの水道事業会計未処分利益剰余金の処

分、令和５年度補正予算および令和４年度決算関係については、順次上程の上、説明を受

けるだけとし、報告第１号から報告第３号についての報告を受けた後、散会といたしま

す。 

なお、令和４年度決算に関わる審査につきましては、決算審査特別委員会を設置し、審

査することで、議会運営委員会では協議されていることを併せてご報告いたします。 

７日から１４日までの８日間は、議案審査のため休会とします。 

１５日は午後２時から会議を開き、議案第３号の水道事業会計未処分利益剰余金の処

分について、決算審査特別委員会委員長から報告をいただき、討論の後、採決。補正予算

関係の議案第４号から議案第７号の質疑、討論、採決。続いて、決算関係の議案第８号お

よび第９号について、決算審査特別委員会委員長からそれぞれ報告をいただき、討論の

後、採決をお願いしたいと考えております。 

一般質問でありますが、一般質問一覧表の通り、今定例会には、竹田和明議員、東愛乃

議員、中村基議員、笹生あすか議員、私鈴木辰也５名から通告がなされております。先ほ

ど申し上げたように、本日は竹田和明議員、東愛乃議員、中村基議員、鈴木辰也、４名の

一般質問を行い、明日６日、笹生あすか議員の一般質問を行います。一般質問の時間は答

弁時間を含め６０分以内とし、１回目の質問時間は１５分以内とします。また、再質問は

１問１答方式で、回数は定めないことといたします。 

以上、簡単ではありますが、議会運営委員会での審査結果をご報告申し上げるととも

に、議員各位のご賛同をお願いいたしまして、委員長としての報告を終わります。 

○議長（青木悦子） 

 ただいまの議会運営委員長からの報告ですが、今定例会の会期は本日から１５日まで

の１１日間とし、一般質問については通告のあった議員が５名、質問時間は６０分以内と

し、１回目の質問時間は１５分以内、再質問は１問１答式で、回数は定めないとのことで

あります。 

お諮りいたします。 

ただいま申し上げた通り決定することにご異議はありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 異議なしと認めます。 

 よって、今定例会の会期は、本日から１５日までの１１日間と決定致しました。 
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     ◎諸般の報告 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第３、諸般の報告を致します。 

 議長としての報告事項を申し上げます。 

 今定例会に説明要員として、出席通知のありました者の職・氏名は別紙報告書で報告し

たとおりです。 

 以上で、議長としての報告を終わります。 

今定例会に際し、町長から議案に対する提案理由の説明並びに諸般の報告について、発

言を求められておりますので、これを許可致します。 

 白石治和町長。 

〔町長 白石治和 登壇〕 

 

 

     ◎提案理由の説明並びに諸般の報告 

 

○町長（白石治和） 

 皆さんおはようございます。本日ここに令和５年第５回鋸南町議会定例会をお願いを

いたしましたところ、議員各位には、公私とも、ご多用のところ、ご出席を賜り、感謝を

申し上げる次第でございます。 

本定例会に、町長としてご提案申し上げます議案は、鋸南地区環境衛生組合の共同処理

する事務の変更および規約の一部改正の協議、南房総市と鋸南町のし尿等の処理の事務

委託に関する協議。水道事業会計未処分利益剰余金の処分。一般会計および介護保険特別

会計、鋸南病院事業会計、水道事業会計の各補正予算。令和４年度の全会計の決算認定

で、合わせて９議案と報告３件でございます。それぞれ概略を申し上げます。 

議案の第１号は、鋸南地区環境衛生組合の共同処理する事務の変更および、鋸南地区環

境衛生組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議についてでございますが、鋸

南地区環境衛生組合が共同処理をする事務のうち、し尿処理については、南房総市が令和

６年１月１日から新たなし尿処理施設の供用を開始するため、組合規約の共同処理事務

に関する規定の改正が必要なことから、関係市町で協議をするため、議会の議決をお願い

をするものでございます。 

議案の第２号は、南房総市と鋸南町のし尿および浄化槽汚泥の処理の事務委託に関す

る協議についてでありますが、南房総市が令和６年１月１日から新たなし尿処理施設の

供用を開始することから、し尿および浄化槽汚泥の処理に関する事務委託の規約を定め

て、南房総市に委託をするにあたり、関係市町で協議をするため、議会の議決をお願いを

するものでございます。 
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議案の第３号は、令和４年度鋸南町水道事業会計未処分利益剰余金の処分についてで

ありますが、水道事業会計における未処分利益剰余金の処分に関し、地方公営企業法の規

定に基づき、議会の議決をお願いをするものでございます。 

議案の第４号は、令和５年度鋸南町一般会計補正予算第２号についてでございますが、

１億３８４４万４千円を追加をし、補正後の総額を４７億３０万９千円にしようとする

ものでございます。 

初めに歳出の主なものをご説明申し上げます。 

人件費全体では、職員数の異動等により、２９９７万２千円の減額補正となります。 

総務費では、旧佐久間小学校体育館の屋根修繕工事に１７５万円。民生費では、介護保

険特別会計繰出金２０２８万２千円。衛生費では、保健福祉総合センター合併浄化槽配管

修繕料５２万７千円。商工費では観光物産センター改修設計業務委託５６０万円。消防費

では、消化栓改修事業負担金９３万５千円。教育費では、小学校東側ブロック塀修繕料１

０７万８千円。諸支出金では、前年度繰越金の確定に伴いまして、財政調整基金へ１億３

１８１万円の積み立てをいたします。 

次に、歳入でありますが、歳出に充当する特定財源以外で主なものでは、増額補正で、

普通交付税が１億７５３万７千円。町有地の売り払いによる財産収入が８０万３千円。企

業版ふるさと納税寄付金百万円。特別会計繰入金１３１２万９千円。前年度繰越金１億６

３６２万１千円。町債では、臨時財政対策債発行可能額の確定に伴い、４５９万４千円の

増額計上でございます。 

減額補正では、財政調整基金繰入金１億７９９１万円の減額であります。また、歳入歳

出予算の補正の他、債務負担行為および地方債の補正をお願いをいたします。 

議案の第５号は、令和５年度鋸南町介護保険特別会計補正予算第１号についてでござ

いますが、７４３４万６千円を追加をし、補正後の総額を１５億３３３２万８千円にしよ

うとするものであります。 

補正の主な内容は、歳出では介護給付費の準備基金積立金１８３８万９千円。国県およ

び支払基金への償還金４２８２万８千円。一般会計へ返還のための繰出金１３１２万９

千円。歳入では、介護保険料の２０２８万１千円の減額。支払基金の交付金６１万５千

円。一般会計繰入金２０２８万１千円。前年度繰越金７３７３万１千円でございます。 

議案の第６号は、令和５年度鋸南町鋸南病院事業会計補正予算第１号についてでござ

いますが、空調機器改修工事費の増額により、資本的収入および支出それぞれ１２４０万

円を追加をし、補正後の総額を９３１１万円にしようとするものでございます。 

議案の第７号は、令和５年度鋸南町水道事業会計補正予算第１号についてでございま

すが、水道加入者分担金の増等により、収益的収入では２７９万９千円を追加をし、補正

後の総額を４億９２４９万５千円に、収益的支出では、受託工事費等の増額により、７３

万８千円を追加をし、補正後の総額を４億７７８５万３千円にしようとするものでござ

います。 

議案の第８号は、令和４年度鋸南町一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療

特別会計、介護保険特別会計の四つの会計の歳入歳出決算については、地方自治法第２３
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３条第３項の規定により、監査委員の意見書を添えて、議会の認定をお願いをするもので

ございます。 

議案の第９号、令和４年度鋸南町鋸南病院事業会計決算および水道事業会計決算につ

いては、地方公営企業法第３０条第４項の規定により、監査委員の意見書を添えて、議会

の認定をお願いをするものでございます。 

次に、報告第１号から第３号は、財政健全化法の規定により、健全化判断比率および企

業会計の資金不足比率について監査委員の意見書を添えて報告をするものでございます。 

以上、提案理由のご説明を申し上げましたが、詳細につきましては担当課長および会計

管理者から説明を致させますので、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げます。  

この際、諸般の報告を申し上げます。初めに、都市交流施設周辺整備事業についてご報

告を申し上げます。昨年度から工事を進めてまいりましたが、現在は建築工事を終え、外

構工事、テナントによる内装工事を行っております。１０月の１４日にはオープニングイ

ベントを予定をし、１９組によるパフォーマンス、５組の出店の他、既存の保田小学校側

でもイベントを予定をしておりますので、皆様のご来場をお待ちしております。 

次に、ＡＩオンデマンド交通実証運行事業についてご報告を申し上げます。公共交通の

あり方を検討するため、本年１０月から、ＡＩを活用した予約配車等を行うオンデマンド

交通実証運行を町内全域で実施をいたします。広報誌等への掲載、事前に説明会を実施を

するなど、十分な周知を図り多くの皆様にご利用いただき、ご意見を頂戴したいと考えて

おりますので、皆様のご理解ご協力をお願いをいたします。 

次に、海水浴場の入り込み状況についてご報告を申し上げます。本年の海水浴場につい

ては、町内５ヶ所の全浜とも７月の２９日から８月２０日までの２３日間開設をいたし

ました。本年は新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行となった初めての夏とな

り、各浜とも海水浴客で賑わっておりましたが、開設期間中台風接近などにより遊泳中や

遊泳禁止となった影響もございまして、全体の入り込み客数は１万８４８０人で、令和４

年と比較をいたしますと、３．５パーセント減の見込みとなりました。海水浴場開設期間

中は、安心安全な鋸南町の海水浴場の確保に関する条例に基づき、安全にかつ安心して利

用できる海水浴場確保のため注意喚起等をさせていただいたところでございますが、特

に苦情や指導によるトラブルもなく、海水浴場の秩序は保たれたと聞いております。引き

続き、安心安全な海水浴場を目指してまいります。 

次に、鋸南ジビエイベントについてでございますが、以前はジビエ肉によるバーベキュ

ー大会を行っておりましたが、関係者で協議をした結果、イベントの内容と名称の見直し

を行い、今年度は１１月３日の金曜日に佐久間ダムにてぼたん汁やジビエ料理の提供、マ

ルシェなど賑わいイベントの開催を予定をしておりますので、皆様ご来場をいただきた

いと思います。 

次に、総合防災訓練についてでございますが、本年も防災対策監を中心に準備を進めて

おり、１１月の５日、日曜日の実施を予定をしております。地域住民、関係者の皆さんの

ご協力をよろしくお願いをいたします。 

次に、敬老の日のお祝い品の配布についてでございますが、本年も９０歳以上の３０８
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名の方々に対して、敬老の日を記念をし、心ばかりのお祝い品を９月中にお送りいたしま

す。現在１００歳以上の方は１３名いらっしゃいますが、本年度、１００歳を迎えられる

方８名には、内閣総理大臣からお祝い状と記念品が贈呈をされます。どうぞ健康にご留意

され、いつまでもお元気で、ご長寿でありますようお祈り申し上げます。 

次に、結婚５０周年のお祝いについてでありますが、本年も申し込みのありました１２

組のご夫婦の皆さんに記念品を贈呈をさせていただきます。今後ともご夫婦の末永いお

幸せをお祈り申し上げます。 

次に総合検診についてでございますが、本年度の検診も医療機関での施設検診と、従来

までの集団検診の両方を予定をし、ご都合で、どちらかでも受診いただけるようご案内を

しております。また本年度は、複数の検診が同日に受診できるよう、検診日程を調整いた

しましたので、検診項目をより多く選択をしていただけます。施設検診については、安房

郡市内の各医療機関と契約をし、８月１日から実施をしており、来年１月３１日までに受

診くださるようお願いをいたします。集団検診について１０月の１１日から１６日まで

の、土曜日を除く５日間で、完全予約制で実施をいたします。ご自身の健康管理に対して

関心を持っていただき、積極的な受診により、生活習慣病予防に取り組んでいただきます

ようお願いをいたします。 

続いて教育委員会関係について申し上げます。初めに、鋸山・日本寺コンサートについ

てでございますが、９月の３０日に鋸山日本寺百尺観音の前を会場に予定をしておりま

すこの事業は、千葉県誕生１５０周年記念事業として実施をするもので、天然の石切場跡

地を反響板に見立てて、鋸南中学校吹奏楽部と鴨川少年少女合唱団によるコンサートを

開催をいたします。コンサートを通して、鋸山の歴史文化、魅力を伝えていきたいと思い

ます。貴重な機会となりますので、皆さんのご来場をお待ちをしております。 

次に、２０２３町民運動祭についてでございますが、１０月の１５日に鋸南小学校を会

場に予定をしております。例年好評の、玉入れや綱引きに加えまして、新たに簡易担架リ

レーや防災クイズラリーなどの競技も予定をしておりますので、皆様のご参加をお願い

をいたします。 

次に、文化祭についてでございますが、サークル活動の成果の発表の場である展示の部

は、１０月の２８日と２９日の両日、中央公民館で開催をいたします。今回は、子どもた

ちの発表の場として、２８日の午後に、中学校吹奏楽部の演奏、小学校児童の校内音楽集

会の映像による紹介、また、葛飾区しおさい学校のよさこいソーランの実演が行われま

す。昨年まで中止となっておりました芸能の部は、２９日の午前中に開催をいたします。

皆様のご来場をお願いをいたします。 

最後に、教育の日についてでございますが、毎年１１月の第３土曜日を鋸南町教育の日

と定めております。本年は１１月１８日に鋸南中学校において、教育の日の行事を行いま

す。第１部では、教育委員会表彰、見返り美人アートフェスタ表彰を行います。第２部で

は、千葉県教育委員会指定、防災教育公開事業として、小学６年生および中学の各学年が

グループにわかれ、今年度学んできた防災学習の取り組みや、自分たちが考えた鋸南町の

実態と課題について提案をし、来場者と一緒に考える機会を設けます。 
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以上で、諸般の報告を終わります。よろしくお願いを申し上げます。以上であります。 

○議長（青木悦子） 

 町長から提案理由の説明並びに報告がありました。 

 報告事項ではありますが、何か確認したい点がありましたら挙手願います。 

 〔発言なし〕 

○議長（青木悦子） 

 特にないようですので、以上で諸般の報告を終了致します。 

 

 

     ◎一般質問 

     ◎８番 竹田 和明 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第４、一般質問を行います。 

 今定例会の一般質問は、一般質問一覧表のとおり、５名から通告がなされております

が、本日は４名まで、順次質問を許します。 

 竹田和明議員の質問を許します。 

            〔８番 竹田和明 質問席につく〕 

○議長（青木悦子） 

 はい、８番、竹田和明議員。 

〔ベルが鳴る〕 

○８番（竹田和明） 

私からは大枠１件、３件に分けて質問したいと思います。当町の人口減少が著しい中、

アフターコロナにおいて、人口減から人口増への構造的な変革が必要です。特に重要と思

われる三つのテーマに分けて、それぞれ現状と課題を質問したいと思います。 

テーマの１件目ですけれども、土地利用についてということで、まちの魅力を高める土

地の有効活用が重要だと考えます。当町では、耕作放棄地、山林、その他の未利用地によ

る環境の悪化も懸念されております。これら、未利用地の現状、施策取り組みの状況、今

後の計画について、１点目として質問します。 

２点目、観光振興について。当町は観光の町という事で、観光は町の魅力を実際に体験

してもらうことで、移住定住にも繋がる重要な施策だと考えます。年間を通じた観光客の

受け入れ状況、周遊性の向上や、資源のネットワーク化などの取り組み状況、今後の計画

を質問いたします。 

３点目、子ども・子育て支援ということについてですが、子育て世代や、これから子ど

もを産み育てる若者を増やさなければ町の人口増には繋がりません。子育て支援に力を

入れた自治体が、人口増、税収増などの成果を上げているという例も耳にします。一方、

核家族化や子育て環境の多様化により、家庭での子育て力の低下が顕著となっておりま

す。子育て支援の取り組み状況、今後の計画を質問いたします。 
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１回目の質問は以上です。 

○議長（青木悦子） 

竹田和明議員の質問について、町長から答弁を願います。はい、白石治和町長。 

〔町長 白石治和 登壇〕 

○町長（白石治和） 

少々待ってください。〔水を飲む〕 

それでは、竹田和明議員の一般質問に答弁をいたします。 

１件目の土地の利用について、お答えをいたします。 

土地は限られた資源でございまして、適切な活用が必要であり、無駄な空き地や未利用

地が多い状態では、地域経済や住民の生活に悪影響を及ぼす可能性があることから、土地

の有効活用は大変重要であると認識をしております。また一方で、土地の利用に際して

は、自然環境の保護や環境への影響も考慮する必要がある他、様々な法規制もございまし

て、法的な枠組みを守りつつ、有効活用していくことが求められます。議員ご指摘の耕作

放棄地は、全国的な問題となっており、当町でも山間や谷地田などの自然条件が悪い土地

の割合が高く、高齢化や病気、労働力不足等の理由に加えまして、イノシシやシカなどの

野生獣による被害も多くあることから、中山間地域を中心に耕作放棄地が拡大をしてお

ります。 

しかしながら、農地は農地法において、現在および将来における国民のため、かつ地域

の希少な資源と位置付けており、農地を農地以外のものにすることを規制することによ

り、耕作者の地位の安定と、国内の農業生産の増大を図り、国民に対し、食料の安定供給

の確保に資することを目的としております。農地法の規定により、農業委員会は毎年１

回、町内の農地利用の状況について調査を行い、調査の結果、遊休農地や耕作者不在とな

る恐れのある農地の所有者に対しては、農地の利用意向を調査をし、確認をすることとさ

れています。この調査を毎年実施をすることで、農地の現状や所有者の意向を早期に把握

をし、農地再生に向けた取り組みに繋がってまいりますので、農業委員会や農業関連団体

と連携をしながら、農地の確保に努めてまいります。 

また、中山間地域直接支払制度や多面的機能支援交付金を活用して、地域全体で農地の

保全に取り組むことや、地域計画を策定し、意欲ある多様な担い手に農地を集約をするこ

とも、耕作放棄地の発生を抑制するために、効果的であると考えます。さらに、農業振興

分野の地域おこし協力隊の委嘱、就農相談や農業法人の受け入れ等、新たな担い手の育成

確保を図るなど、様々な耕作放棄地対策に取り組んでまいります。一方、本町の山林につ

いては、その大部分が千葉県の森林計画の対象森林に指定をされております。この計画

は、無秩序な森林の伐採や開発が、森林の荒廃を招き、山崩れや風水害による災害を発生

をする原因となる一方、災害発生後に森林機能の回復を図ることは容易ではないことか

ら、長期的な視点に立ち、計画的かつ適切な森林の取り扱いを推進をするために定められ

ております。また、森林の有する公益的機能を阻害しないよう、開発行為の適正を図るた

め、保安林以外の森林での一定規模を超える開発行為については、千葉県知事の許可が必

要な他、違法伐採や保安林における監督処分等の諸制度を実施をする上で、森林所有者を
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把握をすることが重要だとして、森林の所有者には、所有者である旨の届け出等の規定が

設けられております。本町では、森林の有する多面的機能を発揮させることを目的とした

地域活動に対し、令和４年度から森林環境譲与税を活用し支援を行っております。農地お

よび山林につきましては、法の目的以外に用途を変更し、利用することは、所有者の意向

もあるかとは思いますが、現実的には厳しいという認識でおります。 

その他の未利用地については、町有財産における未利用地に関する趣旨のご質問であ

りますので、町有財産に絞って答弁をいたします。 

町有財産とは、地方自治法で、行政財産と普通財産に分離されまして、行政財産は公用

または公共用に供し、または供することを決定した財産でございます。例として、庁舎や

学校、公民館などの他、土地や建物でございます。一方普通財産は、行政財産以外の公有

財産のことであり、行政財産では原則制限をされている、貸付、交換、売り払い、譲渡等

の目的とすることができます。令和４年度末の普通財産の土地は、宅地が２万９０５平方

メートル。雑種地等を１９万６００９平方メートル、保有をしております。また、建物は

木造が延べ９６７平方メートル、非木造は延べで１０６６平方メートルを保有をしてお

ります。利用状況でありますが、今後の予定も含めまして、建物は財産台帳登録５件に対

し、未利用は１件、土地は地番ごとの件数でありますが、財産台帳登録１６３件に対して

未利用は９７件であります。主な未利用地は、宅地が１８件で、３８３６平方メートル、

雑種地等が７９件で１７万２４９５平方メートルで、主に山林が５５件で１４万７０４

８平方メートルという状況であります。貸付による財産収入は、令和４年度が４１６万２

千円で、２６件８６４２平方メートルとなっております。 

これまでの取り組み状況でありますが、以前の一般質問においても答弁をいたしまし

たが、行政改革の歳入における自主財源の確保を図るため、これまでも町有地売却によ

り、大きな行革効果額を得ましたが、引き続き現行の行財政改革指針におきましても、普

通財産のうち、将来的な使用目的が定まっていない財産は、町内の居住環境の創出や景観

整備などの観点も含め、民間事業者等への売却を進めることと定めており、庁内に設置を

した行革検討委員会においても、その具体的な方向性を定めてまいります。普通財産は基

本的に公有のものであり、まずは公益性を優先をして検討を進めますが、所有をしている

だけで、草刈りなどの維持管理にかかるコストがかかるため、できる限り早期の売却も視

野に入れ、また地域活性化の観点からも、民間活力による土地の有効活用を図るための貸

付や売却について検討をしてまいります。さらに、町有財産活用の検討材料として、誰も

が所有物件を確認することができる見える化も必要であり、情報発信についても検討し

てまいります。 

２件目の観光振興についてお答えをいたします。 

千葉県の令和３年の観光入り込み調査のデータによりますと、安房地域には年間約７

６７万人、鋸南町には約１２６万人の観光客が来訪され、そのうち都市交流施設道の駅保

田小学校には約６５万人、日本寺には約３０万人の観光客が来訪をされております。近年

のレジャーの形態は、夏季の海水浴に代わり、水仙や桜などの早春の花観光にシフトをし

ており、新型コロナウイルス感染症の影響により、バスツアーなどの団体行動から家族な
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ど少人数単位で行動をする形態に変化をしてきておりますが、道の駅保田小学校を核に、

既存の地域の飲食店や様々な観光資源を結び、町内を回遊させ、観光客の滞在時間を長期

化させ、地域全体が潤う仕組みをつくるという方針は、平成２８年３月に策定をいたしま

した、鋸南町総合計画後期基本計画から現在の総合計画まで、交流人口を増加をさせるた

めの主要な取り組み、施策となっております。そこで、町を訪れる観光客向けに周遊する

際の二次交通手段として、循環バスをご利用いただく他、保田駅前、勝山駅前の両観光案

内所では、シティサイクルと電動アシスト付き自転車を、道の駅保田小学校では e-bike

のレンタルをしております。貸し出しをする際は、町内のサイクリングマップにより、周

遊ルートのご案内もさせていただいているところであります。また、鋸山が日本遺産候補

地域に選定をされたことで、富津市とともに連携事業を行っており、鋸山への案内看板の

整備を進めておりますので、鋸山と近くの名所を巡る周遊ルートなど、新たな周遊ルート

の検討や、町内を周遊をする際の交通手段として、気軽に自転車を借りていただけるよ

う、引き続きホームページやＳＮＳなどで周知をしてまいります。町内の魅力ある観光資

源の情報発信を行う新たな試みとして、昨年度、国の交付金を活用をして、観光ＰＲ動画

を制作をし、この動画を用いてＹｏｕＴｕｂｅの広告の配信を行いました。夏と冬のレジ

ャーによる早春編では、広告動画が表示をされた後、約半数の方が広告をスキップせずに

視聴をされており、ご覧いただいた方には、本町を旅先の候補地の一つとしてご検討いた

だけたのではないかと考えております。ＳＮＳなどのＷｅｂを主体とする観光情報の発

信の他、近隣市や関係団体と一緒に、各地へ出向いての観光ＰＲなど、それぞれの良いと

ころを駆使しながら、町の認知度を上げるため、情報発信や観光ＰＲ活動を行ってまいり

ます。 

次に、町でのイベント開催状況ですが、昨年度までは新型コロナウイルス感染症の影響

により、例年行われていましたイベントにつきましては、そのほとんどが中止や規模縮小

を余儀なくされてまいりましたが、先ほど諸般の報告でご報告をいたしましたが、１１月

３日に佐久間ダムにて５年ぶりにジビエイベントを開催をすることになりました。以前

開催をしておりましたジビエバーベキュー大会の内容を見直して、ジビエ料理の提供や

マルシェなどを、観光協会、商工会や関係者の方々とも協力をし、にぎわいイベントを開

催をする予定であります。早春の花観光シーズンなど、地域の観光資源を活用した今後の

イベントにつきましては、関係者の方々と協議を行い、観光協会、商工会とも連携をし、

たくさんの方に楽しんでいただけるよう、イベントを開催をしてまいりたいと考えてお

ります。 

３件目の子ども・子育てについてお答えをいたします。町の子ども・子育て支援の取り

組みにおいて、若年層をターゲットとする施策は、地域人口の持続的な維持、地域経済の

活性化、労働力の確保、地域コミュニティの活性化など、地域社会全体の健全な成長と持

続可能な発展をもたらし、多くのメリットをもたらすものと考えております。現在町とし

ても、若年層への利便性を念頭に、東京２３区内などから、中小企業等へ就業する方への

移住支援金、公共交通機関を利用して遠距離通勤する方への通勤通学助成金、住宅環境整

備のため、住宅取得奨励金やリフォーム補助金など、各分野における移住定住支援策と連
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携をし、子ども・子育て支援の充実を総合的に進めております。結婚や出産を含め、子育

て支援の主なものとしては、平成２９年１２月には、就学前の子どもと保護者の集いの場

として、中央公民館内に子育てひろばを設置をしております。地域の子育てサポーターの

皆さんを初め、保健福祉課とも連携をし、毎週木曜日には様々な子育てイベントを実施を

しており、ソフトの充実にも力を入れております。子育て世代のコミュニケーションの場

として、現在、町内外の多くの方が利用しております。経済的な負担を軽減をする取り組

みとして、国に先んじて、平成３０年４月に幼稚園の保育料の無償化を実施をし、その

後、平成３１年４月から、他の自治体に先んじて、幼稚園、小学校、中学校での給食費の

無償化を行っております。同年１０月には、町独自に保育所の給食費の無償化も実施を

し、現在は町内の学校施設等に通う園児・児童の給食費の完全無償化が実現をしておりま

す。令和３年８月には、町内に公園がないという子育て世代の保護者の要望に応えるた

め、既存の小学校の校庭開放に加え、休日および祝祭日に幼稚園・保育所の園庭を開放

し、ご利用いただいております。また、今年度は都市交流施設道の駅保田小学校内に、地

域の子育て世代が利用できる新たな見守り広場も、誕生をいたします。町内の子どもの遊

び場環境は、充実をしてきていると考えております。令和４年４月からは、親子関係や学

校でのいじめ、不登校など、子どもの問題について相談を受け、アドバイスを行う家庭教

育相談員を教育委員会に配置をし、ソフト面から家庭を支え、サポートする仕組みも開始

をしております。また、早期の段階から、保育所において、延長保育体制を整え、幼稚園

一時預かり保育、学童保育にあっては、平日は午後６時まで、土曜日は午前８時から午後

６時まで利用可能な体制も整っております。その他婚姻に伴う住宅購入費用や引っ越し

費用を支援をする、結婚新生活支援事業や、民間の小児科クリニックに委託をしている病

児病後児保育事業など、子どもを持つ若年層の共働き世帯にとっては心強い支援も手が

けております。令和５年からは子育て世帯の医療費の負担の軽減を図るため、子ども医療

費助成を中学生から高校生まで、拡充を行うとともに、同年８月には保険診療分の自己負

担を無償化しております。また、子育てを包括的に支援をする観点から、妊娠の届け出時

から母子保健や育児に関する様々な悩みにも円滑に対応するため、保健師・看護師等が専

門的な見地から相談支援等を実施をしております。加えて、出産子育て応援給付金の給付

の他、乳児家庭の全戸訪問も行い、絵本、紙オムツ等の育児用品を提供し、円滑なコミュ

ニケーションが図れるよう、体制を整えております。その他、産後うつや育児方法の相談

等の産後のケアにあたり、医療機関へのショートステイや助産師の訪問等により、支援を

必要とするご家庭が、孤立することのないよう、伴走型の支援も進めております。次年度

からは、若者の鋸南町での暮らしを応援をする新たな支援策の一つとして、奨学金を活用

して、大学等を卒業され、奨学金を返済をしている方に、町内定住を前提として、年間返

還する額の一部を支援をする仕組みも検討をしてまいりたいと思います。さらに、現状の

幼稚園の一時預かり、学童保育の更なる充実を図るため、専門性のある民間事業者の運営

ノウハウを取り入れていく考えであります。支援員の安定した人材確保とともに、施設運

営の質の向上のため、支援員向けの研修システムの導入や、更なる保育終了時間の延長、

可能であれば、夏休みの配食の提供など、提供サービスの拡大にも踏み込んでいく考えで
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ございます。民間の知見を取り入れることで、今以上の施設運営の充実を目指してまいり

たいと思います。より一層の若年層の子育て世帯への応援体制が充実するものと考えて

おります。教育分野、保健福祉分野のみならず、全課の総力を挙げて総合的な支援のも

と、若年層に響く魅力づけをしていく必要があると考えております。引き続き全庁の各部

署が連携をし、都市部に近い地理的優位性等を生かしながら、町に若い世代を引き込む仕

組みを整えていく考えでございます。 

以上で竹田和明議員の一般質問に対する答弁といたします。以上であります。よろしく

お願いします。 

○議長（青木悦子） 

竹田和明議員、再質問はありますか。８番、竹田和明議員。 

○８番（竹田和明） 

まず、土地の利用ということで質問いたします。当町のですね、人口問題ということで

は、５４市町村ある中で、千葉県でですね、最も減少率が高いと、人口減少率が高いとい

うことで前回の国勢調査ではですね、１０．３７％、５年間で減ったということになって

おります。これは町長も時々言われますが、全国的な問題で、確かに簡単にですね、人口

を増加させるというのは、難しいことだと思います。町だけで取り組んでもですね、役場

だけで取り組んでもなかなか成果が出ないと。やっぱり議会もそうですけれども、町民も

一丸となってですね、これ取り組んでいかなければならない問題だと思います。 

そんな中でこの土地利用というのは、一つのポイントになるんではないかなと思って

るわけですが、今の答弁を聞く限りですね、農地にしても山林にしても、その他の土地に

ついてもですね、農地法であるとか、山林法であるとかによってですね、なかなか手が打

てていないという状況があるんではないかなと思います。一方でですね、国の方として

も、この耕作放棄地の問題であるとか、山林の荒廃については、問題視をしていて、新た

にいろんなですね、改正がされてきております。その中でですね、一つはその農地法ない

しは農振法のですね、特例になるような法律として、農山漁村の活性化のための定住等お

よび地域間交流の促進に関する法律というのが決定されておりまして、その中で、例えば

そのクラインガルテン、いわゆる滞在型市民農園というんですかね、農地に建物を建て

て、そこで居住もできてですね、農地を耕作することができるような仕組みであるとか、

あとはやはり農地に地元食材を利用したレストラン事業を行うとか、簡易給排水施設な

どを農地に設置する。これはですね、キャンプ場なんかでやっぱりそういった簡易給水

が、給排水施設がないとですね、なかなかキャンプ場なんかもやりにくいというのもあっ

て、こういったことがですね、いわゆる農地法の適用を外してですね、町が中心となって

計画をして、知事の許可を得ることで進めていけることができるという制度になってい

る制度なんですけれども、この点について町としてはどのように考えていくのか、取り組

む準備、用意があるのか、その辺をお聞かせください。 

○議長（青木悦子） 

地域振興課長。 
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○地域振興課長（吉田修一） 

議員おっしゃる、農山漁村の活性化のための定住等および地域間交流に関する法律に

つきましては、人口の減少、高齢化の進展等により、農山漁村の活力が低下していること

を鑑み、農山漁村における定住等および農山漁村と都市との地域間交流を促進するため

の措置を講じることにより、農山漁村の活性化を図るという目的となっております。本町

におきましても、旧交付金となりますが、保田漁港および都市交流施設でこの活性化計画

を策定しまして、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金を受けて事業を進めているこ

とがございます。この活性化計画を作るにあたって、議員さんおっしゃる通り、いろいろ

なものに使えるというのがございます。例えば、基幹産業である農林業の振興や快適な生

活環境づくり、都市と農村の促進施設、地域における農用地の保全等にも使えるというこ

とは、こちらの方でも承知しております。しかしながら、ある程度の土地がまとまる必要

もございますし、町としては、地元の方から要望等、農業団体等ですね、そちらの方から

要望がありましたら適切に対応していきたいと考えている次第でございます。以上でご

ざいます。 

○議長（青木悦子） 

はい。竹田議員。 

○８番（竹田和明） 

はい。農地についてはですね、いろいろ取り組みをしているということでしたが、調査

を行って、農地の現状や所有者の意向を早期に把握し、農地再生に向けた取り組みに繋が

ると、繋げていくという答弁がありましたけれども、この調査がですね、本当に耕作放棄

地を減らしていく、人口増に繋げていくということに効果があるのか、私はちょっと疑問

なんですけれども、調査を繰り返してもですね、農地再生ということには現状結びついて

いないと思ってますし、今後これを繰り返してですね、本当に耕作放棄地の減少に繋がっ

ていくのか。この辺ちょっと補足をいただけますか。 

○議長（青木悦子） 

はい。地域振興課長。 

○地域振興課長（吉田修一） 

遊休農地とは、農地法におきまして、現に耕作の目的に供されておらず、かつ引き続き

耕作の目的に供されないと見込まれる農地、その農業上の利用の程度が、その周辺の地域

における農地の利用の程度に比して、著しく劣っていると認められる農地と定義されて

おりまして、農地の有効利用に向けて、遊休農地に関する措置を講ずるべき農地のことで

法律上の用語ということになっております。農業委員会の方につきまして農地法の３０

条に基づきまして、令和４年度に実施しました農地利用状況調査において、遊休農地と判

断した農地は７００筆、５５万３９４０平米となっております。町内２３０名、町外８４

名の合計３１４名の所有者へ意向調査を行っております。その結果、耕作している・耕作

するが一番多く３７２筆、２９万５４５５平方メートル。２番目が農地中間管理機構に貸

したいが、１９０筆、１４万６３４５平米と、二つを足しますと、約８０．３パーセント

が何かしら農地として利用したいというような意向がございます。所有者の意向に沿っ
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た対応をですね、農業委員会と連携しながら進めてまいりたいという次第でございます。 

○議長（青木悦子） 

８番、竹田和明議員。 

○８番（竹田和明） 

東京からですね、農地を求めてですね、移住も考えたいっていう人は結構いて、そうい

う人たちが言っているのは、それでもやっぱり住む場所がないんだということですね。空

き家はたくさんあるんだけれども、農地には家を建てることができないので、なかなかで

すね、農業がやりたいと言っても住む場所が見つからないと。そういう中で、先ほどので

すね、先ほどの制度を利用すれば、クラインガルテンだとかですね、そういったものを農

地に作ることができるので、今ご説明ではですね、農業団体からそういった希望があれば

対応するということなんですけれども、もう少しやっぱりこの人口問題については、さっ

きも申し上げましたけど、町が一丸となってですね、町民も役場も一丸となって取り組ま

ないと、なかなか解決に結びつかない難しい問題だと思います。だからこそ全国的な問題

になってるわけで、それをやっぱり改善していくにはですね、何らかもうちょっと積極的

なアプローチをしていただけないのかなと思うんですけれども、その辺はいかがでしょ

うか。 

○議長（青木悦子） 

はい。地域振興課長。 

○地域振興課長（吉田修一） 

はい。すいません、空き家の中古物件につきましては、農地付き空き家につきまして、

空き家バンクの方に登録する制度もございます。今年度、農地法が４月から改正になりま

して、下限面積が撤廃されることになっております。今のところ、下限面積というのは、

農業経営するために必要な面積として農地を取得するときに必要な面積でございまして、

その面積の下限面積以上ないと、農地を買えないということになっていたんですが、農業

利用とすることであれば、その下限面積が撤廃されております。極端な話をすれば１平米

から土地を、農場、農業目的で使う場合は買えるというようなことに、この４月から変わ

っております。実際にですね、令和５年度中には、１件の申請が下限面積以下のものでご

ざいました。ただ、闇雲にですね、農地を売買することによって、投機目的で買う恐れも

あるということから、慎重な対応をするようにというふうなことは国から求められてお

ります。以上です。 

○議長（青木悦子） 

はい、竹田和明議員。 

○８番（竹田和明） 

どういう目的でそういう申請をしているのか、その辺の見極めが必要だと思いますけ

れども、やはりもう少し積極的なアプローチをお願いしたいと思います。併せて森林につ

いても同じなんですけれども、森林経営管理制度ということで、先ほど譲与税の話もあり

ましたが、これについては、国民１人当たり１千円の税金を改めて徴収するということ

で、国も本気でですね、森林の再生ということで力を入れてきてるんだと思います。これ
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は令和６年から徴収が始まるということですけれども、そうなってですね、来たときに、

この森林経営管理制度ですね。森林を市町村が仲介役となって、森林所有者と民間事業者

を繋ぐことで、適切な経営管理を行っていくということなんですけれども、まずこれ、こ

の制度についてどのように考えられているか、お聞きしたいと思います。 

○議長（青木悦子） 

地域振興課長。 

○地域振興課長（吉田修一） 

この制度につきましては、平成の３１年４月に施行されております。具体的には、簡単

に言いますと、手入れが十分でない人工林の管理を市町村が仲介しまして、意欲ある林業

経営者に集約し、一度に伐採や間伐をする森林を集約することによりまして作業効率が

高まると。また近くに作業道がないような条件が悪い森林は、市町村が管理し所有者が不

明で放置されているような森林も、一定の手続きを経た上で伐採できるような制度とい

うふうに聞いております。やはりこの制度はですね、森林所有者がわからない、境界がわ

からないというような状況もございますので、大変重要な制度だと考えております。しか

しながら、平成３１年から施行されておりますが、当町では、令和元年の房総台風、新型

コロナウイルス感染症の影響によりまして、意向調査まではまだ行っていない状況でご

ざいます。 

○議長（青木悦子） 

はい。竹田和明議員。 

○８番（竹田和明） 

ぜひこういう制度があるんですから、やはり農地と合わせてですね、森林についても積

極的なアプローチをお願いしたいと思います。合わせてですね、この木質バイオマスエネ

ルギーの構築ということについては、この後東議員から質問がありますので、そちらにお

願いしたいと思っております。ただですね、この町の、この災害がこれだけ増えてきてい

る中で、ブラックアウトであるとかですね、それから木材価格がかなり高騰して、いわゆ

るウッドショックということですけれども、物価も資材の値段なんかも上がってきてい

る中で、この木質バイオマスエネルギーの活用については、私も令和元年に質問しており

ますけれども、この４年経ってですね、だいぶ状況は変わってきてると思います。ですか

ら改めてこれは後ほど一般質問でご回答いただければと、その点も含めて回答いただけ

ればと思います。 

もう一点ですね、この土地については、総合計画の中でですね、インターチェンジ周辺

の再開発を行うんだということになっておりますが、このインターチェンジ周辺の再開

発ということですけれども、さっき言われたですね、町の財産としての土地というのがど

の程度、このインターチェンジ周辺にあるのか。保田のインターチェンジということで

は、保田小、道の駅保田小がありますけれども、富山の方のインターチェンジ周辺ってい

うのは有効活用が本当にできるのか。民有地であれば、限度があると思いますので、その

辺いかがでしょうか。 
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○議長（青木悦子） 

はい。総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

総合計画に掲載してございます土地利用の中で、インターチェンジ周辺の再開発とい

うことで載せてあります。これを載せた趣旨につきましては、県で令和２年９月に、高速

道路インターチェンジ等を生かしました多様な産業の受け皿づくりを進めるための計画

的な土地利用の促進に係る基本方針を策定し、市町村と連携して計画的な土地利用の促

進を図ることを目的として、指針を定めております。この方針を受けまして、町でも企業

誘致に向けた検討を進めるために、一つの考え方として、総合計画に位置づけたものであ

りまして、特にですね、議員おっしゃるように、インターチェンジ周辺というのは保田小

がありますけども、鋸南富山インターチェンジの周辺には町の土地はございません。ただ

その周辺にですね、大きく広がっている農地等もありまして、将来的にはですね、社会情

勢等によりまして、産業用地として、転用できる可能性もあると考えたことから今後の活

用方法を模索するためにですね、総合計画の方に記載をさせていただいたところでござ

います。 

○議長（青木悦子） 

竹田和明議員。 

○８番（竹田和明） 

はい。これはですね、次の観光振興にも繋がるんですけれども、やはり観光客に来てい

ただいてですね、インターチェンジ周辺に大きな、本来であれば駐車場があれば、そこに

マイカーを停めていただいて、あとは町のですね、循環バスであるとか e-bike なんかを

利用して、周遊していただくっていうのが、町の活性化には観光振興にも繋がるんじゃな

いかなと思っております。このパークアンドライドという言葉を使うみたいですけれど

も、パークアンドライドでですね、車で来たけれども、駐車場に停めて、町を観光しても

らうということが重要だと思いますので、今言われたその検討については、引き続きお願

いしたいと思います。 

この次のですね、２件目の観光振興ということなんですけれども、まず交流人口という

話がありました。この交流人口についてですね、町としてはどういう捉え方をされている

のか、交流人口を増やすことで移住者、人口増はそれほど増えなくても、交流人口を増や

せばそれでいいと考えているのか、その辺について、まず質問したいと思います。 

○議長（青木悦子） 

はい、地域振興課長。 

○地域振興課長（吉田修一） 

はい。町としましては、交流人口は観光に来ていただけるお客様というふうな考えでお

りまして、町のことを知って、協力していただけるのは関係人口、その後に移住定住とい

うことで交流人口を増やすことが、関係人口を増やすことに繋がり、定住に繋がっていく

というふうに考えてる次第でございます。 
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○議長（青木悦子） 

竹田和明議員。 

○８番（竹田和明） 

はい、これは総務省のですね、資料になるんですけれども、この交流人口ということが

記載されておりまして、総務省の情報通信白書ですね。平成２７年のものですけれども、

この中でですね、交流人口ということがですね、記載されております。人口をですね、増

やしていくというのは、それなりに難しい問題があるわけですけれども、定住人口を１人

増やすとですね、年間の消費額っていうのが、１２４万円、平均の数字だと思いますけれ

ども、１２４万円なんだと。これに対してですね、交流人口ということで、主に旅行者で

すね。外国人旅行者であれば１０人、国内旅行者、宿泊する国内旅行者であれば２６人、

国内旅行者の日帰りであれば８３人ということで、この日帰りでいうこの８３人がです

ね、来てもらえれば、この１２４万円、定住者１人当たりの年間消費額の１２４万円ほど

使ってもらえると。そうするとですね、日帰りで言うと、１人１．５万円、１万５千円っ

ていうことなんですね。これに対してですね、道の駅保田小の客単価というのを見てみる

と、来場者、利用者 1 人当たりのですね、売り上げというのが、わずか６００円しかない

と。さらにですね、直売所については、町内比率っていうのが４０パーセントになってお

りますので、これを加味するとですね、１人当たりの客単価というのは３００円なんです

ね。そうすると、さっき言った１万５千円のですね、５０分の１しかないと。ただこのお

客さんがですね、他にも町内で、例えばコンビニで水を買ったりとかですね、ガソリンス

タンドでガソリンを入れたり、いろいろしてると思うんですけれども、やはり課題はです

ね、この客単価の増大といいますか、どうやって客単価を増やしていくかっていうのは、

これ去年の３月に一般質問をしましたが、やはり重要な課題だと思っております。この辺

の客単価の増加ということではですね、多分今回保田小の拡張事業をやっておりますが、

この拡張をしてもですね、客単価の増加にはほとんど繋がらないんじゃないかなという

ふうに思ってるんですけれども、この客単価という観点でどのような検討をされている

か、その点について質問いたします。 

○議長（青木悦子） 

はい、地域振興課長。 

○地域振興課長（吉田修一） 

はい、客単価につきましては、都市交流施設周辺整備事業を行うことによりまして、今

ある道の駅保田小学校のない機能を補完するということで、今回の拡張周辺事業を進め

ている次第でございます。うちの方の、失礼しました、都市交流施設の保田小学校につき

ましては、やはり宿泊等平日の期間がですね、やはりちょっと集客、収益が少ない部分が

ございますので、その辺をどのように増やしていくかっていうのを指定管理者とともに

ですね、検討を進めてまいりたい次第でございます。 

○議長（青木悦子） 

竹田和明議員。 
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○８番（竹田和明） 

はい。やっぱり周遊性を高めてですね、保田小に来ていただいたお客様に町内の他の場

所でもですね、食事をしてもらったり、いろいろ消費をしてもらうというのが、お客様に

とっても観光に来た思い出にもなりますし、町としても経済的にそれを、メリットを享受

できるということで、この周遊性を高く、もっと高めてもらいたいなと思います。いろい

ろ取り組みをされているようで、e-bike であるとかですね、ジビエイベントだとか、ご

説明ありましたけれども、やっぱりちょっと今の延長で本当にこれで客単価が増えてい

くのかっていうと、なかなか疑問なところもありますし、やっぱり役場だけではなくて、

町民のやっぱり総力として取り組んでいく問題だと思いますので、その旗振り、旗振り役

としてですね、ぜひ積極的な取り組みをお願いしたいと思います。 

うん。あと、観光振興ということでですね、一つ申し上げたいのは、スポーツツーリズ

ムということですね。この鋸南町はですね、武道が非常に盛んで、東京から見てもです

ね、鋸南町の武道のこの成績というのは、非常に素晴らしいものがあるなと。空手である

とか、剣道であるとか柔道であるとかですね。ですから、ここで何かそのスポーツ、そう

いった武道のイベントをやれば人は集まるということなんですけれども、なかなか宿泊

したりですね、大勢集まると、宿泊施設が不足したりということもあると思います。そう

いったことも考えると、例えば農泊の推進であるとか、やはり旅行者を受け入れるための

施設というのが必要になってくると思いますけれども、このスポーツツーリズムという

ことについての考え方をお聞きいたします。 

○議長（青木悦子） 

はい、教育課長。 

○教育課長（安田隆博） 

スポーツツーリズムに関してはですね、町内のスポーツ施設を利用しながらですね、お

客さんを引き込むという考え方はありだと思います。町内でもスポーツ関係で、宿泊施設

を行っている事業者もございます。以前はマラソン大会であるとか、そういうものを町側

も積極的に実施した経緯もございますが、なかなか、例えば道路をですね、使わせていた

だくのが困難であったりとか、やっぱりマンパワーの問題があったりとか、そういうこと

でそれは長続きしなかったという経緯もございます。ただ現状、町の方にもですね、スポ

ーツ施設自体は、野球場であるとか、民間のサッカー場であるとか、そういうものもござ

いますので、機会ありましたら積極的に発信はしていきたいと考えております。 

○議長（青木悦子） 

はい、竹田議員。 

○８番（竹田和明） 

ぜひ発信はですね、お願いしたいと思います。 

最後のですね、子ども・子育てについてですけれども、いろいろ取り組みが行われてい

ると思います。小学校の校庭開放であるとかですね、園庭の開放、それからこの学童保育

であるとか一時預かり、病児・病後児の保育事業であるとか、新婚生活支援事業、出産子

育て応援給付金であるとかですね、オムツなんかの提供もありますが、今この千葉県でで
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すね、一番人口が増えているのが、流山市。で、この流山市というのは全国的に見てもで

すね、人口の増加率が非常に、全国で２位ですかね。高いということで、この流山市の施

策を見るとですね、鋸南町の施策はほとんど劣っていないと思うんですよ。いろいろでき

ていて、非常に子育て支援については、取り組みがされていると、私も思います。ただ、

どうして、片やですね、全国２位、こっちは県で一番最低の増減率になっているのか。や

はりですね、就業機会だと思います。これは総務省の先ほどの資料にもあるんですけれど

も、この地方の人口流出ということではですね、何が原因かというと、主な原因というの

は、雇用環境であるということで、地方公共団体が考える人口流出の要因としてですね、

一番に挙げられているのが、良質な雇用機会の不足ということで、約９０パーセントがこ

ういうことだと言っています。２番目が社会インフラということで、交通、病院、それか

ら商店等の不足と、これが５６パーセントです。その他教育環境の不足とか娯楽施設の不

足とかそういうのはありますけど、やはり良質な雇用機会の不足ということで、流山市は

つくばエクスプレスができましたので、２５分で秋葉原まで行けてしまうと、そういった

ことでですね、就業機会がある、増えたから、人口も増えたというのもあると思います。

鋸南町についてはですね、やはり都心に出るには１時間半、近いといっても１時間半かか

りますので、なかなか外に出かけていって通勤してというのは、難しい面も多々あると思

います。一方でですね、やっぱり町内に就業機会ってすごく少ないと思うんですね。です

から、先ほどのですね、バイオマスプラントを、例えば作るであるとか、あともう一つで

すね、子育てに関連して、子育て支援センター、支援包括センターというのは、やっぱり

子育て世代に寄り添ったその地域の中心となるですね、包括センターですので、そういっ

た、これはですね、令和３年に作るというのが総合計画に謳われておりますけれども、現

状まだできていないというふうに認識しているんですけれども、やっぱこういうものを

作ってですね、そこに就業の機会だとか、というのを作っていくというのが大事じゃない

かなというふうに思うんですけれども、この、子育て支援包括支援センターの設置につい

て、現状取り組み状況はどうなっているかお聞きします。 

○議長（青木悦子） 

はい。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（寺本幸弘） 

子育て世代包括支援センターに関してなんですが、センターというその建物自体とし

て拠点とするようなセンターとして建物はできておりませんけども、内容的なものにつ

いては、保健福祉課内に子ども世代包括支援センターという看板を掲げてですね、それで

事業としては実施しているところが現状でございます。 

○議長（青木悦子） 

竹田和明議員。 

○８番（竹田和明） 

それはちょっと私の認識が足りなかったと思いますが、ぜひですね、雇用の創出という

ことでですね、力を入れていただければと思います。この人口減少というのは全国的な課

題だということで、非常に取り組み自体はですね、難しいんですけれども、流山市なんか
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の例を見ると、町だけじゃなく、町というか、行政だけじゃなくてですね、やっぱり市民

も巻き込んでブランド化をしてですね、町というか、行政のブランド化をして、それをＰ

Ｒしていると。ＳＮＳなんかでもかなり発信をしているようですが、そういったことで人

口増に繋がっているんだと思います。やはり、この人口減少問題というのは、町の成績に

もなると思うんですね。財政というのも一つかもしれませんが、この人口問題をですね、

やはりもう少し真剣に考えて、何とかこの成果を出す方向で、一丸となって取り組んでい

けたらなと思いますので、ぜひ積極的なアプローチをお願いしたいと思います。 

以上で質問を終了いたします。 

○議長（青木悦子） 

ここで暫時休憩します。再開は午後１時３０分といたします。 

 

 

……… 休憩・ 午前１１時２８分 ……… 

……… 再開・ 午後 １時３０分 ……… 

 

 

     ◎一般質問 

     ◎１２番 鈴木 辰也 

 

○議長（青木悦子） 

はい。それでは、ただいまの出席議員は１１名です。 

早川議員より少し遅れるとの連絡を受けていますので、直ちに、休憩を解いて会議を再

開します。 

鈴木辰也議員の質問を許します。１２番、鈴木辰也議員。 

〔ベルが鳴る〕 

○１２番（鈴木辰也） 

私は、人口問題についてと、行政サービスについての２点質問します。 

初めに、人口問題について質問します。 

今年１月１日現在の日本人の人口は１億２２４２万人余りで、去年よりおよそ８０万

人減り、１４年連続で減少しました。また、減少数、減少率ともに、調査を始めた昭和４

３年以降最大となった他、初めて４７都道府県全ての人口が減りました。鋸南町において

も、人口減少は大変大きな問題となっています。町として、人口減少対策の様々な施策を

実施していますが、なかなか数字に表れてきてないのが実情です。これまでの施策をチェ

ック・評価し、その結果を今後どのように生かし、施策を行っていくのか伺います。 

次に、行政サービスについて質問します。行政サービスとは、私達の暮らしが便利にな

るように、税金を使って、国や地方自治体が行うサービスです。様々な行政サービスを利

用する前提として、自主的な申請を必要とします。いわゆる申請主義です。鋸南町では高

齢者が多く、そもそも制度・サービスの存在やその利用方法を知らない人、申請が難しい
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状況にある人もいます。そうした町民に、必要な支援を届けられるような状況にしていか

なければなりません。サービスを受けることによって、課題解決軽減に繋がる。人が適切

なタイミングで必要な制度情報を入手し、申請手続きができるようにするための町の考

え方を伺います。 

以上で１回目の質問を終わります。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員の質問について、町長から答弁をお願いします。 

はい、白石治和町長。 

〔町長 白石治和 登壇〕 

○町長（白石治和） 

鈴木辰也議員の一般質問に答弁をいたします。 

１件目の人口問題についてお答えをいたします。ご質問の、これまでの施策をチェッ

ク・評価をし、その結果を今後どのように生かし、施策を行っていくかについてでござい

ますが、人口推移につきましては、自然増減および社会増減によるものがあるわけであり

ますが、鋸南町においては、平成３０年度から昨年度までの過去５年においては、双方と

もに減少をしております。中でも、出生数と死亡数による自然増減につきましては、過去

５年で６８４人の減、年平均では１３６人の減となっておりまして、自然減は、人口減少

の大きな要因となっていることはいうまでもありません。一方、転入転出による社会増減

につきましては、過去５年においては、災害前の平成３０年度は７２人の減。災害の影響

もありました令和元年度は１１８人の減。令和２年度は１００人の減。令和３年度は７０

人の減となっております。令和４年度は１１人の減と、社会増減のマイナスの値が急激に

減少をしております。これは県外からの転入超過が３０人と大きくプラスに転じたため

でありまして、令和５年度に入りましても、４月から７月までは転出より転入の方が１人

ではありますが、上回っている状況でございます。自然増減につきましては、令和２年に

策定をされました、国の少子化対策大綱におきましても、少子化という国民共通の困難に

真正面から立ち向かう時期に来ているとの、国家の課題として認識をしており、町におい

てもその影響は数字に表れております。大綱においては、少子化の主な原因は未婚化・晩

婚化と、有配偶出生率の低下と捉えております。その背景として、賃金収入の不安定さ、

仕事と子育ての両立の困難、子育てや教育にかかる費用負担の重さなどが、個々人の結婚

や出産、子育ての希望の実現を拒む様々な要因が複雑に絡み合っていると、国としては捉

えております。町としましても同感でございます。その要因の、地方への解決策として、

地域の実情に応じたきめ細やかな取り組みを進め、国がそのような地方公共団体の取り

組みを支援をすると掲げております。特に、結婚前、結婚生活、妊娠出産子育て等のライ

フステージの各段階における支えの充実が求められております。国は、その効果が、一定

の時間を要することから、国の大綱においては、５年をめどに見直しを行っていく方針を

示しております。町では、令和３年度から令和７年度までの５ヶ年計画でございます、第

２期まち・ひと・しごと創生総合戦略を総合計画との整合性を図り作成をし、国と県が策

定をした総合戦略の趣旨を踏まえ、人口減少等の諸問題に対し、基本目標を掲げ、具体的
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な施策を推進をしております。この総合計画と総合戦略については、毎年度に推進会議を

開催をし、基本目標に対する事業内容とその成果・課題を掲げて評価をし、今後の方向性

を示して、委員からご意見をいただきながら検証を重ねて、今後の施策に反映をしており

ます。総合計画と総合戦略を踏まえた、これまでの施策と今後の主な取り組みにつきまし

ては、結婚機会においては、結婚新生活支援補助金の支給制度を実施しております。結婚

生活の基盤安定に対しては、本年９月から実施をされました住宅取得奨励金の大幅な引

き上げおよび中古住宅購入者への対象拡大を行いました。また、中古住宅に関しまして

は、本年度当初より、空き家バンク登録を条件とした片付け補助金、移住者への優良な中

古物件の提供を行い、選択肢の増加に繋げるとともに、登録物件の契約が成立をした際の

奨励金の交付事業を実施をしております。また、通勤支援につきましても、補助をしてお

りまして、妊娠出産期に関しましても、保健福祉課を中心に、妊娠届の提出を受けた母親

のケアから、出産後の健康診査、虫歯予防、予防接種の接種状況の確認、また、成長や発

育に不安を抱いた方への訪問相談といった、きめ細やかな対応を行っております。子育て

世代に関する施策として、１８歳までの子ども医療費、保育所・幼稚園・小中学校の給食

費の無償化をして行っております。また、公民館には子育てひろばを開設をし、様々なイ

ベントや情報交換の場として多くの方に利用をされております。共働き家庭への支援施

策として、幼稚園一時預かり保育および小学生の学童保育は、土曜日を含めて実施をして

おります。上の世代の子どもに対しては、通学助成金の支援などを行っており、現在検討

中でありますが、奨学金返還金の一部を支援をする仕組みを検討をして参ります。 

以上の施策を鑑みますと、人口減少問題等に相対をなす町の各種施策につきましても、

他の自治体に比しても劣ることなく行われていると考えております。ただし、いろいろな

ご意見をいただく中で、社会情勢等を見定めながら、時代の要請に応えられる施策を生み

出すことに努め、特に情報発信の方法等につきましては、今後も検討の余地があると考え

ておりますので、改善を図ってまいりたいと思います。 

続いて２件目の、行政サービスについてお答えをいたします。町では、サービスを広く

お知らせするために、行政サービスの情報を掲載をした、暮らしの便利帳を各戸に配布を

しております。また毎月２回発行される町報きょなんでは、新たに実施をする事業、その

時期に実施する事業等について掲載を行い、お知らせをしているところでございます。さ

らに町のホームページでは、業務を所掌する担当課ごとに情報を掲載をし、町外の方にも

最新の情報が得られるよう心がけております。また町外から転入され世帯が増える方に

は、転入受付時に暮らしの便利帳や連絡先をまとめたチラシなどをお渡しをしており、健

康保険、介護、子育て、水道などの関係課へのご案内も行っております。子育てに特化を

した子育てガイドを必要な方には配布できるよう用意をしてございます。 

次に、それ以外の情報提供の方法でありますが、町では、行政委員、民生委員等、各種

委員をお願いをしており、地域での見守り・相談等を実施をしていただいております。支

援の必要な方がいた場合には、担当部署に情報を寄せていただき、対応を行っておりま

す。また、民間団体への制度の情報提供にも心がけているわけであります。農業、漁業、

建設、医療、介護分野などの事業者へ新制度や定期的な申請を行うサービスなどの情報を
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提供し、事業者からも利用する方への情報提供がなされるよう努めているところであり

ます。特に、高齢者の各種の手続きにつきましては、介護事業所・ケアマネージャーのお

力を借りる場面が多く、介護認定の更新申請や給付の申請など、町と利用者との橋渡しの

役割を担っていただいており、制度管理の適正化のため、町が実施をする集団指導や、事

業者連絡会議等での広報啓発、情報交換だけでなく、日ごろの相談業務を通して信頼関係

を醸成をしております。こうしたことから、連絡、相談をいただいた案件につきまして

は、関係機関が連携をし、問題解決に至るよう対応をしております。以上で鈴木辰也議員

の一般質問に対する答弁といたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員、再質問はありますか。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

それでは再質問します。人口の増減は、出生数と死亡数による自然増減と、転入転出に

よる社会増減です。鋸南町の人口減少の大きな原因は、答弁にもあったように、人口の自

然減です。過去５年間で７７４人が亡くなり、９０人の赤ちゃんが生まれました。その

差、答弁の通り、６８４人の減、年平均１３６人の減となっています。人口の自然減対策

は、特に結婚前、結婚生活、妊娠出産、子育て等のライフステージの各段階における支え

の充実が求められているとありますが、いわゆる結婚から子育てまで、切れ目のない支援

が必要だということでしょう。この支援策の一つとして、結婚新生活支援補助金の支給制

度が実施されています。制度については、婚姻届手続きに来られた方にですね、どのよう

に説明しているのか。まず伺います。 

○議長（青木悦子） 

はい、税務住民課長。 

○税務住民課長（対馬尚子） 

はい。ご質問の結婚新生活支援事業の周知方法でございますが、窓口に婚姻届を出され

た方にはパンフレット等でご説明しています。それと本籍地ではないところですとか、住

所地ではないところで婚姻届等を出された方につきましては、支給要件を満たしている

方に郵送でお届けしております。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

このですね、支給要件、この中に、夫婦の所得が合計５００万円未満であること、これ

はちょっとなかなかわかりづらいところがあって、総収入額から経費を引いて所得が出
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されるんでしょうが、サラリーマンの方、また自営業者の方、それぞれやはりまた金額が

変わってくると思うんですけども、そういったことの説明もされてますか。 

○議長（青木悦子） 

税務住民課長。 

○税務住民課長（対馬尚子） 

まず、所得の関係のご説明には、お勤めの方でしたら、職場からいただく年末調整の源

泉徴収票、そちらの方をご覧くださいということで説明しております。あと自営業の方

は、確定申告ですとか、そういったものを参考にご説明しています。 

○議長（青木悦子） 

再質問は、鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

この制度の今までの実績はどのくらいありますか。 

○議長（青木悦子） 

税務住民課長。 

○税務住民課長（対馬尚子） 

はい。こちらの支援事業ですが、令和２年度から事業を開始しております。実績につき

ましては、令和２年度に１件ございましたが、その後はございません。 

○議長（青木悦子） 

再質問はありますか。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

実績がないっていうのは、それぞれ皆さん収入がある、所得があるというふうに思うん

ですけども、基本的にですね、やはりその応援をするんであれば、できる限りですね、多

くの方がそうやって申し込めるようなね、要件にすればいいのかなと。この５００万って

いうのがどこから来てるのかっていうのはわかりませんが、もう少し町としてですね、鋸

南町で結婚して子育てをしていただくっていうことであれば、もう少し門戸を広げても

いいのかなというような感じはしております。またこの自然減対策は、その他答弁にもあ

りましたが、子育て支援の給食費の無償化、幼稚園一時預かり保育、小学生の学童保育、

通学助成金等、町としては、他の自治体に劣ることなく行われていると私も思っておりま

す。しかし、この鋸南町の年代別の人口分布を見ても６５歳以上の割合が、令和５年７月

現在で、高齢化率４９．５５パーセント、いわゆる超高齢化社会と言われる状況です。こ

ういった状況の中で、自然減を止めるということはなかなか難しいことは誰でもわかる

んですが、それでもやはりいかに若い人を呼び込めるか、出生者数を増やしていけるか。

これはもう、転入者を増やしていくということが、もうモロにそういうことをしていかな

ければならないという状況は、誰が見てもそういうことになると思います。それは、今度
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は社会増減の対策の方にこれは繋がっていきます。この社会増減については、令和４年度

は、１１人減と、マイナスの値が急激に減っているとの答弁でした。この令和４年度につ

いては、県外への転入転出はプラス３０人。県内の転入転出はマイナス４１人。合計して

マイナス１１人ということです。県外への転入転出のプラス３０人、これは県外から入っ

てくる人、県外へ転出する人の差で、県外からの転入者が出ていく人よりも、３０人多か

ったということですけども、この数字について、町はどのような見解をお持ちでしょう

か。 

○議長（青木悦子） 

はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

令和４年度におきましては、県外からの転入超過３０人という結果でございました。中

身を見てみますと、県外からの転入超過先、転入してきた人が多かったところというのは

東京都がまず８人。その他県外が１４人。それから国外が８人なっております。いろいろ

見てみますと、外国人の方がかなり多く、この町には転入者として増えております。令和

５年７月末現在、外国人の方は１２４人おりますが、４年前、令和元年７月から見ます

と、プラス６２人と、倍増しております。またこれにつきましては、転入先としましてネ

パールだとかフィリピン、スリランカの方が多いということでございますけども、職種と

いたしまして、町内の製造業、それからサービス業等にですね、就職をなされているので

はないかと思っております。状況的にはそのように分析をしております。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

ということは、やはり地域の事業者の方たちが頑張って、従業員の募集をし、それに応

えてそこに就職するために転入してくれて、来てくれてるというふうに思います。それは

やはり、そういうことであればやはり、地域の事業者の活性化も一つの社会増減をプラス

にする、一つの要因だというふうに、今の答えで感じております。また、令和４年度の県

内の転入出先の市町村、これは館山市がマイナス２５人、富津市マイナス８人、君津市マ

イナス６人、鴨川市マイナス８人、木更津・南房総市マイナス１人と、近隣あるいは近く

の市に転出して行っているのが実情です。特に館山市には、転出超過が２５人と、どうい

うような状況で行ってるのか、それについては後ほどお伺いしますけども、この数字につ

いても、町の見解をお伺いします。 

○議長（青木悦子） 

はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

転出先は東京ではなく近隣市が多いということで町はどのように分析しているのかと

いうことでございますけども、令和４年度では転出先の１位は東京都で３７人でした。次
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に館山市は３０人、３位は千葉市と南房総市で１４人と、転出だけ見ますとなっておりま

す。転出入につきましてはともに３月が一番多く、月別の市町村別の転出入の統計はござ

いませんけども、就職や進学前に新しい住居へ移動されたものと考えられます。また、令

和４年度中の転出者に対するアンケートをお願いしておりまして、回答率は２３．７パー

セントと半分以下でございますが、その結果では転出の理由につきましては、１位が仕事

の都合でというのが全体の４１．２パーセント、次いで家庭の都合が２３．５パーセント

でありました。転出の条件として多い順でまとめてみますと、通勤通学に便利、近いとこ

ろへ移動したいと、それから交通が便利、買い物が便利、それから就業雇用の場の充実と

いうことで転出の条件を挙げております。転出先の多くにつきましては、高校卒業後の就

職、進学先や転職先、雇用の場が多いという理由が考えられると思っております。またこ

れは余談でございますが、アンケートの結果から見ますと、８割以上の方は、鋸南町に愛

着を感じておるんですけども、いろいろな理由で将来住みたいと思っているが、いろいろ

な理由で転出したということも感じております。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

はい、鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

私もこのアンケート結果については、平成２９年度から令和３年度までの資料をいた

だいて、自分なりにどういうことかなと調べました。今課長が答弁したように、仕事の都

合というのが一番多いです。しかしですね、最後にも課長もおっしゃってましたけども、

鋸南町の愛着度、大いに感じている、やや感じているという方を合わせると７割８割。鋸

南町に将来住みたいかという問いではぜひぜひ住みたい、機会があれば住みたいと思っ

ている方が８割９割。それでも転出する、転出せざるを得ない、何か理由があるとは思い

ますけども、そういう方が鋸南町に愛着を持って住みたいんだと、それでも出ていくっ

て、じゃあそういう人たちがいかに出ていかないような状況を作れるかっていうのは、や

はりそれを分析してですね、今後町としてどういうふうにしていったらいいかというの

は、町としての考え方をですね、やはり詰めていかなければ、私はいけないと思ってます

けども、その点はいかがでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

各種施策を行っておりますけども、その成果、効果が表れるのは多少の期間が必要なも

のとも考えております。ただ町長答弁にもありましたけども、毎年度基本目標に対する事

業内容、それからその成果、課題を掲げまして評価し、今後の方向性を示して、推進会議

などの委員さんなどからもですね、ご意見をいただきながら、また町民のですね、皆様の

声にも耳を傾けてですね、今後の施策に反映していくことを基本に、ＰＤＣＡを回してで

すね、引き続き効果的な施策の検討を進めてまいりたいと思っております。また移り住む
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方に対する施策だけではなくて、住んでいる方が転出しない施策の充実、これも進めてい

く必要があると思っております。これ、総合計画でも優先すべき施策として一応掲げてお

ります。交通基盤の充実だとか、生活環境の向上、それから豊かな自然環境を守る、商工

業の振興などもありますけども、出て行かない、転出なるべく抑えていきたいという考え

がありますけども、小さい頃から、また教育の観点からもですね、郷土愛の醸成だとか、

町について知ってていただいて、地元の良さを知っていていただくことなども大変重要

なことだと考えております。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

今課長の答弁にあったように、もちろん呼び込むことは非常に大切なことだと思いま

す。ただ本当に今住んでいる方が、ずっとこの先も鋸南町に住み続けていただく、そうい

った施策もぜひ検討して行っていっていただきたい。それで先ほど、竹田議員の質問のと

きにもありましたけども、交流人口、関係人口、そして定住人口に繋げていくと。今町で

ですね、交流人口を増やす、これは道の駅保田小学校で年間６０万人から８０万人、今来

て１００万人を目標にということでやって交流人口を増やすことはそれはそれでいいこ

とだと思います。しかしそれを、今度は関係人口にどうやって繋げていくか。それは町が

どのような仕組みを持って、その次の段に進むか。それで関係人口から。次にはですよ、

定住人口にいかに続く繋げていくかという施策が、基本的なそのプロセスが、町としてど

のように考えているのか、その点についてお伺いします。 

○議長（青木悦子） 

はい、地域振興課長。 

○地域振興課長（吉田修一） 

交流人口につきましては、観光部局で交流して来ていただくお客様のことを想定して

おりまして、関係人口につきましては、今うちの方でやっております、総務省のアドバイ

ザー制度を活用した企業人とですね、あと地域おこし協力隊とグループを組みまして、関

係人口に繋げる施策を今後イベント化してやっていきたいと考えている次第でございま

す。少しでも関係人口を増やして、その後の移住定住に繋げていくように努力してまいり

たいという次第でございます。 

○議長（青木悦子） 

はい。鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

地域創造力アドバイザー１名と、地域活性化起業人の方２名。それで、その下に地域お

こし協力隊の方を５名委嘱して、民間組織を立ち上げ、官民連携で地域とともに課題の解

決に取り組んでいくということは、６月の議会で予算をとって、それについては期待をし

てるところなんですけども、それはそれとしてですね、プツップツッって今の話を聞く
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と、切れてて、やはり道の駅に来たとき、いらっしゃったお客様に、まず交流人口から関

係人口に繋げていくための、どういうことをやるのか。それは関係人口を作る。それはそ

れとして、交流人口から関係人口に行くという、その流れっていうのが、今の答弁だとも

う交流人口は交流人口、関係人口は今これから増やしていく、そういうふうに聞こえるん

ですね。だから、本来であれば、来てくれた人たちに対してできる限り、関係人口の方に

一歩進んでいただけるような施策を、私はぜひともやっていっていただきたいと思って

おります。地域力、そうですね。ちょっと待ってください。地域力創造アドバイザーの件

については本当に期待しているところなんで、ぜひ良い結果を出せるように取り組んで

いっていただきたいと思います。 

次に、行政サービスについて質問します。 

町外から転入された方に、行政サービスをお知らせするために、暮らしの便利帳や連絡

先をまとめたチラシなどを１つのこういう袋に入れて渡しているとのことです。実は、あ

る方から転入時に１セットいただいたんだけども、総合検診、がん検診の案内がそのとき

は、入ってなかったと。それで、町からそういう、私はその条件に当てはまるけども、連

絡は来ますかという。他の他市では、そういう連絡は転入した後、来るという話を聞い

て、税務住民課の方にお話をして、その件についてはチラシを入れていただいて、対応し

ていただきました。ただですね、今度は案内を入れるだけじゃなくてですね、転入者の方

がそういう手続きをしに来たときに、そういう総合検診、がん検査が受けられるような対

象者であるということがわかればですね、町の方から、その後対象者でいついつあるんで

すよっていう連絡をやっぱりすべきで、そうすれば検診率を今みんな上げようという努

力をしてるわけですから、そういった点にも、そういうことをやっていただきたいと思い

ますけどいかがでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

はい。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（寺本幸弘） 

ただいまの１例で以前転入者に渡す書類の中に検診関係の書類が不備だったというこ

とで今現在は出させていただいております。また議員おっしゃられたように、該当者への

連絡方法につきましても、税務住民課と連携しましてですね、必要があれば積極的に行っ

ていきたいというふうに思っております。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

よろしくお願いしたいと思います。 

行政サービス、これは福祉サービスも、福祉もそうですが、どこまでやればいいという

ことはありません。なかなか全てやるっていうのは難しいところがありますけども、この

一つのサービス、支援策についてですね。どこどこの所掌の課が、どこだということを決
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めつけることなくですね、先ほど町長、竹田議員のときにも、横の課のあれをとっぱらっ

て、町全体としてですね、全てのいろいろな課題に取り組んでいくという答弁をされてま

した。ですから、私はサービスをそういう施策をやると決めたときにですよ、この施策に

ついては、地域振興課、保健福祉課、教育課それぞれじゃなくてですね、町全体で、それ

ぞれの課が、このサービスについて何、どういうふうな取り組みができるかっていうの

は、ぜひですね、一体となってですね、取り組んでいっていただきたいと思うところで

す。それは最終的には、今までより、より良いサービスが提供できることになると思いま

すので、そういう縦割り、よく言われる縦割り行政、それはだいぶ解消されているとは思

いますけども、まだまだ直していただきたいところがあるところは感じておりますので、

その辺、そこの点についてはいかがでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

はい。総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

議員おっしゃるように、この課がここしかやらないだとか、縦割りというのは、当然排

除していかなければならないことだと思っております。これにつきましては当然課長会

議や行革検討委員会等もそうでございますけども、そのような職員間の中で、どのような

施策を行っているのかということを、自分たちのことばかりだけではなくてですね、いろ

んな施策を、やっぱり職員全員がですね、他の課の施策についても当然熟知するというこ

とも必要であると思っております。縦割りというのはやっぱり住民サービスの低下にも

繋がると思っておりますので、このあたりにつきましてはですね、いろいろな手法もある

と思いますので、検討してまいりたいと思っております。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

課長会議で共通認識を持ってもらう。そしたらその課長さんで止まらず、もちろん各課

の職員の人、課長さんが責任を持って室長さんなり、そしたら室長がその下の課の室の職

員にきちんと共通認識が持てるようにしていっていただきたいというふうに思います。

答弁では、行政サービスの情報を広く知らせるために、様々な方法で対処しているという

ことですが、答弁にあった、様々な方法で、ということで、対象になりうる方々全てに情

報提供が網羅できているというふうに考えておりますか。 

○議長（青木悦子） 

はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

様々な情報をですね、全ての方に、全てを届けるというのはなかなか難しいものがある

と思っております。その中でいろんな情報メディアを使ってですね、いろんな形で、紙、

それからデータだとか、ネットだとか、そのようないろんな媒体を使ってですね、知らし
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めてというか周知していくことが必要ではないかと考えております。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

この情報提供の仕方については、各行政区に所属している人はいろいろと回覧とか回

ってきます。ただ住所があってきちんとこちらに移り住んでいただいてる方でも、その行

政区に属さない方については、そういう回覧とか、町のお知らせ版は回らないわけですよ

ね。そうすると、そういう人たちがどうやって情報を得るか。それ自分で取りなさいって

言えば、それはあれですけども、住んでいただいてるそういう方にもですね、ぜひね、情

報が届けられるような仕組みを作っていただきたいと思いますけども、いかがですか。 

○議長（青木悦子） 

総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

そのような方にもですね、いろんな情報が届くように研究してまいりたいと思ってお

ります。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

どのように対処していただけるか、今わかりませんけども、早急にですね、そういうこ

とは検討して実施していっていただきたいと思います。 

またこの情報提供の方法については、行政委員、民生委員等各委員、また、農業、漁業、

建設、医療、介護分野などの事業者に協力をしていただいてるということです。この情報

提供の方法について、協力をいただいている方からのフィードバックというか、何かご意

見等をいただくということはありますか。 

○議長（青木悦子） 

はい。総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

役場の職員はいろいろなですね、分野、事業者の方と接点もございますので、いろいろ

なご意見は各担当、課長もそうですが伺っていると思っております。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 
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○１２番（鈴木辰也） 

ぜひそういう意見はですね、貴重な意見だと思いますんで、今後の情報提供の方法につ

いても生かしていっていただきたいと思います。 

また今度は、行政サービスを受けるためには、サービスの利用に本人や家族からの自主

的な申し出、申請が必要です。先ほども言いました、いわゆる申請主義です。申請主義の、

申請主義に基づくサービスの利用においては、利用者が自分自身の問題について理解し

た上で、必要なサービスを自ら選択決定して、その利用希望を表明することが求められま

す。 

しかし、そもそも制度そのサービスの存在やその利用方法を知らない人、困難や生きづ

らさを抱え、自ら声を上げることができない状況にある方々もいると思います。今のこの

申請主義というのは受身の福祉、待ちの福祉と言われているように、高齢化率が高い鋸南

町においてですね、この申請主義というのは、なかなかそういう高齢者の方にとっては厳

しいっていうかですね、なかなかなじまない。周りに助けてくれる方がいらっしゃれば、

それはそれで家族がいたりですね、すればいいんですが、そういう方がいない高齢者にと

ってはですね、なかなか申請主義はなじまないものがありますが、そういう点について

は、町はどのように考えておりますか。 

○議長（青木悦子） 

はい。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（寺本幸弘） 

はい、ただいまのご質問に関してお答えさせていただきます。議員おっしゃるようにで

すね、鋸南町の高齢化率は直近で４９．５５パーセントということで、かなり高い、県下

でも高い値となっております。そして、議員おっしゃるようにですね、高齢者にとって各

種手続きは大変面倒であったり、なかなか理解しづらい申請手続きがあるかと思います。

そういったときにですね、できるだけ保健福祉課の方で高齢者を扱ってるというか、介護

保険の申請とかがございまして、その更新の申請だったり、給付の対象になる申請につき

ましては、該当される方には文書で連絡している処置をしておりますけども、それ以外に

申請、本人から申請というのは当然ありまして、その中には課税状況に係る情報であった

り、預貯金の額とかそういったものが関係してきまして、そういったものについては、こ

ちらの方で事前に調べることもできませんので、なかなかあなたが該当してますよって

いうような、そういうようなお知らせはできないんですが、なるべく関わってる事業所、

介護事業所であったり、ケアマネージャーとか、そういった方々にですね、情報を周知し

まして、まだ本当に先ほどおっしゃったように何らかの理由で高齢者はなかなか自ら助

けを求めたり、そういった支援を求める難しい人がかなりいらっしゃるかと思いますけ

ども、支援を必要としている人にはですね、何らかの方法で積極的にアプローチできるよ

うな、そういった考えで、特に福祉分野においてはそういった姿勢を持って臨んでいきた

いというふうに思っております。以上です。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 
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○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

もちろん、それを町の方で全てやるっていうのはなかなか難しいところがあると思い

ます。住民の人たちも、隣近所でそういう方がいれば、代わりにですね、町の方に問い合

わせとか、それは一緒にやっていかなければいけないことだとは思いますけども、今こ

の、受身の福祉、待ちの福祉、これをですね、攻めの福祉、打って出る福祉ってよく言わ

れて、そういうような転換が求められているというような記事がございます。特にです

ね、高齢者の多い鋸南町においてはですね、答弁にあったように、介護事業所、またケア

マネージャーの協力をいただいて、情報提供をもらって支援をしているということでし

た。そこでですよ、ある福祉サービスを受けるにあたって、例えば、介護認定がされて、

その要件が介護４、５の方が対象になるというような支援策があったときに、対象者の

方、皆さんにですよ、情報が介護認定されてればケアマネさんがついてるはずなんで、そ

ういうケアマネさんを通じてですね。そういう全員の方に情報提供がされていると理解

してよろしいでしょうかね。 

○議長（青木悦子） 

はい。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（寺本幸弘） 

そうですね、町長答弁にもありましたけども、制度管理の適正化のためにですね、関係

する介護事業者連絡会議であったり、サービス事業者に対して、町が制度理解のために集

団指導というものを行うんですけども、そういったところで周知させていただいており

ますけども、そちらでなるべくわかりやすく、漏れないように、漏れないっていうか制度

よく理解していただけるような、そういった会議、啓発、情報交換の方をしていきたいと

思っております。以上です。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

そういう会議で、ケアマネージャーさんとか、介護事業者の皆さんに共通認識を持って

いただいて、情報を共有していただければと思います。ただ、これも前にあったことなん

ですけども、ケアマネージャーさんは、ケアマネージャーさんが担当している方は、そう

いうサービスに対象者となるということは認識していても、その要件に当てはまらない

だろうと思って、そのお話をしてない。そうするとその人が、あの要件にもし当てはまる

状況になれば、その時はなってなかったかもしれませんが、後になったときに、そういう

情報は提供されてないわけです。だからそういう先入観を持たないで、そういうケアマネ

さんとか介護事業者の皆さんにはですね、もう要件がどうのじゃなくてそういう対象者

になるということであれば、その情報提供というのは積極的にお知らせしていただきた



 

- 35 – 

                       令和５年第５回鋸南町議会定例会（９月） 

 

い。それでその要件に、そのサービスを受ける要件に当てはまる当てはまらないは次の段

階で、まずはその情報を皆さんが、対象者がいただける、もらえるっていうところをです

ね、徹底していっていただきたいと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

保健福祉課長。 

○保健福祉課長（寺本幸弘） 

はい、議員さんおっしゃる通りですね、対象者に必要な支援が届くようにですね、なる

べくそういった、積極的に届けるような、そういった心持ちで当たっていただくような指

導をさせていただきたいと思います。以上です。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

よろしくお願いしたいと思います。 

ここでもう一点ですね、やはり給付事業について１点ちょっと気になるところがあり

まして、在宅介護用品給付事業というものがあります。これは２ヶ月分で上限を１万円と

して、紙オムツとか尿取りパッド、紙パンツなどの支給を行う制度ですが、例えばです

よ、その中に選べる品物がもう出てるんですが、そこで例えば私が必要な紙パンツは、Ｌ

Ｌサイズ３３５０円。それじゃ３つ欲しいと。そうすると１万と５０円になるわけです

ね。そうすると、その５０円オーバーするから、それは１つは削ってくださいと。そうす

ると２つ分しか注文ができないわけですよ。６７００円分。他の商品はいらないから、そ

れだけ必要なんだけども、５０円出すから３つ配布していただけませんかっていうとそ

れはできないという、今の町のそういう事業の仕組みになってると思います。それで、そ

の要綱を見ても、特に年額、この給付は１人につき年額６万円を上限として現物給付する

と。ですから現物給付の方は６万円で、６万円分しか出しませんよ。そしたら５０円は、

受益者負担で出せばその３つもらえるわけですよ。それを今の、今の状況だと、３つじゃ

なくて２つしかもらえなくて、３３００円分がほかっちゃうっつっちゃああれですけど、

それを利用できないわけですね。せっかくこういう事業があるんであれば、使う方の人の

立場になれば、じゃあ５０円出してください、それでそういうような対応ができるんであ

れば、今後していっていただきたいと思いますが、どうなんでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

保健福祉課長。 

○保健福祉課長（寺本幸弘） 

そうですね、現在は様々な多様なニーズもございますので、またいろいろなご意見もい

ただいておりますので、来年度に向けてですね、今の制度のあり方とかいろんな選択もで

きるんじゃないかということで、検討中でございますので、なるべく希望者の考えに沿う

ような支給ができればというふうに考えております。 
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○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

せっかくね、こういういい事業をやっていただいてるのに、何でっていうふうに、私、

これを利用している方から、どうしてなんだろうねって。少しでも負担するから、３つ取

れないかと、そういうようなご意見がありましたんで、ぜひですね、検討していっていた

だきたいというふうに思います。 

それと、もう一点、ＡＩオンデマンド交通予約制の送迎サービスの、このサービスにつ

いての説明会を、中央公民館、福祉センター、役場、老人福祉センターで行うということ

です。私が思うには、このサービスを使う多くの方が、自ら移動手段のない方が利用する

と考えておりますけども、この今言ったような会場でやる説明会は、ごく一般的に、町民

の方にこういう事業を始めますよという説明会だと認識しております。それでまた、そう

いう高齢者の方には、民生委員さんや高齢者の方々が属する団体には、もちろん説明をし

ていただいているとは思いますけども、この実証実験の成功するかしない、成功って言っ

ちゃえばどうなんですかね、利用者がどれだけ増えるか増えないかというのは、事前の事

業が始まるまでの、そういう利用したいという方々に、できるだけきちんとわかりやすく

情報を届けることだと思います。いや、こういう制度が始まったけども、やり方がわかん

ないから乗れないよ、それじゃやはり困るんで、しっかりと行政サービスの情報提供とい

うものが、特にオンデマンド交通についてはですね、１０月から始まるわけですから、ぜ

ひね、しっかりと情報の提供を高齢者の方々にお願いしたいと思いますが、いかがです

か。 

○議長（青木悦子） 

総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

１０月から始まります、ＡＩオンデマンド交通、予約制の乗り合いワゴンの実証運行を

始めるわけですけども、これにつきましては議員おっしゃる通り、この実証運行が成功す

るのかしないのかということはですね、今回、お願いします運行事業者とシステム事業

者、いろいろお話を聞きますと、全国でもですね、その実績がありますけども、それにつ

いてはやはり、この説明会をいかに多く行うのか、それから住民の方に、多くの方に、い

かに知っていただくのかということが一番重要だということで聞いております。私ども

もその辺をですね、いろいろと検討しまして、７月の２８日から民生委員さんの会議、そ

れから地域で行っております地域介護予防教室、ここにですね、職員が出向きまして説明

を行っております。合計では地域介護予防教室が１３教室、それから関係団体の会議で４

回、それから全職員向けにですね、職員全員にも理解をしていただきたいということで、

各課回りまして説明を行ったところでございます。またもう少し大きな会場といたしま

して、９月７日に中央公民館、それから２０日・２１日と役場、すこやか、それから老人
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福祉センターでですね、開催をする予定となっております。多くの方に知っていただくと

いうことで、町報きょなんの方にですね、別刷りでチラシを入れさせていただきました

し、いろいろなメディアにおいてもですね、この実証運行につきまして、知っていただき

たいと思っておりますので、様々なことをですね、やっていきたいと思っております。 

○１２番（鈴木辰也） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

ぜひですね、民生委員さんには、説明していただいたら、担当している方々にですね、

ぜひ回っていただいて、そういう情報を提供していっていただきたいと思います。これは

行政サービスは、このサービスを、それぞれのサービスを、誰に向かってやるかって言う

ことが非常に重要で、鋸南町民全員に情報を流しても対象となる方がほんの一部。そうい

うことであれば、きちんとターゲットをどういう方々にこのサービスを提供するんだっ

ていうことがはっきりとわかればですよ、そういう方々に特化して情報を提供していっ

ていただきたい。それで、説明会をやるから来てください、ではなくて、今課長の答弁で

あったように、民生委員さんとかにお願いして、そのご自宅に行って、説明をする。情報

提供をする。それが、今まで言ってた待ちの福祉じゃなくて攻めの福祉に繋がっていくと

いうふうに思いますんで、ぜひですね、そういうような体制を積極的に取っていただい

て、その行政サービスの情報をですね、しっかりと町民の方に届けられるように行ってい

っていただきたいと思います。答弁があればお願いします。なければ終わります。 

○議長（青木悦子） 

はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

議員おっしゃるようにですね、様々な行政サービスありまして、受ける方もいろんな方

がいらっしゃいます。私もいろんな課を回ってまいりましたけども、やっぱり同じく感じ

ることは、こちらでですね、役場が待っているだけではなくて、こちら側から積極的にア

プローチをしていくということで、いろんな方がですね、救えることもあるのではないか

と考えておりますので、そのような気持ちを持ちながら、行政サービス、住民福祉の向上

に努めてまいりたいと思っております。 

○議長（青木悦子） 

よろしいですか。はい。 

以上で鈴木辰也議員の質問を終了します。 

ここで暫時休憩します。再開は２時４０分といたします。 
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……… 休憩・ 午後 ２時３０分 ……… 

……… 再開・ 午後 ２時４０分 ……… 

 

◎一般質問 

     ◎１番 東 愛乃 

 

○議長（青木悦子） 

はい、ただいまの出席議員は１２名となりましたので、お知らせいたします。 

休憩を解いて会議を再開します。 

東愛乃議員の質問を許します。１番、東愛乃議員。 

【ベルが鳴る】 

○１番（東愛乃） 

私からは１件質問いたします。 

選定枝・刈り草のリサイクルについて。 

鋸南町は２０２７年から君津地域広域廃棄物処理事業への参加が決まり、ゴミ処理施

設がだいぶ遠方になります。昨今の原油高、ガソリン価格の高騰、このまま高止まりが続

くと予想されます。それに伴い、運搬コストの増大が懸念されます。また、遠方になるこ

とで、運搬の際に出るＣＯ２も現在よりも増えると思われます。剪定枝や刈り草をそのま

ま焼却しますと、水分が多く含まれるため、焼却時のエネルギーもかかり、焼却炉への負

担も大きく、運搬費と合わせても大変コストがかかることが予想されます。近年では最も

多い平成２８年度の大谷クリーンセンターのゴミ組成分析結果(乾燥ベース、年平均)で

は、可燃ゴミの約３割が木・竹・藁類でした。令和３年度は１０．８パーセントに減少し

ましたが、県平均８．４パーセントより２．４パーセント多い結果となっております。ま

た、各家庭に配布されているゴミの分け方・出し方表の可燃ゴミの出し方のご注意に、刈

り取った草や小枝は、なるべく堆肥にしてくださいと、記載されていますが、実際には多

くが焼却ゴミとして処分されていますし、個人での堆肥化も難しく、庭の端に大量に剪定

枝が積まれ、処分に困っているのをよく見かけます。 

そこで３点質問します。 

１、可燃ゴミの新施設建設地である富津市への運搬コストは、今と比較してどのぐらい

になるのか。 

２、木の枝・刈り草や葉のリサイクルには取り組まないのか。 

３、木質バイオマスエネルギー循環システム等の検討状況はどうなっているのか。 

以上３点についてです。答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（青木悦子） 

東愛乃議員の質問について、町長から答弁をお願いいたします。白石治和町長。 

〔町長 白石 治和 登壇〕 

○町長（白石治和） 

東愛乃議員の一般質問に答弁をいたします。 
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選定枝、といいますか、剪定枝、刈り草のリサイクルについてお答えをいたします。 

ご質問の１点目の、可燃ゴミの新施設建設地である富津市への運搬コストは、今と比較

してどのぐらいになるのかについてでございますが、現在各家庭から出された可燃ゴミ

は、鋸南地区環境衛生組合がパッカー車によって収集をし、同組合の大谷クリーンセンタ

ーに運搬されて処理が行われています。令和９年度からは第２期君津地域広域廃棄物処

理事業により、富津市に広域ゴミ処理施設が建設され、稼働予定となっております。一方

で、富津市の広域ゴミ処理施設へ効率的に運搬するための積み替え施設として、南房総市

が事業主体となり、当町と共同で中継施設の整備を進めております。この中継施設は、南

房総市検儀谷地先、現在の大谷クリーンセンターの南側を建設予定地としていることか

ら、町内の各ゴミステーションから中継施設までの運搬コストについては変更ないもの

と考えております。中継施設に集められた可燃ゴミは、大型のコンテナに積み替えてから

広域ゴミ処理施設に運搬しますので、この運搬にかかる経費が新たに発生をするコスト

ということになります。想定されている経費といたしましては、運転手の人件費、車両の

燃料費、有料道路の使用料が挙げられますが、現在の推計では、１年間の運搬コストとし

て約３３００万円と見込まれており、中継施設の経費は、南房総市とともに負担をするこ

とになりますので、概算ではありますが、鋸南町の負担額としましては、年間で約８００

万円となる見込みであります。 

ご質問の２点目の、木の枝・刈り草や葉のリサイクルには取り組まないのかについてで

ございますが、ご質問のうち、細かい枝、刈り草や葉につきましては、敷地の一部に敷き

ならしておくことで、自然分解され、堆肥化によるリサイクルが可能であると考えられま

す。ある程度の太さの木の枝については、自然分解するまでに時間を要するために、個人

でリサイクルを行うことは困難であります。木の枝のリサイクルをしようとした場合、単

価、堆肥化、燃料化などの方法が考えられるわけであります。これらのうち、堆肥化が一

般的な方法として考えられますが、木の枝を数種類の破砕機を用いて細かくチップ化し

ていくことが必要であります。大量に木の枝が出る地域で、住民の方々が、木の枝のリサ

イクルに要する経費を負担でき、かつ発生した堆肥を売却処分できるような地域であれ

ば、検討の余地があると思いますが、リサイクルには、破砕機やストックヤードなど、そ

れなりの設備投資が必要となるため、費用対効果を考慮した場合、現時点では実施が困難

であると考えております。しかしながら、令和９年度に供用開始予定の、第２期君津地域

広域廃棄物処理事業における新施設では、ゴミを溶融処理をする際に発生する高温の排

ガスを利用して発電機を回し、発電を行うことができる施設であるため、木の枝も、他の

可燃ゴミと一緒に溶融処理が行われることで、熱回収と言われるサーマルリサイクルが

行われることとなります。サーマルリサイクルは、最終的に燃やすしかない廃棄物を、焼

却をして得た熱エネルギーを回収をして、再利用し、通常発電に必要となる化石燃料の消

費を抑制をするといった考え方でございますので、今後はリサイクルに取り組まれてい

くものと考えております。 

ご質問の３点目の、木質バイオマスなどのエネルギー循環システム等の検討状況につ

いてでございますが、木質バイオマスなどエネルギー循環システムは、限りある資源を効
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率的に利用をし、リサイクルなどで循環させながら、将来にわたって持続をして使い続け

ていく、循環型社会を形成をしていく上で、必要不可欠であると認識をしております。ま

た、令和３年度から始まりました鋸南町総合計画の前期基本計画において、森林保全の観

点から、森林環境の整備で主要な施策・取り組みに位置づけをしております。しかしなが

ら、木質バイオマスなどを研究をしていくと、高額な初期費用が必要となる他、導入後

も、木質バイオマスにかかるコストが高く、エネルギー変換効率が悪いなど様々な課題が

ございます。また町内にある森林の多くは、地滑り防止区域に指定をされ、区域内では人

為的行為による地滑りの発生助長をなくし、地滑り災害を未然に防ぐために、地滑りを誘

発をする形質変更行為が制限をされております。加えて、町内で林業を行っている事業体

は現在なく、森林の保全に必要な事業者も欠けております。地すべり防止区域などの規制

や木質バイオマスを利用するための事業者など、課題を解決をする必要がありますので、

木質バイオマスの活用については検討が進んでいないのが現状でありますが、脱炭素社会

への取り組みは、今後も重要な取り組みであると認識をしておりますので、他自治体の事

例などを参考に、引き続き研究をしてまいります。 

以上で、東愛乃議員の一般質問に対する答弁といたします。よろしくお願いします。 

○議長（青木悦子） 

東愛乃議員、再質問はありますか。 

○１番（東愛乃） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

東愛乃議員。 

○１番（東愛乃） 

質問１についてですが、大型コンテナとありますが、１日何台のコンテナ車が、１週間

に何日、鋸南町と富津のどこを往復するのか伺います。 

○議長（青木悦子） 

はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（齋藤正樹） 

現時点ではですね、１日６台の車が往復します。それがですね、週の５日運行すること

で計画をしております。 

○議長（青木悦子） 

再質問ありますか。はい。東愛乃議員。 

○１番（東愛乃） 

温室効果ガスであるＣＯ２が運搬の際にも排出されますので、ゴミの減量対策を、町

民、行政ともに今より取り組むべきだと考えます。 

千葉県でゴミの減量に力を入れている印西市では、ゴミの減量３Ｒ推進動画を制作・公

開したり、ゴミ減量化説明会を開催しています。また、お隣りの富津市では、富津市ゴミ

ダイエット作戦１００と称し、１日１人１００グラム減らすことを目標にし、取り組んで

います。減量できたゴミ処理経費の一部は、市民生活に直結した子育て支援、防災教育な
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どの事業に充てられています。町としてはゴミ減量対策はしないのでしょうか伺います。 

○議長（青木悦子） 

建設水道課長。 

○建設水道課長（齋藤正樹） 

排出されました廃棄物はですね、町で適正に処理することが義務づけられております

けども、各家庭、また１人１人がですね、ゴミの減量化をですね、意識していただくよう

にですね、広報誌等を通じて、周知を図っていきたいと考えております。それとですね、

また昨年度のですね、決算審査の折にですけども、近隣市においては、生ゴミ処理機ので

すね、購入の補助金を出しているので、ゴミの減量、ＣＯ２の削減に向けて、鋸南町とし

てもですね、前向きな検討の要望がございましたことからですね、本年度より生ゴミ処理

機のですね、購入の補助制度を開始しているところでございます。 

○議長（青木悦子） 

はい、東愛乃議員。 

○１番（東愛乃） 

はい。生ゴミ処理機の補助金が始まりましたが、現在のところ何基ほど申請があったの

でしょうか、伺います。 

○議長（青木悦子） 

はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（齋藤正樹） 

件数についてはですね、現在のところ１０件の申請が出てきております。 

○１番（東愛乃） 

はい。 

○議長（青木悦子） 

はい。東愛乃議員。 

○１番（東愛乃） 

現在と比べ、広域ゴミ処理施設稼働後の町民への負担はどうなるのか。新たに発生する

運搬コスト約３３００万円と、中継施設の経費約８００万円との答弁でしたが、指定のゴ

ミ袋の値上げなどはないのでしょうか伺います。 

○議長（青木悦子） 

建設水道課長。 

○建設水道課長（齋藤正樹） 

現在ですね、町民の方にご負担していただいてる分にはですね、指定袋のですね、購入

ということでご負担いただいております。令和９年４月からですね、稼動します広域ゴミ

処理施設でもですね、現在のご負担とですね、同程度をですね、基本としてですね、検討

していく予定でございます。 

○議長（青木悦子） 

はい。東愛乃議員。 
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○１番（東愛乃） 

質問２について再質問いたします。鋸南町奥山にて、民間業者が木くず(草、剪定枝、

竹、建築廃材等)を破砕処理後、堆肥化やバイオマス発電燃料等にリサイクルしておりま

すが、ペットボトルのように民間委託して、マテリアルリサイクルできないのか。既にあ

る民間業者と連携すれば、新たに設備投資をしなくても、木質バイオマス燃料へのリサイ

クルに取り組めるのではないかと考えますがいかがですか。 

○議長（青木悦子） 

はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（齋藤正樹） 

質問の通告を受けましてですね、参考までに、事業者にどのような形で処理しているの

かをですね、事前にちょっと確認させていただきました。こちらはですね、やはりなかな

か処理にかかるコストとですね、堆肥の需要を考えますと、堆肥化についてはですね、生

産性が悪くですね、現在では木材をですね、破砕してバイオマス燃料やですね、チップと

してですね、活用しているようでございます。木質資源をですね、マテリアルリサイクル

するにはですね、合板や製紙に再利用する方法もありますけども、重要視されるのがです

ね、原材料の品質とリサイクルにかかる費用でございまして、木のリサイクルにかかる率

としましてはですね、マテリアルリサイクルの率は高くありません。以上のようなことか

らですね、木の枝などコスト的にですね、リサイクルになかなか見合わないようなです

ね、廃棄物についてはですね、発電機能を有する廃棄物処理施設においてですね、サーマ

ルリサイクルを行うことがですね、合理的であると考えております。 

○議長（青木悦子） 

はい。東愛乃議員。 

○１番（東愛乃） 

マテリアルリサイクルはコストに見合わないということですが、個人での剪定枝の堆

肥化は小さくして、燃えるゴミ出すのは困難との答弁でした。剪定枝や刈り草や落ち葉の

処分に困っている人へのサポートはありますか。運搬サポートや小型ウッドチッパーの

貸し出しなど、千葉県では、いすみ市、袖ケ浦市、印西市などが、粉砕機の無料貸し出し

を行っています。いすみ市は自走式の大型の機械で、個人への貸し出しはしておりません

が、袖ケ浦市と印西市では、家庭用電源で使用できる電気式粉砕機を貸し出しておりま

す。鋸南町でも、個人でのゴミの資源化、減量の取り組みとして導入してはいかがでしょ

うか。 

○議長（青木悦子） 

はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（齋藤正樹） 

運搬のサポートとしましてはですね、本年度より公益活動を行うですね、町内の団体、

例えば行政区などですね、環境美化活動を行う際にはですね、公用車、軽トラックやです

ね、ダンプの貸し出しを行っているところでございます。また小型ウッドチッパーのです

ね、貸し出しは現在行っておりません。しかしですね、県内では今議員おっしゃられたよ
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うにですね、そうやって貸し出しを行っているところもあるようです。こちらについては

ですね、今後のですね、検討をさせていただきたいと考えております。 

○議長（青木悦子） 

はい。東愛乃議員。 

○１番（東愛乃） 

熱回収と言われるサーマルリサイクルが行われることとなるとのご答弁ですが、サー

マルリサイクルは、焼却時の燃料をエネルギーとして利用するわけなので、ただ焼却する

よりは有意義なことだとは思われます。 

ですが、それを理由に焼却を増やしてよいのでしょうか。燃やせるもの全ての物を焼却

してしまうことは、まだ使える、リサイクルできる資源まで分別されずに燃やされてしま

うということでエネルギー回収するからという理由で焼却することへの免罪符として使

われかねません。 

欧州などでは、リサイクルとは何度も使えるもののことを示し、サーマルリサイクル

を、あくまで熱を回収しているだけという判断でリカバリーと言われ、リサイクルとは差

別されています。焼却主義から脱却しないと本当の意味での持続可能な循環型社会とは

言えないと思うのですが、３Ｒ(リデュース、リユース、リサイクル)があり、その次に熱

回収、最後に適正処理の順が原則論ですが、町長のお考えはどうでしょうか、伺います。 

○議長（青木悦子） 

はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（齋藤正樹） 

はい。先ほどのですね、町長の答弁でありましたように、循環型社会とはですね、大量

生産、大量消費、大量廃棄型の社会からですね、脱却するためにですね、提示された概念

でありまして、廃棄物の発生を抑制し、有用性のですね、あるものを循環資源として利用

することであります。現在、鉄類やアルミ、ペットボトルを始めですね、有価物と言われ

ている資源ゴミにつきましては、鋸南地区環境衛生組合において資源化を行っており、リ

サイクルに努めているところでございます。それとですね、先ほどの答弁の繰り返しにな

ってしまう部分があるんですけども、やはりこちら、木の枝等はですね、費用対効果考え

ますとですね、コスト的にちょっとリサイクルにですね、見合わない部分でございますの

で、発電機能を有する廃棄物処理施設でサーマルリサイクルを行うということで考えて

おります。今後もですね、町民の皆様に対しましてですね、排出抑制に努めていただける

ようなですね、周知の方を行う他ですね、できるだけですね、近隣市とですね、歩調を合

わせていくような形でですね、可能な限りリサイクルに取り組んでいきたいと考えてお

ります。 

○議長（青木悦子） 

はい、再質問。はい、東愛乃議員。 

○１番（東愛乃） 

私が調べた限り、ちょっと近隣市よりもちょっとゴミの減量対策が遅れているのかな

と感じます。第１０次千葉県廃棄物処理計画、令和３年３月策定の中でも、ゴミの排出量
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の削減、分別の徹底等による焼却残渣等の削減、焼却残渣等の再利用により、最終処分量

を減らすことが可能であることから、ゴミ削減に向けた普及啓発等の取り組みや市町村

の再資源化に向けた取り組みを促進していくとありました。分別が難しいという声もあ

りますが、先進的な自治体では、ゴミ分別アプリ３Ｒを導入しているところが多いです。

このアプリは、資源物やゴミの分別方法を検索したり、収集日カレンダー表示で確認した

り、収集日の通知を受ける機能がついています。循環型社会への転換が求められている

今、１人１人の行動や意識が重要になっています。持続可能なまちづくり、子どもたちの

未来、地球の未来のためにも、今すぐできるところから取り組んでいってはいかがでしょ

うか。 

○議長（青木悦子） 

はい。副町長。 

○副町長（内田正司） 

様々なですね、ご提言をいただきありがとうございます。現実的にですね、事業進んで

る中で、どのような減量化に向けての今努力ができるかということは、今後もご提言いた

だいた中で実施できるもの、あるいはなかなか費用とかコスト、また人員等ですね、かか

ることもございますので、今一度ですね、ゴミのですね、広域化、令和９年の４月から稼

働になるわけですけども、その間にですね、また新たに洗い直しをしてですね、できると

ころは、対応を検討してまいりたいと思います。 

○議長（青木悦子） 

以上で東愛乃議員の質問を終了いたします。ここで暫時休憩とします。 

再開は、３時１５分といたします。 

    

 

……… 休憩・ 午後 ３時０５分 ……… 

……… 再開・ 午後 ３時１５分 ……… 

 

 

     ◎一般質問 

     ◎３番 中村 基 

 

○議長（青木悦子） 

はい。休憩を解いて会議を再開します。 

中村基議員の質問を許します。３番、中村基議員。 

〔ベルが鳴る〕 

○３番（中村基） 

私からは２点の質問をいたします。 

１点目、社会資本として投資した場合の効果の把握についてです。 

直近では、都市交流施設と周辺整備事業がございますが、この限りではありません。平
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成２０年度、今から１５年前。これをベンチマークとして、令和４年度現在の財政状況を

比較しますと、改善状況は一目瞭然です。財政調整基金、家庭でいうところの貯金にあた

りますが、１億から２０億へ。実質公債費比率、所得の何パーセントをローンの返済に充

てるかと、そういう指標ですが、２３パーセントから９パーセント。将来負担比率、これ

はローンの残高が使えるお金の何倍かという指標になりますが、２１６パーセントから、

なんと１０パーセントと、驚異的な改善結果であります。人口が９６００人から６９００

人、３０パーセント減少する中、行財政改革を強力に推進された結果であります。２０１

５年には都市交流施設、道の駅保田小学校を建設し、年間推定８０万人の集客を、鋸南町

にもたらし、佐久間ダムの観光地化とともに、攻めと守りの町政で、鋸南町の活性化を図

り、直近では都市交流施設周辺整備事業で、更なる集客を目指しております。 

しかし、このような実績を上げながらも、当町においては、諸施策の社会資本投資結果

を適正に評価する指標に乏しく、町民に対する業績的説得力に今一つ欠けていると感じ

ております。過去を正しく評価し、将来に向けた行動をとるための客観指標を策定する時

期に来ているのではないでしょうか。そのためには、社会資本投資結果を経済効果として

数値化して捉え、また、ベースとなる波及効果を捉えるための仕組みづくりを実施しては

いかがでしょうか。 

質問の２点目。旧佐久間小学校の跡地利用についてです。鋸南町前期基本計画、基本目

標４に、未利用地の適切な運用、旧佐久間小学校跡地への対応があり、首都圏大学連携に

よる研究委託。官民連携プラットフォームからの提案。町民への利活用アンケート。直近

では、区長へのヒアリング等を実施いただいております。佐久間地区住民の関心度は高

く、個々の解析結果を踏まえ、具体的行動を取るべき時期に来ていると感じております。

旧佐久間小学校跡地を、今後どのような対応を考えているか、また、その概略スケジュー

ルはどのように考えておられますか。 

以上の２点を質問いたします。 

○議長（青木悦子） 

中村基議員の質問について、町長から答弁を願います。はい、白石治和町長。 

〔町長 白石 治和 登壇〕 

○町長（白石治和） 

中村基議員の一般質問に答弁をいたします。 

１件目の都市交流施設および周辺整備事業等の社会資本投資結果についてお答えをさ

せていただきます。 

都市交流施設、道の駅保田小学校拡張施設は５年の歳月を経て、平成３０年度の用地測

量から始まった周辺整備事業が、今月下旬に完了し、来月１４日には、鋸南見守り隊を中

心とした実行委員会皆様のご努力により、オープニングイベントを開催をする運びとな

りました。これまで、町民の皆様を初め、関係各位の並々ならぬご理解とご協力をいただ

き、無事に日の目を迎えることができることに厚く感謝を申し上げる次第でございます。

今後も地域活性化の拠点として、指定管理者を初め、官民が連携をし、地方創生に大きく

寄与することができるよう、努めてまいりますので、皆様のご協力をお願いを申し上げる
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次第でございます。 

ご質問の社会資本投資結果を経済効果として、数値化をして捉えてはどうか。また、ベ

ースとなる波及効果を捉える仕組みづくりを実施をしてはどうかについてでございます

が、都市交流施設道の駅保田小学校の拡張施設を含めた施設整備事業費は確定しており

ませんが、合わせて約２２億円で、財源内訳は国県等からの支出金が約４億２千万円。地

方債約１４億３千万円、一般財源は約３億５千万円となり、地方債の交付税算入額を除い

た町の実質負担額は約７億８千万円と見込んでおります。平成２７年１２月の開業以来、

令和４年度末までの推定来場者数は累計で約５５８万人。施設全体の売上高は、累計で約

３９億５千万円を超えております。直売所は出荷組合員数が２２１人。取引業者数は９４

社で、売上高は累計で約２７億９千万円を超える状況となっております。マスコミが取り

上げる道の駅ランキングでも上位であり、ブランド化にも成功をしております。今後も地

域活性化の拠点として、所期の目的達成に向けて務めてまいりますが、これまで述べたこ

とは、生活効果等を得るための事業に、人や予算を投下をしてきた成果であると考えてお

ります。いわゆる議員が申しております社会資本インフラに投資をしてきたということ

でございます。過去を正しく評価をし、将来に向けた行動をとるための客観指標としまし

ては、総合計画や総合戦略、地域再生計画におけるＫＰＩ、目標を達成するための重要な

指標の設定をしております。また、ＰＤＣＡサイクルによる効果検証を通じて、翌年度以

降の取り組み方針や予算編成を行う際に用いるため、あるいは年度ごとの決算について

は、決算書や財政調書、主要施策の成果に関する報告書により、事業の実施や歳入歳出の

結果について説明をし、議会でご審議の上、認定をいただきますが、決算上の指標である

財政健全化判断比率や経常収支比率などを参考に、財政運営を行っております。 

しかしながら、都市交流施設、道の駅保田小学校の経済効果は、開業から８年目を迎え

ていることからも、金額に換算をすれば計り知れないものがあると感じてはおりますが、

議員ご指摘のように、社会資本投資結果を適正に評価をする指標に乏しいため、町民に対

する説得力にも欠けていると感じられており、経済効果として数値化をして捉えること

も一理あると考えるところでございます。経済効果とは、ある出来事や活動が経済に与え

る影響や効果をシミュレートして金額で示したもので、算出をする際の基礎となるのが、

経済波及効果という考え方と認識をしております。これには様々な要素が含まれ、ある産

業に新たな需要が生じ、その需要を満たすために生産活動が拡大すると、原材料や資材な

どの取引や消費活動を通じて、他の産業にも次々と影響を及ぼすわけであります。千葉県

のホームページには、経済波及効果を測定するための簡易分析ツールや解説テキストな

どが用意をされておりますが、経済効果を算出するまでの難易度は相当高いものである

と考えております。他の自治体の取り組み事例などをあわせて調査研究をしてまいりた

いと思います。 

２件目の旧佐久間小学校の跡地利用についてお答えをいたします。なお今回の質問に

つきましては、以前にも同様の質問がなされており、その際の答弁と重複する部分があり

ますが、ご了承願いたいと思います。 

ご質問の旧佐久間小学校跡地を今後どのような対応を考えているか、また、概略スケジ
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ュールはどうかについてでございますが、旧佐久間小学校跡地に係る今後の対応につい

てでありますが、これまで旧佐久間小学校の利活用については、議員おっしゃる通り、

様々なご意見をいただき、またあらゆる角度から検討を進めてまいりました。しかしなが

ら、その後の台風被害による施設の取り壊しや周囲を取り巻く状況が大きく変化をした

ことから、跡地の活用方法については改めて地域の要望を伺って、進める方針としたとこ

ろでございます。跡地の利活用の検討に向けた考え方につきましては、町報５月号に掲載

をいたしましたが、町民の皆様からのアンケート結果をもとに、町と地域と民間事業者が

一緒になって、活用方法を検討する方針でございます。今年度の取り組みといたしまして

は、佐久間地区の区長さんとの意見交換を６月２０日に開催をし、貴重なご意見を忌憚な

くいただいたところであります。今後は、地元消防団員との懇談会を計画しております

が、日程を調整し、第１回目を９月中には開催をしたいと考えております。様々なご意見

をいただく中で、民間事業者等の活用事例なども参考に、総合的に判断をし、活用方法の

方向性を決定をしたいと考えております。特に、来年度の祭礼時には、グランドを安心し

て利用できるように、地元の皆様のご協力をいただきながら、グラウンド整備について進

めてまいりたいと思います。 

以上で、中村基議員の一般質問に対する答弁といたします。よろしくお願いします。 

○議長（青木悦子） 

中村基議員、再質問はありますか。 

○３番（中村基） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

中村基議員。 

○３番（中村基） 

ありがとうございます。最初の質問の経済効果ですが、確かに算出ロジックを作り込む

ことや、データの収集方法やその範囲、また検証の仕方、このどれ一つとっても、鋸南町

では初めての試みとなり、町長がおっしゃられるように、かなりハードルが高いと思われ

ます。が、それでも果敢に挑もうという町の姿勢には心から敬意を表します。 

さて、進めるとなれば、こういう点を押さえていく必要があると思います。第１にどう

いう考え方や流れで作り上げていったか、というプロセスを見える化すること。次に、従

来の既成概念にとらわれない斬新な発想を取り込んでいくこと。そして、いろいろな角度

から網羅的に捉えることによって、客観性を得ること。そんな仕掛けが必要なのではない

かと考えております。さらには、作り上げたロジックは、仮に責任者が変わっても、継続

的に生き続けること。もちろん、見直しはいつも行うのですが、必要時には効果測定をタ

イムリーに行うこと。こういう一貫性のある運用の仕組みを作り上げることも大切と考

えますが、その点について、行政はいかがお考えでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

総務企画課長。 
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○総務企画課長（石井肇） 

経済効果を算出する際のフローの概略でございますけども、都市交流施設の建設費や

施設における消費などの直接効果を推計し、その後産業連関表を用いまして、産業間や最

終消費者との間のサービスの取引による需要など、関連産業で生じる生産額であります

第一次波及効果を推計し、関連産業で働く人の所得が伸び、消費が増える影響額でありま

す第二次波及効果を推計いたします。その三つの合計が経済効果の額となるものでござ

います。難易度が高いと申しておりますのは、推計過程においてですね、計算の前提とし

てどのような需要を盛り込むのか。また第二次波及効果を推計するに当たりまして、働く

人の所得の伸びを見込む際の経済動向や景気動向をどのように考えるのかという点でご

ざいます。幸い千葉県統計課が推計の途中で必要となります、産業連関表の見方と使い方

という入門書も公表しております。また先ほど町長答弁にもありました波及効果測定の

分析ツールなども利用しまして、またネット上ではですね、経済効果の考え方なども掲載

されておりまして、それらを参考に研究していきたいと考えております。一度トライをし

てみて、その完成すればですね、その過程などもわかりやすく整理して残して、引き継ぐ

形ができれば、一貫性のある仕組みができるとも考えております。ただ難易度が高くチャ

レンジしてみてですね、計算に時間がかかる、あるいは波及効果の正確性に客観的にどう

しても疑問が生じてしまうこともあるのであるならば、一度シンクタンクや研究者に業

務を委託してみて、どのように考えていくのかということなどを学べれば、自力で計算す

ることに役立てられるとも考えております。 

○議長（青木悦子） 

再質問ありますか。中村基議員。 

○３番（中村基） 

はい、ありがとうございます。１０年後の鋸南町を見据えたとき、国内外からの観光者

の誘致や一次産業の輸出、６次産業の創出に向けたインフラ整備も今後必要になるかも

しれません。その時に、灯台となる指標を、今のうちにしっかり作りあげ、町の財産とし

て次世代に繋げていければと、このように考える次第です。 

さて、これは私からの提案なんですが、経済効果を捉えるにあたり、今、石井課長から

お話があったように、非常に難しい、いろいろな角度から各方面の知恵を入れていかない

と、なかなか難しいワークです。 

そこで、しかしながら、鋸南町には優秀な職員たちが集まっております。行政の有識者、

つまり、管理監督者、そして若い世代の方々を加えた研究チームを立ち上げ、皆で課題を

洗い出しながら進めていってはいかがでしょうか。この点について見解をお伺いいたし

ます。 

○議長（青木悦子） 

はい。総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

時代を担う若い世代の職員を加えた研究チームを組織するということは大変有意義で

あると考えております。その際にはですね、ぜひ私も参加を、一緒にですね、してみたい
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と考えております。 

○議長（青木悦子） 

はい、中村基委員。 

○３番（中村基） 

ありがとうございます。もしその際、必要であれば、私も全面的に支援しますので、ど

うぞ声をかけてください。 

一方、社会資本という性質上、たとえ経済効果を捉えたとしても、金額だけの評価では、

不足なのかもしれないと、実は私自身も感じております。これは、町の方々は常日頃おっ

しゃっていることです。なぜならば、ある一つの核が生まれることにより、私達の生活様

式、考え方、幸福感、ひいては若者の将来の定住希望といった心の領域にも影響するでし

ょうし、一方、別の観点では、全国が、鋸南町をどう見ているのかといった他己評価にも

影響を及ぼしてくると思われるからです。つまり、一つのインフラ投資は、有形無形の効

果を生み出していくと、こういうことです。それも継続的に波状的に。ではどうすればい

いのか。例えば、都市交流施設の例で言えば、町内で道の駅に関わっている直接生産者数

の広がりや、生産者をサポートするアルバイト者数の広がり、それから取り扱い品目の広

がり、こういう観点は、町内の従事者の活力の増大を図る指標にもなると思われます。一

方、認知度を測るための指標としては、例えば、鋸南町ホームページの中の観光のコンテ

ンツへのアクセス回数やテレビ放映回数、さらにはＳＮＳ掲載状況。この三つは、鋸南町

が全国にどれだけ知られていったかという捉え方にも繋がると思います。おそらく、行政

の側はこれを既にやっておられると思いますが。以上の見方は、金額ではありませんが、

数字で捉えることができます。さらに、全く別の角度で、数字ではなく、例えば、町内で

生産して供出されている方、および施設で働いている方の満足度、それから生産者以外の

町の方たちの提供を受ける形の満足度。こういうものをアンケートで吸い上げたり、来場

者の声を集める。このような言語的な評価も実は重要と思われます。一気にはできません

が、少しずつ加えていって、経済効果とともに、一つのインフラ投資が総合力としてどの

ように成長しているのかといった、３６０度的な見方を加えていく方法もあると思いま

すが、そういった考え方や捉え方については、行政はいかがお考えでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

はい。白石治和町長。 

○町長（白石治和） 

今中村議員おっしゃった、おっしゃった通りでございまして、我々もですね、中村議員

さんがご理解をしている角度と全く相違はございません。ですから、何回か私、お伝えを

したことはあろうかと思いますが、例えば中央公民館が建ってますと。循環バスが回って

ますよと。我々のところにはＢ＆Ｇの海洋センターありますよ。それも社会資本なんです

よね。そこと比較をして保田小学校がどういう形が整っているかということを考えてい

かなければならないわけでありますから、決してですね、１人当たりの客単価等々だけの

問題じゃないわけでありまして、まさに総合的ないろいろな精神的な部分、いろんなとこ

ろを勘案をしてですね、考えていくことが妥当であろうと、そう思っているところであり
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まして、ですから、今まで波及効果等のことをですね、この評価をですね、どうするかと

いうことをやって来ません。やってきませんでした。それは当然なんです。お金がかかる

ことは、それはもうやらなくても、結果が表れているから必要ないだろうと。そういうよ

うな判断をしてですね、決していろんなご意見の中でのですね、あることは承知をしてお

りますが、わざわざそれはコンサルにお金をかけてやる必要ないという判断をさせてい

ただいた状況でございますから、この辺はですね、中村議員おっしゃっている通り、我々

も同じような考え方でございます。 

○議長（青木悦子） 

はい、中村基議員。 

○３番（中村基） 

ありがとうございました。私もこの問題を提起したわけですから、一生懸命、町の方を

サポートしていこうと、このように考えておりますので、一緒にやってまいりましょう。

まずは、いろいろ申し上げましたが、経済効果をしっかりと捉えて、そこからスタートい

たしましょう。 

２点目の質問に移ります。旧佐久間小の跡地利用ですが、令和４年の町民を対象にした

町のアンケート、平成２９年から令和４年の首都圏の大学の連携まちづくりシンポジウ

ムや佐久間地区の住民を交えた意見交換会が行われたわけですが、その結果を洗い出し

てみますと、防災拠点施設に対するニーズ、佐久間祭礼時の活用、住民が日常的に利用で

きるワークスペース、農産物・ジビエの加工や集会等、また日常でお茶が飲めて会話がで

きる憩いの場、キャンプ、グランピング施設、サイクリング、ハイキングの休憩スペース、

企業誘致といった案が挙げられています。その他、高齢者の福祉施設とか、観光者向けの

宿泊施設等も挙げられています。しかしながら、どの調査でも共通に言えることは、案の

抽象度が高く、同時に、あったらいいな的な。言葉を恐れずに言えば、どちらかというと、

緊急性に乏しい傾向も多く、確かに、佐久間小再生の全体構想のイメージは、投資コスト

や住民納得度を考えますと、立てづらい状態だなと私も感じました。それを行政の仕事だ

と言ってしまえばそれまでですが、担当者の苦悩は推して知るべしとも考えます。そこ

で、私なりに全ての案を、重要性、緊急性、コスト、住民納得度の四つの評価でポートフ

ォリオに落として、思い付けを行ってみました。その結果、１は、防災拠点としての活用、

２、佐久間祭礼時の活用となりましたが、以上の分析結果について、行政の見解はいかが

でしょうか。 

○議長（青木悦子） 

総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

利活用の方向性についてのアンケート結果につきましては、議員おっしゃるように防

災拠点施設、避難所を含むがトップで約４３パーセントの人が回答しております。また、

跡地の利活用に民間資本を導入することについては、との問いには、民間に売却するのは

避けるべきだが、貸すことは良いがトップで３７パーセント、基本的には公共的に利活用

が２３パーセントで、管理・運営については、町の管理がトップで４０パーセント、地域
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が管理で１２パーセントで、民間管理は３９パーセントでありました。これらを見ますと

地域住民に直接関わりが多い地元区長さんからは、祭礼はグラウンドで続けたいと。それ

からドクターヘリの離発着場として必須であるというご意見は必ずいただいております。

他にも様々なご意見がありますけども、旧佐久間小学校につきましては、貸しても良いが

手放すことなく、町が管理して、地域住民の安全安心を第１に考えた利活用を望む声が多

いと思っております。これは区長の意見も同様でありまして、特に祭礼時には、使用を続

けたいと望む意見を必ずお伺いしているところでございます。 

○３番（中村基） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

はい、中村基委員。 

○３番（中村基） 

ありがとうございます。今、石井課長がおっしゃられたことに集約されていると思いま

す。 

ここから出てくることは、防災拠点および佐久間地区祭礼のスペースの整備と、こうい

うことがまず共通に出てきていることだと。そしてまた住民が、住民の方たちが、貸して

もいいけれども、やはり公共の施設として、町で管理していきたいんだよと。これがやは

り大多数の声なのかもしれません。そうしますと、この防災拠点および佐久間地区祭礼ス

ペースの整備にフォーカスしまして、これをさらに深掘りして考察しますと、佐久間小の

防災拠点の最優先事項は、今課長がおっしゃられたように、緊急ヘリポートの離発着スペ

ース、佐久間祭礼は、屋台の回転スペースではないかと考えます。そうすると、この両者

の共通課題は、現状のグラウンドを使える状態にすることと考えますが、その点、行政の

考え方はいかがでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

町長。 

○町長（白石治和） 

グラウンドの使用目的でありますけども、これ私がですね、町長に就任以来、８月の１

５日にはですね、佐久間の祭礼がある。佐久間地区の祭礼はですね、あそこの校庭の中で

屋台を引き回すっていうことが、これはもう祭礼でありますから、ある意味では佐久間の

文化でありますから、この校庭についてはですね、佐久間の地域の皆さんが祭礼はやらな

いというようなことにならない限り、あそこの校庭は維持をするという話をですね、佐久

間の方々には、私は伝えてありますから、当然、佐久間地区の祭礼には、８月１５日の祭

礼には、あそこを使うというためにはですね、あそこを整備をして、佐久間地区の祭礼を

やれるようにするのが我々の仕事でありますから、そのことについては先ほど答弁をさ

せていただきましたが、来年の祭礼時には、あそこが使えるように整備をするということ

でございますから、その辺も理解をしていただきたいと思います。 

○議長（青木悦子） 

石井課長、よろしいですか。はい。総務企画課長。 
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○総務企画課長（石井肇） 

日頃のですね、佐久間小の維持管理につきましては当然行ってまいります。またここ数

年感染症やですね、天候の関係で祭礼時には使用されておりませんけども、毎年祭礼が近

くなりますと屋台を走らせるために、グラウンドの状態についてですね、区長さんには大

変ご心配をおかけしている状況もございます。またこれはですね、グランドが砂質で、砂

質で締まりが悪くて、車輪が木製の屋台を走らせた場合には大丈夫かというものでござ

います。これまで土壌改良剤を加えたり、ローラーで締め固めたりですね、しておりまし

たけども、不安を払拭できないと思われているのが現状でございます。先ほど答弁、町長

からですね、答弁いたしましたように、祭礼時にはグラウンドが安心して利用できますよ

うに、整備については皆、地元の皆様のご協力をいただきながら進める考えでおります。 

○議長（青木悦子） 

はい。中村基議員。 

○３番（中村基） 

ありがとうございます。これは参考までに聞いていただきたいのですが、グラウンドの

件です。では、極力コストをかけずに、かつ将来の汎用性、いろんなアンケートの意見も

ございました。それを採用するしないは別にして、どのような整備方法があるかというこ

とで少し調べてみました。グラウンド実測の結果、正面の校庭面積は２２５０平米。裏の

道路側は１２００平米でした。それを踏まえて、整備方法の、例えばの例なんですが、ホ

ワイトクローバー、笑わないでくださいね。ホワイトクローバー、俗に言うシロツメクサ

なんですが、よく高速道路の斜面に土留めとして根を張るためにやっているところがあ

るんですが、この場合ですとですね、種散布して３万円。多く見積もって、それから３種

混合芝を同じように種を散布すると、これは１２万なんです。それから、直接芝を張って

って千鳥植えした場合ですね、半分で済みますので、この場合では１１０万円。ただ、表

の、吉野屋さん側の表道路の校庭をやった場合だったら、６０万円相当ということがわか

りました。ちなみに、今年、職員の方々たちが整地をしていただきました。大変な思いを

されて。このときに、材料、重機込みでかかった費用が３０万ということでした。ただ、

これ、ベアグランド仕立てでありました。これはあくまでも参考のために申し上げたこと

でございます。 

はい。ちょっとこれは質問なんですが、今町長のお話もありましたが、来年の祭礼に向

けて、予算の方は、グラウンド整備のことにフォーカスしているんですが、予算の方は、

組めるでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

はい。総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

屋台の走行に支障がないように、またドクターヘリの発着時にですね、支障なく使用で

きるようにですね、することを中心にですね、地域の皆様からご意見をいただきながら、

グラウンドを裸足で走っていたとかって話もありましたし、また足袋をはいてというこ

ともありましたし。それ地元のご意見をいただきながらですね、あと設計事業者等の知見
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も参考にですね、予算の計上もあわせまして、検討してまいりたいと思っております。 

○３番（中村基） 

議長。 

○議長（青木悦子） 

中村基委員。 

○３番（中村基） 

ありがとうございます。非常に心強い思いで、今日この質問をしてよかったなと思って

おります。 

次に、旧体育館の活用ですが、これについてはどのように考えておられますか。 

○議長（青木悦子） 

はい。総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

旧体育館につきまして、９月の補正予算でもお願いをしておりますけども、管理上です

ね、屋根の破損箇所を修理して、雨漏りがしないようにいたしたいと考えております。ま

た現在も備蓄倉庫としてブルーシート等土嚢袋等置いてありまして使用しておりますけ

ども、引き続き同様に活用しまして、また有事の際にはですね、物資の集積場所などにも

利用したいと考えております。 

○議長（青木悦子） 

中村基議員。 

○３番（中村基） 

ありがとうございます。全く私も同感で、有事の際はヘリコプターが、佐久間地区は、

佐久間地区だけの話じゃないんですが、特に佐久間地区は、急峻なところに家が建ってお

って、有事の際はおそらく道路が遮断されるケースもあるだろうと。そういう時に、やは

りですね、ヘリポート、ヘリコプターが救助に向かって、一番近いところは佐久間小であ

るし、また有事の際は方々から物資がたくさん届くでしょう。そうすると、役場や、今こ

っちにある防災備蓄倉庫だけでは足りなくなるかもしれない。そうした場合の仕分け場

として、十分に機能すると思いますので、非常に有効なことになるんじゃないかなと、こ

のように期待しております。 

何とか少しずつ形が見えてまいりました。佐久間小全体のこと。グラウンドを整備し

て、体育館を整備して、この後拡大するのかしないのか、こういうことは、私は住民との

対話時間と合意形成を今のようにとりつつ、少しずつ進めていけばいいんではないのか

なと考えております。その方が、現実的ではないかなと思います。その点は、今までの行

政の進め方と同じです。ただ、今までの多くの意見やアンケート等に再三出てくる、防災

避難施設、ワーク・加工スペース、お茶飲み場、ハイキング休憩所といった、こういうニ

ーズも出ております。これをやるかやらないかは、その意思決定は、後にすればいいので

すが、いいと思うのですが、この共通点は、屋根です。そこで、簡易プレハブ、１０から

１２畳程度をイメージしているんですが、今後のですね、このグラウンドを整備した後

の、この活用状況を見つつ、もしこれが今後も活用していけるようだと、みんなの気持ち
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がそこに集まってきたと、いうような状況があれば、簡易プレハブをですね、少しずつ建

て増ししていくという方法もあるかもしれません。これならば、コストをかけずに、実験

的に進めることができるんじゃないのかなと。これはあくまでも私の個人的な考え方で

す。この考え方は個人的で申し訳ありませんが、行政の見解はいかがでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

議員お考えのようにですね、敷地の広さをですね、生かした様々なご意見、それを取り

入れた施設をですね、作り、要望に応えていくということは理解いたします。住民アンケ

ートではですね、今後の進め方といたしまして、どうかという問いにはですね、地域への

意見聴取をされたいということがトップでありまして、また全てが民間の手に渡ってし

まいますと、地元が希望する活用ができなくなることを危惧されている面も見えている

と思います。旧佐久間小学校は地域の方にとりましては、母校があった思い出のある、今

も懐かしさの残るとても大切な場所であると思っております。これ若い方もですね、夏に

なりますと自主的に草刈りをしていただきましたり、それからよくですね、いろんな方が

敷地内の様子をですね、本当によく教えてくださいます。今後はですね、答弁いたしまし

たスケジュールを経まして、ご意見の多かった施設を中心としてですね、祭礼やドクター

ヘリのランデブーポイントとしましての利用も含めまして、検討を進めてまいりたいと

考えております。 

○議長（青木悦子） 

はい、中村基委員。 

○３番（中村基） 

ありがとうございました。決して、しっかりとしたグランドデザインではございません

が、どうでしょうか。緑に包まれて、ご高齢の方も、ママさんも、子どもたちも笑顔で集

まれる。安心安全で、誰にも優しい空間が、今の町長、課長の言葉の中から少しずつ見え

てきているように思います。平成２０年の閉校から、１５年の歳月。大災害を経て、満身

創痍ながら、今ようやく新しい役割にて、一歩を踏み出そうとする佐久間小の姿を、町民

の誰もが待ち望んでいたのではないでしょうか。 

以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（青木悦子） 

以上で中村基議員の質問を終了します。中村基議員は自席にお戻りください。 

 

 

     ◎散会の宣言 

 

 

○議長（青木悦子） 

以上をもちまして、本日の議事日程は終了いたしました。 
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明日９月６日は午前１０時から会議を開きますので、定刻５分前にご参集願います。 

本日はこれにて散会いたします。 

ご苦労さまでした。 

 

 

……… 散 会・午後 ３時５８分 ……… 
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令 和 ５ 年 第 ５ 回 鋸 南 町 議 会 定 例 会 議 事 日 程 〔 第 ２ 号 〕 

 

令和５年９月６日 午前１０時開議 

日 程 第 １  一般質問［１名］ 

 ６番  笹生あすか 議員 

日 程 第 ２  議 案 第 １ 号  鋸南地区環境衛生組合の共同処理する事務の変更及び

鋸南地区環境衛生組合規約の一部を改正する規約の制

定に関する協議について 

日 程 第 ３  議 案 第 ２ 号  南房総市と鋸南町のし尿及び浄化槽汚泥の処理の事務

委託に関する協議について 

日 程 第 ４  議 案 第 ３ 号  令和４年度鋸南町水道事業会計未処分利益剰余金の処

分について 

日 程 第 ５  議 案 第 ４ 号  令和５年度鋸南町一般会計補正予算（第２号）につい

て 

日 程 第 ６  議 案 第 ５ 号  令和５年度鋸南町介護保険特別会計補正予算（第１

号）について 

日 程 第 ７  議 案 第 ６ 号  令和５年度鋸南町鋸南病院事業会計補正予算（第１号）

について 

日 程 第 ８  議 案 第 ７ 号  令和５年度鋸南町水道事業会計補正予算（第１号）につ

いて 

日 程 第 ９  議 案 第 ８ 号  令和４年度決算認定について 

 １．令和４年度鋸南町一般会計歳入歳出決算 

 ２．令和４年度鋸南町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算 

 ３．令和４年度鋸南町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算 

 ４．令和４年度鋸南町介護保険特別会計歳入歳   

出決算 

日 程 第 １ ０  議 案 第 ９ 号  令和４年度決算認定について 

 １．令和４年度鋸南町鋸南病院事業会計決算 

 ２．令和４年度鋸南町水道事業会計決算 

日 程 第 １ １  報 告 第 １ 号  令和４年度地方公共団体の財政の健全化に関する法律

に基づく健全化判断比率について（一般会計） 
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日 程 第 １ ２  報 告 第 ２ 号  令和４年度地方公共団体の財政の健全化に関する法律

に基づく資金不足比率について（病院事業会計） 

日 程 第 １ ３  報 告 第 ３ 号  令和４年度地方公共団体の財政の健全化に関する法律

に基づく資金不足比率について（水道事業会計） 
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……… 開 議・午前１０時００分 ……… 

 

 

     ◎開議の宣言 

 

○議長（青木悦子） 

 皆さん、おはようございます。 

暑いようでしたら上着を脱いでいただいて結構です。 

  議員各位にはご苦労さまです。 

 定刻となりましたので、ただいまより会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は１２名です。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

  

 

     ◎議事日程の報告 

 

○議長（青木悦子） 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付しておきました。 

 

 

     ◎一般質問 

     ◎６番  笹生 あすか 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第１、一般質問を行います。 

笹生あすか議員の質問を許します。 

〔６番 笹生あすか 質問席に着く〕 

はい、６番、笹生あすか議員。 

〔ベルが鳴る〕 

○６番（笹生あすか） 

 私からは、マイナンバーカードについて、情報発信伝達についての２件の質問をしま

す。１件目、マイナンバーカードについてです。 

○議長（青木悦子） 

 すみません。マスク外していただけませんか。 

○６番（笹生あすか） 

聞こえませんか。聞こえなければ。マスクしたままでやりたい。うん。すみません。は

い。 
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１件目、マイナンバーカードについてです。コンビニで別人の証明書が発行される、同

姓同名の別人にマイナンバーカードを交付される、マイナンバーカードと健康保険証を

一体化したマイナ保険証で他人の情報が紐付けられるなど、マイナンバー制度を巡るト

ラブルが絶えません。また、来年の秋には紙の健康保険証を廃止する話もあり、町民の

方々からは、自分はデジタル関連が苦手でわからないから、マイナンバーカードを作って

いない。保険証がなくなったら病院にかかれなくなってしまうのではないか。また、一人

暮らしで認知症もある人の支援をしているが、その人は今まで何度か紙の保険証をなく

してしまっている。マイナンバーカードを持つことで紛失して悪用されないか、再発行に

時間がかかるとの報道もあるし、心配しているなどと不安な声が届いています。 

そこで５点質問します。 

１点目、マイナンバーカードについての町の認識は。 

２点目、マイナンバーカードの申請、交付保有状況はどうか。 

３点目、マイナンバーカードと保険証の一体化における課題の認識は。 

４点目、国民健康保険の保険者として今後求められる対応は。 

５点目、町の保険業務、これは資格証明や短期保険の発行などですが、被保険者への影

響はあるか。 

２点目は、情報発信・伝達についてです。令和元年房総半島台風から４年が経ちました。

当時、長期停電と通信障害により、情報伝達が課題となりました。その後、私も一般質問

や要望をしてきましたが、町は積極的にＳＮＳを導入しています。３．１１東日本大震災

の経験から、災害時こそＳＮＳ、特にリアルタイムで多くの人に拡散できるツイッターが

役立つと言われ、台風被災当時の私のツイッターでの反響の大きさからも実感している

ところです。 

しかしツイッターがエックスに変わり、仕様変更により、避難指示など、公的機関か

らの発信が自動でできず、投稿をやめざるを得なくなるケースが相次いでいるとの報道が

ありました。また、町内でのイベントについて、終わった後に地域の新聞などで知り、知

らなかった、行きたかったので残念という声を聞くことも少なくありません。 

そこで３点質問します。 

１点目、町の情報発信について、手段などの現状はどうか。 

２点目、イベントなどの情報発信や周知が不足しているとの声が多いが、町はどう認識し

ているか。 

３点目、災害時、リスクを分散させるために、エックス以外のＳＮＳでの情報発信を検討

する必要があると考えるがどうか。 

以上で１回目の質問は終わります。 

○議長（青木悦子） 

はい。笹生あすか議員の質問について、町長から答弁をお願いします。はい、白石治和

町長。 

〔町長 白石治和 登壇〕 
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○町長（白石治和） 

おはようございます。笹生あすか議員の一般質問に答弁をいたします。 

１件目のマイナンバーカードについてお答えをいたします。 

ご質問の１点目、マイナンバーカードについて、町の認識はについてでございますが、

マイナンバーカードはマイナンバーが記載をされた顔写真と、ＩＣチップが付いたカー

ドのことで、券面には氏名、住所、生年月日、性別が表示をされております。手続きに必

要な本人確認のための身分証明書として利用できる他、マイナンバーに紐付けられた情

報を活用して、様々な自治体サービスを受けることができるものでございます。またマイ

ナンバーカードを利用し、政府が運用をするオンラインサービスであるマイナポータル

に登録をすることで、自治体ごとのサービスの検索やご自身の情報の確認ができる他、介

護保険や児童手当等の手続きについて、介護や育児等で忙しく、平日役場に来られない方

も、ご自宅のパソコンやスマートフォンから、いつでも手続きをすることができます。マ

イナンバーカードは確実、安全に本人確認、本人認証ができる、デジタル社会のパスポー

トであり、マイナンバーカードを利活用することで、町民の利便性と行政の効率化が図れ

ると認識をしております。また一方、各制度におけるご自身の情報が他人のマイナンバー

に誤って紐付けられてしまったという事例もあり、町民の皆様に、マイナンバーおよびマ

イナンバーカード全般に対して、大きな不安を与える結果となってしまっていることは

否定はできないものと思っております。鋸南町においては、紐付け誤りの事例はございま

せんが、今後もマイナンバーを初め、個人情報の取り扱いは、国が示すガイドラインに従

い、十分注意をしてまいりたいと思います。 

ご質問の２点目のマイナンバーカードの申請交付保有状況はどうかについてでござい

ますが、令和５年７月末時点での総務省の資料によりますと、全国のマイナンバーカード

の交付枚数は、９４１０万７９６８枚、受付枚数から、死亡や有効期限切れにより廃止を

されたカードを除いた数である保有枚数は、８９０３万９５５９枚で、人口に対する保有

率は７１パーセントでございます。鋸南町の申請件数は５８１５件、交付枚数は５７１６

枚、保有枚数は５３０９枚、人口に対する保有率は７６パーセントでございます。鋸南町

は全国１７４１市町村のうち、３９３番目となっております。 

ご質問の３点目の、マイナンバーカードと保険証の一体化における課題の認識はにつ

いてでございますが、初めに、マイナンバーカードと一体化した保険証により、何が変わ

るかについて答弁をいたします。健康保険証の代わりに、マイナンバーカードを医療機関

等の受付に提示をしますと、オンライン資格確認システムにより加入をしている保険証

の内容と、本人情報を素早く読み込み、確認をすることができます。これにより、受付時

間が短縮となったり、支払いの際に必要とされている限度額の認定証などが不要となる

他、いつもの通院が便利になるとされております。また、マイナポータルでご自分の健診

や投薬の情報を閲覧をすることができるようになります。日頃、健康管理に役立てること

が可能となります。令和５年６月９日に、マイナンバー法等の一部改正が公布され、健康

保険証に係る内容では、１点目といたしまして、マイナンバーカードと保険証を一体化す

る。２点目は健康保険の資格確認書の仕組みと整備として、現在の保険証を廃止をすると
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ともに、マイナンバーカードを所有せず、マイナンバーカードによるオンライン資格確認

を受けることができない状況にある方には、医療機関等の受診をする際の資格確認のた

めの資格確認書を書面または電磁的方法で提供する。３点目は、特別療養費の支給の通知

の仕組みの整備として、保険証の廃止に伴いまして、短期健康保険証の仕組みを廃止し、

新たに特別療養費の支給の通知を行うと規定をされております。ご質問の２点目で、答弁

をいたしましたが、鋸南町では８０パーセント近くの方がマイナンバーカードを保有を

しておりますが、残り２０パーセントの方は、何らかの事情により、マイナンバーカード

を所有をしておりません。従いまして、マイナンバーカードと、保険証が一体化された

際、被保険者で、マイナンバーカードを所有をしていない方が、引き続き安心して医療機

関を受診をしていただけるよう、保険証に代わる資格確認書を作成をし、速やかにお届け

する体制が必要であると認識をしております。また、通常の窓口業務に加え、オンライン

資格確認システムへの資格情報入力のタイムラグの短縮に関し、担当職員の事務負担の

増が見込まれます。今後も引き続き、国の動向を注視をして、柔軟に対応してまいりたい

と思います。 

ご質問の４点目の、国民健康保険の保険者として今後、求められる対応はについてでご

ざいますが、国民健康保険および後期高齢者医療では、来年の８月１日から原則１年間有

効の保険証を交付をする予定となっております。従いまして、途中で変更のない方は、令

和７年７月３１日までは紙の保険証をお使いいただけることとなります。また改正法で

は、発行済みの保険証について、法施行後１年間を有効期間とみなす経過措置が講じられ

ているところでございます。現在国において、デジタル大臣を本部長とする、マイナンバ

ー情報総点検本部では、マイナンバーカードに紐づけをされている情報の総点検を実施

をしており、またマイナンバーカードを保有していない方への対応を検討している段階

で、マイナンバーカードと保険証の一体化の時期は示されておりません。今後は、制度改

正に合わせた保険証が発行できる体制整備をしてまいりたいと考えております。 

ご質問の５点目の、町の保険業務、資格証明や短期保険などと被保険者への影響はある

かについてでございますが、国民健康保険法の規定に基づき、保険料の滞納対策として、

被保険者資格証明書や短期保険証を交付をしております。被保険者資格証明書は、特別な

事情がないにもかかわらず、原則１年以上保険料を滞納をしている方に対して、被保険者

証の返還を求めた後に交付をされるもので、医療機関の窓口で医療費を全額支払った後、

町に保険給付分の償還払いを請求できるものでございます。短期保険証は、滞納者の納付

能力や納付の方法等により、一定の有効期間を定めた保険証を交付し、医療機関では通常

の一部負担で受診をすることができるものでございます。これらの運用について、国県か

らの通知では、マイナンバーカードと保険証の一体化により、短期保険証は廃止とし、長

期にわたる滞納者に対する保険料の納付を促す取り組みとして、現行の被保険者資格証

明書の交付に代えて、特別療養費の支給に変更をする旨を被保険者に対し、事前に通知を

行うことを示されております。保険者といたしましては、短期保険証や被保険者資格書の

該当となる方々が医療機関等において、無保険者扱いとされたり、現物給付による保険診

療を受けることができない方が生じないよう、速やかに対応してまいる所存でございま
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す。保険証の一体化に伴いまして、被保険者の皆様にできるだけ影響を及ぼさないよう、

また町民の皆様が安心してマイナンバーカードによる行政サービス等をご利用いただけ

るように、関係機関とともに連携を深めながら、制度の理解と周知を図ってまいります。 

２件目の情報発信・伝達についてお答えをいたします。 

ご質問の１点目、町の情報発信について、手段などの現状はどうか、またご質問の３点

目、災害時リスクを分散させるために、エックス以外のＳＮＳでの情報発信も検討する必

要があると考えるがどうかでございますが、関連がありますので、一括でお答えをさせて

いただきます。 

情報発信については、町の広報誌町報きょなんとお知らせ版の発行、鋸南町ホームペー

ジへの随時掲載、新聞紙上への掲載、行政委員に月２回の回覧等の配布物を依頼、各種会

議での伝達、防災行政無線による音声の放送などを行っております。また、インターネッ

ト経由で、情報を発信をする手段として、３通りの方法を使用しております。まずはＬＩ

ＮＥへの情報発信でありますが、各課で情報発信をする際に、ＬＩＮＥ運用ツールを用い

て、登録のある方に発信を行っております。２つ目は、メール発信ソフトを利用した情報

発信で、町の防災行政メール、エックス、Ｆａｃｅｂｏｏｋに一斉に情報を送ることがで

きます。３つ目は、前年度更新いたしました防災行政無線親卓からの情報発信で、ＡＩに

よる音声放送、町の防災行政メール、ＬＩＮＥへの一斉送信が可能となっています。この

機器では、エックスへの送信も対応しておりますが、親卓の更新後に経営者が変わり、仕

様変更で現在利用できない状況であります。保守委託業者で対応中でありますが、当面使

用を見合わせております。災害時には様々な状況を判断をして、利用できるメディアを駆

使して情報発信に努めてまいります。 

ご質問の２点目の、イベントなどの情報発信や周知が不足をしているとの声が多いが、

町はどう認識をしているかでございますが、イベント等の情報発信につきましては、町報

およびホームページ、また新聞紙上への掲載、ＳＮＳ等を活用して広報を行っておりま

す。一方で、イベント等の変更や中止など、突発的に発生をした事態に関しての情報発信

については、慎重な対応を行っております。特に町の防災行政無線での放送については、

昨年度から運用を見直し、防災や防犯、災害などの緊急性のある、広く町民の皆様に周知

すべき公共性のあるもの以外については、各種団体等で開催の有無などを周知いただく

ようお願いをしております。これは防災行政無線の本来の目的が十分発揮できるよう、ま

た最近多発する特殊詐欺などに対する警察からの放送依頼が増加をしていることから、

ご理解をいただきたいと考えております。したがいまして、緊急性、公共性、代替性を考

慮をしつつ、メール、ＳＮＳ、ホームページ等を含めて、多様なメディアにより柔軟に良

い情報発信を行っていきたいと考えておりますので、町民の皆様におかれましても、その

ようなメディアへの登録や利用方法に対し、積極的に関心を持っていただければと考え

ております。また、日頃から町が実施をするイベントに対し、興味を持っていただくた

め、魅力あるイベントの企画と情報発信の方法やタイミングについて、今後も努力をして

まいりたいと思います。 

以上で笹生あすか議員の一般質問に対する答弁といたします。よろしくお願いします。 
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○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員、再質問はありますか。 

○６番（笹生あすか） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

それでは、１件目の再質問をします。マイナンバーカードに関する様々なトラブルが報

道されていますが、町でトラブルはありましたか。また町民の方々から、このことについ

ての問い合わせや相談などはありますか。 

○議長（青木悦子） 

はい、税務住民課長。 

○税務住民課長（対馬尚子） 

はい、ご質問のマイナンバーカードに関するトラブル等についてお答えいたします。町

長答弁でもお答えした通り、情報の誤った紐付けや公金受け取り口座の登録誤り等はご

ざいません。町民の方からは、登録した自分の内容について、確認するにはどうしたらい

いか、また登録した自分の口座を変更できるのかなどの相談がございました。以上です。 

○議長（青木悦子） 

はい、笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

町の方で、トラブルはなかったということでちょっと安心なんですけれども、医療機関

でのトラブルの報告や問い合わせ、相談などは町の方にありますか。 

○議長（青木悦子） 

はい、税務住民課長。 

○税務住民課長（対馬尚子） 

はい。医療機関でのトラブル等についてお答えいたします。国民健康保険、後期高齢者

医療保険ともに、トラブルの報告や相談はございません。医療機関などからは、オンライ

ンの資格確認システムの運用面について、患者様がまずマイナンバーで受付をするもの

の、マイナポータルにログインする際の暗証番号を持ち合わせていなかったり、あと顔認

証用のカメラの位置がどうしても患者様との顔と合ってないというような、ちょっと不

具合があるという声を聞いております。 

○６番（笹生あすか） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

はい、笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

医療機関の方で、私も受診の際に結構受付でトラブルというか、なかなか顔認証されな

いとか、暗証番号忘れたっていう場面に私も遭遇したことがあるので、やっぱそういうの
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は結構あるのかなっていう印象です。マイナンバーカードの保有率は、国では３９３番目

だったってことですが、県内では何番目でしょうか。 

○議長（青木悦子） 

税務住民課長。 

○税務住民課長（対馬尚子） 

はい。ご質問の県内の状況についてお答えいたします。鋸南町のマイナンバーカードの

保有率７６パーセントは、館山市と同率で、県内３番目でございます。千葉県全体では、

交付率が７０．８パーセントで、こちらは全国で３４番目となっております。 

○６番（笹生あすか） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

はい。マイナンバーカードの申請をされて、それでそれを、申請を取り消すっていうこ

とはありましたか。 

○議長（青木悦子） 

税務住民課長。 

○税務住民課長（対馬尚子） 

はい。ご質問のマイナンバーカードの申請後の取り消しはございません。 

○６番（笹生あすか） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

申請の取り消しはないということですが、マイナンバーカードの返納率っていうのは

どれぐらいなんでしょうか。また再発行、紛失などでの再発行の件数はどのぐらいでしょ

うか。 

○議長（青木悦子） 

はい、税務住民課長。 

○税務住民課長（対馬尚子） 

はい、マイナンバーカードの返納率と再発行の件数についてお答えいたします。返納率

は、これまでに累計で２件。失礼しました、返納件数は２件、返納率にしますと、０．０

３パーセントでございます。また再発行の件数は４６件でございます。 

○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

町内でマイナンバーカードと保険証を紐付けしている件数はどのぐらいでしょうか。 
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○議長（青木悦子） 

税務住民課長。 

○税務住民課長（対馬尚子） 

はい。ご質問の紐付け件数についてお答えいたします。国民健康保険の被保険者数、令

和５年７月１日現在になります。１８６３人に対し、保険証と紐付けされている件数は１

２２５件、６５．７５パーセントでございます。 

○議長（青木悦子） 

はい、笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

６５．７５パーセントの人しか、逆に紐付けしていないのかなっていう自分の中でちょ

っとびっくりしました。もうちょっといるかなと思ってたので。寝たきりの方など、顔認

証ができない場合はどのような対応が考えられるのでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

税務住民課長。 

○税務住民課長（対馬尚子） 

はい、ご質問の寝たきりの方の対応についてでございます。国におきましては、令和５

年の８月に福祉施設、それから支援団体向けのマイナンバーカードの取得と管理に関す

るマニュアルが作成されております。そちらのマニュアルには、寝たきりの方などに対す

る取り扱いの注意点などが示されておりますが、利用時における顔認証につきましては、

現在検討中でありますので、結果を注視してまいります。 

○６番（笹生あすか） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

はい、笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

結構障害のある方、高齢者だけでなくってなかなかご自分で動いて、あの顔認証できる

って方、もうあと救急で搬送されたときとかそういう場合どうするのかっていう問題が

あると思うので、私ももちろん注視していきますけれども、行政としても、まだ何もほと

んど決まってないことが結構あるので大変だなという印象です。 

福祉施設などに入所されている方は、保険証を施設側が預かっているところがほとん

どだと思います。ある調査では施設管理者の９割がマイナンバーカードの管理ができな

いというふうに回答しています。今現在どれぐらいの方がその施設に預けているのか町

は掴んでいますか。 

○議長（青木悦子） 

保健福祉課長。 

○保健福祉課長（寺本幸弘） 

福祉施設などに入所されている方のマイナンバーカードの管理ということですけども、

町内にある２つの福祉施設の方では、カードの管理については一切施設では預かってい
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ないということでございます。その他町外の福祉施設については把握はしておりません。 

○議長（青木悦子） 

はい、笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

町長答弁の中で、担当職員の更なる事務負担増が見込まれるという文言がありました。

それに対してとても心配しています。担当職員の残業等の状況はどうなっていますか。 

○議長（青木悦子） 

税務住民課長。 

○税務住民課長（対馬尚子） 

はい。担当職員の残業等の状況についてお答えいたします。国民健康保険、後期高齢者

医療保険の業務は、担当職員と一部室長が従事しております。現状では、制度改正による

時間外勤務は増えてはおりません。 

○６番（笹生あすか） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

今のところ時間外が増えてないということでちょっと安心しました。ただこれからい

ろいろまた、制度が決まっていって、いろいろあると思うので、そこでもなるべく負担が

ないように配慮してほしいと思っています。 

町ではコンビニでの住民票の写しや、あの印鑑登録証明書などの交付は費用対効果を

考えて導入していないとの説明を以前受けましたが、費用はどのぐらいかかるのでしょ

うか。 

○議長（青木悦子） 

税務住民課長。 

○税務住民課長（対馬尚子） 

はい。住民票等の交付にかかる費用についてお答えいたします。コンビニ交付の導入に

向けて試算をいたしましたところ、費用としましては、導入時の初期費用が約４５０万

円。ランニングの費用として年間約２７０万円となりました。歳入の年間発行枚数のうち

約２０パーセントをコンビニで交付したとして試算しますと、証明書の手数料からコン

ビニ交付の委託料を差し引いた歳入が約２１万となり、ランニング費用で換算しますと、

コンビニ交付１件当たり約３０００円の費用がかかるという結果になりました。 

○６番（笹生あすか） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

鋸南町の住民の方から要望は出ているということなんですけれども、やっぱり１件あた
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り３０００円っていうことを考えると、なかなかちょっと導入は厳しいなというふうに

思っています。 

５点目の答弁で、保険診療を受けることができない方が生じないように、速やかに対応

するというふうにありましたが、現時点で具体的にはどのような対応を考えていますか。 

○議長（青木悦子） 

税務住民課長。 

○税務住民課長（対馬尚子） 

はい。保険診療を受けるための速やかな対応についてお答えいたします。国からはマイ

ナンバーカードを保有していない全ての被保険者に対して、本人からの申請ではなく、保

険者が職権で資格証を交付することとされております。町の対応といたしましては、移行

の際にトラブルなく医療が受けられるように、紙の保険証の使用期間が終了する前に、該

当者を抽出して、資格確認書を手元に送付しなければならないと認識しております。 

○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

はい。マイナンバーカード取得していない人の把握っていうことも、結構大変な業務量

になると思うんですけれども、行政手続きのデジタル化を私は全否定しているわけでは

ありませんし、むしろそれを行政にデジタル化を生かすことで、行政手続きの迅速化、あ

と簡便化が図られて、町民の選択肢を増やすっていうことは、私自身もデジタルよく使う

のでとても助かりますし、職員さんの少ない人数で様々な業務をこなさなくてはならな

いっていう負担も軽減できるので、とてもいいことだと考えます。ですが、行政サービス

において、使いたい人が使えればいいっていう自己責任を持ち込むことは許されません

し、使えない人がいる、または使えない人が取り残されてしまうというのは、大変問題で

私は賛同できません。そもそもマイナンバーカードは任意でっていうふうに法でも定め

られています。個人情報を全て個人番号に紐づけして、何でもこれ１枚っていうことは、

個人情報が守られるのか、または鋸南町も体験しましたけど、大規模停電があった場合に

はそういうのはどうなるのかなどの懸念があります。また国民皆保険ということで、現行

の紙の保険証を廃止して、マイナンバーカードと一体化するっていうことは、カード取得

の強制になっていると思います。答弁にもありましたけれども、カードを持たない人に資

格確認書を発行するという話がありますけども、今の紙の保険証とほとんど変わらない

性質の上に、約２４０億円もの税金を使うというふうに報道されています。また行政だけ

ではなくて、医療機関の負担も大きくって、実際そのマイナポータルとか、そのマイナン

バーカードを読み取る機械を導入するのに多額の費用がかかって、それに対応できない

ところは特例的に廃業するところと、あと高齢で対応できないってところは特例で置か

なくてもいいってなってますけど、基本は義務づけなので、それで自分のかかりつけが廃

業してしまったっていうことも、他の自治体ですけどありました。なのでそういう負担も

大きいですし、現場や、あと住民は混乱して、国民皆保険制度そのものを揺るがすことだ

と考えます。繰り返しになりますけれども、行政サービスは多様なニーズに対応して、誰
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のことも取り残さないっていうためのものとして、デジタルとアナログ両方必要だと考

えます。議会としても、国に紙の保険証を廃止しないで欲しいという意見書を出す努力を

私もしていきますが、行政としても、町から困る人がいるっていうことを、県や国に、あ

の声を上げてほしいと考えます。 

続いて２件目の再質問をします。現在の町公式ＬＩＮＥの登録者数は何名でしょうか。

またアンケート、登録した人は大体アンケート答えるようになっていると思うんですが、

そのうち町民の方の割合っていうものはどのぐらいなのでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

はい。総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

現在の町公式ＬＩＮＥの登録者数でございますが、９月４日現在、１４６６人でありま

す。また議員おっしゃるようにアンケートに回答しませんと、町内外の区別ができないの

ですが、回答していただいた方の町民の方の割合ですけども、８１．８パーセントとなっ

ております。 

○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

町防災行政メールの登録者数は何名になるでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

９月４日現在、１４５２人でございます。 

○６番（笹生あすか） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

はい、笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

ＬＩＮＥよりも若干メールの方が少ないということは、どうしてなのかっていうのは、

町の方は把握してますか、何か掴んでますか。 

○議長（青木悦子） 

総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

これにつきましては個人の自由だと思っておりますので、そのあたりは町としては、そ

の理由につきましてはちょっとわかりません。 

○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

私の勝手なあれは、ＬＩＮＥは結構使っている人が高齢の方でも多いけども、やっぱメ
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ールアドレスを持ってそれを使っている人って最近あんまり少ないからかなって、私は

あの、これを見たとき思ったんですけれども、エックスとかインスタグラムのフォロワー

っていうのはどのぐらいでしょうか。またＦａｃｅｂｏｏｋはお友達っていうのになる

と思うんですけど、その状況はどうでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

エックスにつきましては９月５日現在、７９２人。インスタグラムは９月５日現在、１

３５１人のフォロワーがおります。またＦａｃｅｂｏｏｋでございますけども、９月５日

現在、３４５９人となっております。 

○６番（笹生あすか） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

一番Ｆａｃｅｂｏｏｋが長くやっているから、浸透されてるのかなとも思うんですけ

れども、もうちょっとエックス、元ツイッターのエックスが増えるといいなと思っていま

す。町民対象のスマホ、スマートフォンの講習会を以前やってくれって言ってすぐに開催

してもらったり、その後は携帯会社の方が定期的にやっているっていうのを町報のお知

らせ版などで見るんですが、そのスマホの講習会はどのぐらいの頻度でどのように行わ

れていますか。また、参加者は何名ぐらいで、どのような年代の方が参加されているので

しょうか。 

○議長（青木悦子） 

はい、教育課長。 

○教育課長（安田隆博） 

頻度についてですけれども、年間２クールと３クール程度で行っております。１クール

あたりですね、入門編で３回、基礎編で３回、応用編で２回の、１クールあたり全８回の

講座となっております。どのように行われているかというご質問ですけれども、対象につ

いてはガラケー、いわゆるガラケーからスマートフォンに買い替えた方を対象とし、参加

費用については無料でございます。１時間、時間的には大体１時間ですね。講師といたし

ましてはドコモショップの館山店の職員さんが来ていただいてお願いをしている状況で

す。応募方法については町報で掲載して、応募募集をしております。年代の方ですけれど

も、年代としては６０歳以上の方が主に来てくださっております。参加人数につきまして

は、令和３年２クール行っておりまして、１クール当たり大体１０名ですので、延べ２０

名、令和４年度については３クール実施させていただきましたので、延べ３０名、令和５

年度については想定もございますけれども、２クール実施する予定です。１クール終了い

たしましたが、年度末で合計２０名となる予定でございます。以上です。 
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○６番（笹生あすか） 

はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

はい。私が把握していた以上に結構回数がやられてて、人数も結構参加されてるってこ

とでとても有意義だなと思います。災害情報などを発信していた自治体において、最初の

質問要旨でも言いましたけれども、６月頃から旧ツイッター、エックスのＡＰＩ仕様変更

によって情報発信できないっていう課題が生じていることが報道されました。８月１５

日にそのエックス社のビジネスジャパンというアカウントにおいて、政府公的機関から

の重要な防災災害情報に関しては、ＡＰＩの無償利用が可能との告知がされています。Ａ

ＰＩで紐付けして、一度投稿すれば同じものが投稿できるっていう内容なんですが。利用

を希望する公的サービス提供者は、このアカウントにダイレクトメッセージで連絡する

ようにと呼びかけていますが、町は申し込みをしたのでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（石井肇） 

防災行政無線からですね、エックスに自動で情報発信することにつきましては、ＡＰＩ

を経由するために、現在保守委託業者と申し込みにつきまして検討しております。これ、

当町の防災行政無線の親卓のメーカーによりましては、その技術的に多少難しい部分が

あるようでございますので、この辺は慎重にですね、対応していきたいと思っておりま

す。また、メールソフトからですね、直接エックスに情報発信はできるようになっており

ますので、それらを活用していきたいと思っております。 

○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員。 

○６番（笹生あすか） 

有事の際は電波も電力も限られているでしょうし、人員も限られているので、なるべく

少ない手間で有益な情報を流せるようにしなくてはいけないと思うので、大変ですけれ

ども、協力しますので、またいろいろやっていけたらと思います。情報の周知、拡散の協

力は今も言いましたけど引き続き行っていきますけれども、他の自治体での例というも

のを、参考になる事例もたくさんあります。なので町としても、情報発信伝達についての

研究をしていっていただきたいと思います。以上で質問は終わります。 

○議長（青木悦子） 

以上で笹生あすか議員の質問を終了します。ここで暫時休憩とします。 

再開は１０時５０分。失礼しました。ちょっと業務がありますので１０時５５分でお願

いいたします。 
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……… 休憩・ 午前１０時４２分 ……… 

……… 再開・ 午前１０時５５分 ……… 

 

 

◎議案第１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

 

○議長（青木悦子） 

休憩を解いて会議を再開します。 

日程第２、議案第１号、鋸南地区環境衛生組合の共同処理する事務の変更及び鋸南地

区環境衛生組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議についてを議題といたしま

す。総務企画課長より議案の説明を求めます。はい、総務企画課長。 

〔総務企画課長 石井肇 登壇〕 

〇総務企画課長（石井肇） 

議案第１号、鋸南地区環境衛生組合の共同処理する事務の変更及び鋸南地区環境衛生

組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について、ご説明申し上げます。本件

につきましては、鋸南地区環境衛生組合が共同処理する事務のうち、し尿処理について

は、南房総市が令和６年１月１日から新たなし尿処理施設の供用を開始いたします。その

ため、組合のし尿処理施設を廃止し、し尿処理に係る一部の事務につきまして、鋸南町が

南房総市に業務を委託することから、鋸南地区環境衛生組合規約の一部を改正するため、

地方自治法第２８６条第１項の規定により、関係地方公共団体と協議するに当たり、同法

第２９０条の規定によりまして、議会の議決を求めるものでございます。 

新旧対照表をお願いいたします。組合の共同処理する事務の規定といたしまして、第３

条第１項第１号中、し尿に係る部分を除くを加え、第２号中に、し尿を除くを加えるもの

でございます。なおこの規約は、令和６年１月１日から施行するものでございます。 

以上で議案第１号の説明を終わります。よろしくご審議の上、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

〇議長（青木悦子） 

説明が終わりました。 

これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔発言なし〕 

○議長（青木悦子） 

はい、質疑がないようですので、質疑を終了します。 

討論を行います。討論ありませんか。 

〔発言なし〕 

〇議長（青木悦子） 

討論がないようですので、討論を終了します。 

これより採決を行います。 

原案に賛成の議員の挙手を求めます。 
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〔挙手全員〕 

○議長（青木悦子） 

はい、挙手全員。 

よって本案は原案の通り可決されました。 

 

 

◎議案第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

 

○議長（青木悦子） 

日程第３、議案第２号、南房総市と鋸南町のし尿及び浄化槽汚泥の処理の事務委託に

関する協議についてを議題といたします。 

建設水道課長より議案の説明を求めます。建設水道課長。 

〔建設水道課長 齋藤正樹 登壇〕 

〇建設水道課長（齋藤正樹） 

議案第２号、南房総市と鋸南町のし尿及び浄化槽汚泥の処理の事務委託に関する協議

についてご説明申し上げます。本件につきましては、地方自治法第２５２条の１４、第１

項の規定により、南房総市と協議するに当たり、同条第３項の規定により準用する同法第

２５２条の２の２第３項本文の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

南房総市と鋸南町のし尿及び浄化槽汚泥の処理の事務委託に関する規約をご覧くださ

い。規約の内容でございますが、主な部分をご説明申し上げます。 

第１条では、委託事務の範囲として、し尿及び浄化槽汚泥の処理に関する事務の管理お

よび執行を、南房総市に委託して行うことを規定しております。 

第２条は、管理及び執行の方法について、南房総市の条例等により定めることの規定で

ございます。 

第３条は、経費の負担について、鋸南町が委託する事務の管理及び執行に要する費用

は、執行に要する経費は、鋸南町の負担とすることの規定でございます。 

第５条は、収入の帰属として、委託事務の管理及び執行に係る収入については、南房総

市の収入とすることの規定でございます。 

第８条は、条例等制定改廃の場合の措置として、委託事務の管理及び執行について適用

される南房総市の条例等を制定し、または改正、廃止をしようとする場合においては、あ

らかじめ鋸南町長に通知しなければならないことの規定でございます。 

１枚めくっていただきまして、第１０条は、この規約に定めるものの他、委託事務に関

して必要な事項は、南房総市長および鋸南町長が協議して定めることの規定でございま

す。 

最後に、附則でございますが、当該規約は、令和６年１月１日から施行するものでござ

います。 

以上で議案第２号の説明を終わります。よろしくご審議の上、議決賜りますようお願い

申し上げます。 
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〇議長（青木悦子） 

説明が終わりました。 

これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔発言なし〕 

○議長（青木悦子） 

質疑がないようですので、質疑を終了します。 

討論を行います。討論はありませんか。 

〔発言なし〕 

〇議長（青木悦子） 

討論がないようですので、討論を終了します。 

これより採決を行います。 

原案に賛成の議員の挙手を求めます。 

〔挙手全員〕 

○議長（青木悦子） 

はい、挙手全員。 

よって本案は原案の通り可決されました。 

 

 

     ◎議案第３号の上程、説明 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第４、議案第３号、令和４年度鋸南町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につい

てを議題と致します。 

 建設水道課長より議案の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

〔建設水道課長 齋藤正樹 登壇〕 

○建設水道課長（齋藤正樹） 

議案第３号、令和４年度鋸南町水道事業会計未処分利益剰余金の処分についてご説明

いたします。 

令和４年度鋸南町水道事業剰余金処分計算書をご覧ください。表の右端最上段になり

ますが、当年度末、令和４年度末の未処分利益剰余金は４億３８９４万７４１９円で、そ

のうちの１億２４７０万１１６０円を、議会の議決を得て、処分しようとするものであり

ます。その内訳は、まず、減債積立金の積み立てに５千万円。建設改良積立金の積み立て

に３千万円。資本金４４７０万１１６０円を組み入れようとするものであります。 

以上で、議案第３号の説明を終わります。よろしくご審議の上、議決賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（青木悦子） 

 説明が終わりました。 
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 お諮りいたします。ただ今議題となっております議案第３号、令和４年度鋸南町水道事

業会計未処分利益剰余金の処分については、議会選出の監査委員を除く全員で構成する、

決算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号、令和４年度鋸南町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

は、議会選出の監査委員を除く全員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託

の上、審査することに決定いたしました。 

 

 

     ◎議案第４号の上程、説明 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第５、議案第４号、令和５年度鋸南町一般会計補正予算第２号についてを議題とい

たします。 

総務企画課長より議案の説明を求めます。 

はい、総務企画課長。 

〔総務企画課長 石井肇 登壇〕 

〇総務企画課長（石井肇） 

議案第４号、令和５年度鋸南町一般会計補正予算第２号についてご説明いたします。 

 １ページをお願いいたします。本補正予算は、歳入歳出それぞれ１億３８４４万４千円

を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４７億３０万９千円とするものでございます。 

歳出からご説明いたします。初めに人件費でありますが、当初予算で見込んでおりまし

た職員数や育児休暇、休職者等に異動がありましたので、各費目において補正するもので

あります。人件費全体では２９９７万２千円の減額補正をさせていただきます。詳細につ

きましては給与費明細書にてご説明いたします。１９ページをお願いいたします。特別職

に関する明細書となりますが、表の下段、一番下ですね、比較の区分のうち長等でござい

ますが、右端の合計欄５万４千円の増であります。特別職３名の共済費負担率の増による

ものでございます。 

次に２０ページ下から２行目、ア、会計年度任用職員以外の職員をお願いいたします。

比較の欄、給料１８２４万８千円。職員手当６３６万１千円。共済費５７０万５千円の減

額となりまして、合計で３０３１万４千円の減額となります。減額理由につきましては、

職員数および育児休暇、休職者数等の異動を反映したものでございます。 

次に２１ページをお願いいたします。上段、イ、会計年度任用職員の表、比較の欄でご

ざいますが、職員手当２８万８千円は、職員の勤務状況を反映した期末手当の増額分であ

ります。 
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お戻りいただきまして１１ページをお願いいたします。２款総務費、１項３目財産管理

費、１２節委託料７９万２千円は、設置から１１年を経過し、部品交換や負荷試験などの

メーカーによるメンテナンスが必要であることから、計上するものでございます。非常用

発電機点検委託でございます。それから１４節、工事請負費３９５万円のうち、街灯設置

工事１２０万円は、保健福祉総合センターすこやか敷地に隣接する道の駅保田小学校の

臨時駐車場へ、防犯および事故防止の観点から、ＬＥＤ投光器２台を設置するものでござ

います。また、その下、旧佐久間小学校体育館屋根修繕工事２７５万円は、老朽化による

雨漏りがあることから、屋根スレート交換と、玄関屋根の鋼板ふき替えを行うものでござ

います。 

次に１３ページをお願いいたします。一番上です。３款民生費、１項５目介護保険費、

２７節繰出金、介護保険特別会計繰出金２０２８万２千円は、低所得の方の保険料軽減分

につきまして、第１段階から第３段階まで、１３２９人分を見込み、町負担４分の１に加

え、国庫負担金２分の１、県負担金４分の１を合わせて、介護保険特別会計へ繰り出すも

のでございます。２項４目、学童保育費、１７節、エアコン１１万５千円は、学童保育所

内１教室について、快適な環境を確保するため、８畳用エアコン１台を設置し、設置する

ものでございます。 

次に１４ページをお願いいたします。４款衛生費、１項４目保健福祉センター費、１０

節修繕料５２万７千円は、保健福祉総合センターの合併浄化槽埋設ばっ気配管の不具合

により、浄化機能が不良なため、配管修繕を行うものでございます。 

次に、一番下です。６款商工費、１項４目、道の駅推進事業費、１２節、観光物産セン

ター改修設計業務委託５６０万円は、建築から３８年を経過し、老朽化した物産センター

のイメージアップを図るため、前面の意匠を中心に改修する設計委託料を計上するもの

でございます。 

次に１５ページをお願いいたします。中段です。８款消防費、１項１目、非常備消防費、

１０節、消耗品費３１万円は、団員６人分の活動服や装備品など一式の購入費予算が不足

したため計上するものでございます。２目消防施設費、１８節消火栓改修事業負担金９３

万５千円は、岩井袋野球場付近の町道にあります。地下式消火栓が漏水していたため、消

火栓更新費用６１万６千円と、消防水利確保のため、大崩湯沢トンネル地先の空気弁を消

火栓兼用に交換する費用３１万９千円で、合わせて水道事業会計に支出するものでござ

います。 

続きまして１６ページをお願いいたします。９款教育費、２項小学校費、１目学校管理

費、７節報償費９万９千円は、鋸南小学校開校１０周年記念事業に係る記念品代を計上す

るものでございます。またすぐ下１０節、修繕料１３１万６千円は、校舎内の消防設備修

繕２３万８千円と、老朽化に伴う校庭東側ブロック２１．６メートルの解体、積み直し費

用１０７万８千円を計上するものでございます。 

次に３項中学校費、１目学校管理費、１０節修繕料５０万９千円は、校舎内の消防設備

修繕２０万６千円と、浄化槽放流ポンプ等取り替え費用３０万３千円を計上するもので

ございます。 
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次に１７ページをお願いいたします。５項２目公民館費、１０節修繕料２７万２千円

は、老朽化により自家用発電機２台分の起動用バッテリー交換費用でございます。次に７

項１目学校給食センター費、１０節修繕料３６万３千円は、給食センターの雨樋６メート

ル破損による修繕料です。次に１７節移動台車５２万５千円は、調理作業時に使用する移

動用台車３台を老朽化により更新するものでございます。 

一番下、１２款諸支出金、１項１目財政調整基金費、２４節財政調整基金積立金１億３

１８１万円は、前年度繰越金の２分の１を財政調整基金に積み立てるものでございます。 

続きまして歳入でございますが、９ページをお願いいたします。１１款地方交付税、１

項１目１節地方交付税１億７５３万７千円は、普通交付税決定によりまして、既決予算と

の差額を増額補正するものでございます。決定額は２０億３７５３万７千円となりまし

た。 

次に１５款国庫支出金、１項１目、民生費国庫負担金１０１３万９千円及び１６款県支

出金、１項１目、民生費負担金５０６万９千円は、低所得者介護保険料軽減負担金で、負

担割合は国２分の１、県４分の１であります。戻りまして１５款国庫支出金、２項５目総

務費国庫補助金、過疎地域持続的発展支援交付金１２０５万３千円は、ＡＩオンデマンド

公共交通実証運行事業が交付金事業として採択されましたので、計上するものでござい

ます。負担割合は事業費から料金収入を除く全額が交付されます。 

次に１７款財産収入、２項１目土地売払収入、１節、町有地売払収入８０万３千円は、

保田２０８番地の普通財産１０５．７８平方メートルにつきまして、鋸南地区環境衛生組

合から事業用土地を購入する際の交換用地として取得したい旨の申請がありましたので、

不動産鑑定評価により、８０万４千円で売り払うため計上するものでございます。既決予

算との差額を計上するものでございます。 

次に１８款寄附金、１項３目企業版ふるさと納税寄附金１００万円は、東京都江戸川区

で輸入業を営む株式会社ビッグヒットから寄付されたもので、総合戦略に掲げました四

つの寄付対象事業の中から、寄付者の意向に基づき、情報発信事業に充当いたしました。 

次に１０ページをお願いいたします。１９款繰入金、１項１目特別会計繰入金、１節介

護保険特別会計繰入金１３１２万９千円は、介護保険特別会計の令和４年度決算が確定

したことにより、一般会計繰出金の精算額を繰り入れるものでございます。 

次に２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金１億７９９１万円の減額は、普通交付税

と繰越金の増額計上などによりまして、本補正予算における剰余金で、既決予算の繰り入

れを減額するものでございます。この歳入補正と歳出予算における基金積み立てにより

まして、補正後の基金残高は２０億２１０４万６千円となる見込みでございます。 

次に２０款繰越金、１項１目繰越金、１節前年度繰越金１億６３６２万１千円は、令和

４年度繰越金が確定したことによりまして、既決予算との差額を増額補正するものでご

ざいます。 

次に一番下、２２款町債、１項１目臨時財政対策債４５９万４千円は、発行可能額が１

４５９万４千円に確定したことによりまして、既決予算との差額を増額補正するもので

ございます。 
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戻りまして５ページをお願いいたします。第２表、債務負担行為補正でございますが、

追加といたしまして、学童保育所運営業務および幼稚園一時預かり保育所運営業務につ

きまして、令和６年度から令和８年度までの３年間、民間委託するための限度額設定を、

記載の通りお願いするものであります。 

次に６ページをお願いいたします。第３表、地方債補正は、説明いたしました地方債の

歳入補正に伴い変更を行うものでございます。 

次に１８ページをお願いいたします。地方債の現在高の見込みに関する調書となりま

す。表の右下、本補正後の年度末の残高は４９億９６０５万８千円となる見込みでござい

ます。 

１９ページ以降は、給与費明細書を添付しておりますのでご参照願います。 

以上で議案第４号の説明を終わります。よろしくご審議の上、可決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（青木悦子） 

 以上で、議案第４号、令和５年度鋸南町一般会計補正予算（第２号）についての説明は

終了しました。  

 

 

     ◎議案第５号の上程、説明 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第６、議案第５号、令和５年度鋸南町介護保険特別会計補正予算第１号についてを

議題といたします。 

保健福祉課長より議案の説明を求めます。保健福祉課長。 

〔保健福祉課長 寺本幸弘 登壇〕 

〇保健福祉課長（寺本幸弘） 

議案第５号、令和５年度鋸南町介護保険特別会計補正予算第１号についてご説明申し

上げます。 

１ページをお開き願います。令和５年度鋸南町介護保険特別会計補正予算第１号でご

ざいますが、歳入歳出それぞれ７４３４万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ１５億３３３２万８千円にしようとするものでございます。今回の補正は、主に介護保

険料の第１号被保険者に関わる第１段階から第３段階までの区分に該当する低所得者の

方の保険料の軽減の措置を講じるものと、令和４年度の決算により、国庫支出金、県支出

金等の精算に伴う予算の措置をお願いするものでございます。 

それでは歳入からご説明させていただきます。６ページをお願いいたします。第１款保

険料、第１項、第１目、第１号被保険者保険料２０２８万１千円の減額ですが、現年度分

の特別徴収保険料及び普通徴収保険料について、各段階において軽減される保険料額に、

段階ごとの被保険者見込み数を乗じた額の総額を計上いたしました。 

第４款、支払基金交付金、第１項第１目、介護給付費交付金は、前年度交付金の精算額



 

- 78 – 

                       令和５年第５回鋸南町議会定例会（９月） 

 

６１万５千円を、過年度分として計上いたしました。 

第６款繰入金、第１項、第５目低所得者保険料軽減繰入金２０２８万１千円は、一般会

計における繰出額を計上いたしました。 

第７款繰越金、第１項第１目、前年度繰越金の７３７３万１千円につきましては、前年

度からの繰越額を計上させていただきました。 

７ページをお願いいたします。歳出でございますが、第２款保険給付費、第１項介護サ

ービス等諸費から、９ページの第６項、特定入所者介護予防サービス費までの各費目につ

きましては、歳入における介護保険料、支払基金交付金および一般会計繰入金等の補正に

伴い、財源内訳の補正をお願いするものでございます。 

第４款基金積立金、第１項第１目基金積立金１８３８万９千円の増額は、前年度繰越額

から第５款諸支出金における償還金及び繰出金を差し引いた残金を、介護給付費準備基

金へ積み立てしようとするものでございます。今補正後の基金残高は３２１１万円とな

る見込みでございます。 

１０ページをお願いいたします。第５款諸支出金、第１項、第３目償還金４２８２万８

千円ですが、前年度の介護給付費等の確定により、補助金等の精算を行い、償還が生じた

もので、内訳といたしまして、国へ３８４５万円、県へ３５６万２千円、支払基金へ８１

万６千円の償還をするものでございます。 

第２項第１目、一般会計繰出金１３１２万９千円でございますが、第１項同様、前年度

の介護給付費等の確定により、一般会計からの繰入金の精算を行い、償還が生じましたの

で、一般会計へ繰り出しするものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくご審議の上可決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（青木悦子） 

以上で、議案第５号、令和５年度鋸南町介護保険特別会計補正予算第１号についての説

明は終了しました。 

 

 

     ◎議案第６号の上程、説明 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第７、議案第６号、令和５年度鋸南町鋸南病院事業会計補正予算第１号についてを

議題といたします。 

保健福祉課長より議案の説明を求めます。はい、保健福祉課長。 

〔保健福祉課長 寺本 幸弘 登壇〕 

○保健福祉課長（寺本幸弘） 

 議案第６号、令和５年度鋸南町鋸南病院事業会計補正予算第１号についてご説明いた

します。２ページをお開き願います。実施計画に基づき、ご説明申し上げます。 

初めに中段の資本的収入でございますが、第１款資本的収入、第１項第１目、企業債１

２４０万円の増額補正は、支出における病院設備改修事業費の財源を、企業債の借り入れ
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で賄おうとするものでございます。また、企業債の借り入れに伴い、１ページの第３条に

おいて、起債の限度額の改正をさせていただいております。 

次に資本的支出でございますが、第１款資本的支出、第１項建設改良費、第１目、有形

固定資産購入費１２４０万円の増額補正は、今年度実施を予定している空調設備改修工

事について、精査により追加した厨房棟を含めた工事設計金額の確定による増により、お

願いするものでございます。 

３ページをお願いいたします。令和５年度の予定キャッシュフロー計算書であります

が、令和５年度末における資金残高は、下段の１５１２万２千円と見込んでおります。４

ページから６ページは、令和４年度の予定損益計算書及び予定貸借対照表、７ページ８ぺ

ージは、令和５年度の予定貸借対照表となっておりますので、後ほどご参照いただきたい

と思います。 

以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、可決賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（青木悦子） 

 以上で、議案第６号、令和５年度鋸南町鋸南病院事業会計補正予算第１号についての説

明は終了しました。 

 

 

     ◎議案第７号の上程、説明 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第８、議案第７号、令和５年度鋸南町水道事業会計補正予算第１号についてを議題

といたします。 

建設水道課長より議案の説明を求めます。建設水道課長。 

〔建設水道課長 齋藤正樹 登壇〕 

〇建設水道課長（齋藤正樹） 

議案第７号、令和５年度鋸南町水道事業会計補正予算第１号について、ご説明いたしま

す。今補正予算は、消火栓工事等による受託工事収益、水道加入者分担金、東京電力の原

発事故損害賠償金の確定等による収入の増額。また、受託工事費、会計システム保守およ

び料金システム改修、貯蔵品整理等のための支出の増額をお願いするものであります。 

予算書の２ページをお願いいたします。実施計画により説明いたします。収益的収入及

び支出のうち、収入におきまして、１款、水道事業収益を２７９万９千円増額し、４億９

２４９万５千円にしようとするものでございます。内訳といたしましては、１項営業収

益、２目受託工事収益では、岩井袋地区消火栓改修及び湯沢トンネル内の水道本管に設置

された空気弁を消火活動にも対応できる、消火栓口金内蔵型に改良する工事負担分とし

て１０７万８千円の増額。２項営業外収益、２目分担金では、水道加入者分担金の実績に

基づく１７１万６千円の増額。６目雑収益では、放射性物質の水質検査に係る東京電力か

らの原発事故損害賠償金の確定により、１４万８千円の増額をお願いするものでござい
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ます。 

その下、支出におきまして、１款水道事業費を７３万８千円増額し、４億７７８５万３

千円にしようとするものでございます。内訳といたしましては、１項営業費用、３目受託

工事費では、消火栓口金付空気弁改良工事により２１万５千円の増額。４目、総係費で

は、ＩＳＤＮ回線の廃止に伴い、会計システム等の保守作業に必要な通信環境の確保と、

末端給水事業体の統合に向けて、現在の毎月検針・請求から、他の自治体同様に２ヶ月ご

との隔月検針・請求へ移行した際の、料金システムの改修検証として３２万５千円の増

額、６目資産減耗費では、末端給水事業体の統合に向けて、現在保有している維持管理用

の材料等貯蔵品のうちで、旧型品や、使用できない資産を廃棄する費用として１９万８千

円の増額をお願いするものです。 

その下、資本的収入及び支出におきましては、補正予算をお願いする項目はございませ

ん。 

３ページをお願いいたします。令和５年度鋸南町水道事業予定キャッシュフロー計算

書でございますが、令和５年度末における資金残高は、４億４３９１万５千円となる見込

みでございます。４ページは、令和４年度鋸南町水道事業予定損益計算書、５ページから

７ページは、令和４年度鋸南町水道事業予定貸借対照表、８ページから１０ページは、令

和５年度鋸南町水道事業予定貸借対照表ですので、後ほどご参照をお願いいたします。 

以上で、議案第７号の説明を終わります。よろしくご審議の上、可決賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（青木悦子） 

 以上で、議案第７号、令和５年度鋸南町水道事業会計補正予算第１号についての説明は

終了いたしました。 

ここで暫時休憩といたします。 

再開は、午後１時３０分といたします。 

  

 

……… 休憩・ 午前１１時３５分 ……… 

……… 再開・ 午後 １時３０分 ……… 

 

 

 ◎議案第８号の上程、説明 

 

○議長（青木悦子） 

 会議を再開いたします。 

日程第９、議案第８号、令和４年度決算認定について。 

1、令和４年度鋸南町一般会計歳入歳出決算、２、令和４年度鋸南町国民健康保険特別

会計歳入歳出決算、３、令和４年度鋸南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、４、令

和４年度鋸南町介護保険特別会計歳入歳出決算を議題といたします。 
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会計管理者から、令和４年度各会計の歳入歳出決算について説明を求めます。 

はい、会計管理者。 

〔会計管理者 笹生いつ子 登壇〕 

○会計管理者（笹生いつ子） 

 議案第８号、令和４年度決算認定について説明をいたします。 

初めに、令和４年度鋸南町一般会計歳入歳出決算について、ご説明いたします。 

実質収支に関する調書をご覧ください。歳入総額は５４億８７２３万３８３３円とな

り、前年度比では２億５０８７万６８０７円、４．７９パーセントの増となりました。歳

出は、歳出総額は５１億５２４７万９５０５円。前年度と比較しまして、３億２２９３万

７６６２円、６．６９パーセントの増となりました。 

歳入歳出差引額は３億３４７５万４３２８円となり、翌年度へ繰り越すべき財源のう

ち、繰越明許費繰越額が７１１３万２４４２円ございますので、実質収支額は２億６３６

２万１８８６円となりました。 

歳入歳出決算書の１ページ、２ページをお開きください。 

第１款町税につきましては、収入済額は７億５９２２万２８１０円でした。歳入総額の

１３．８パーセントを占めるものでございます。前年度比で３４４０万４４０２円、４．

７５ポイントの増となりました。徴収率は９７．８７パーセント、前年度比で０．９パー

セント、徴収率の増となりました。不納欠損額は３０名、１４８万３４３円の不納欠損処

分をいたしました。町税の収入未済額は１５０２万３６円です。内訳は、現年度分５１３

万２５１９円、過年度分９８８万７５１７円でございます。 

第２款地方譲与税につきましては、収入済額３６１５万４千円、前年度比で１５万２千

円、０．７４パーセントの増となりました。 

第３款利子割交付金は、収入済額４３万９千円。前年度比でマイナス２万８千円、６パ

ーセントの減となりました。 

第４款配当割交付金は、収入済額４４４万９千円、前年度比でマイナス３６万６千円、

７．６パーセントの減となりました。 

第５款株式等譲渡所得割交付金は、収入済額３５５万１千円、前年度比でマイナス２５

０万６千円、４１．３７パーセントの減となりました。 

第６款法人事業税交付金は、収入済額１０１２万円。前年度比で３７９万４千円、５９．

９７パーセントの増となりました。 

第７款地方消費税交付金は、収入済額１億６６９０万９千円。前年度比でマイナス６５

６万３千円、３．７８パーセントの減となりました。 

第８款自動車取得税交付金、収入済額１１万７３７７円となりました。 

第９款環境性能割交付金は、収入済額５２９万９千円。前年度比では８４万５１９６

円、１８．９８パーセントの増となりました。 

第１０款地方特例交付金は、収入済額３６２万８千円。前年度比でマイナス１８４１万

２千円、８３．５４パーセントの減となりました。減となりました主な要因は、令和３年

度に創設されました新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金が減とな
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ったものでございます。 

３ページ、４ページをお開き願います。 

第１１款地方交付税は、収入総額の４０．４９パーセントを占めるものでございます。

収入済額は２２億２２０５万４千円。前年度比でマイナスの７４０８万４千円、３．２３

パーセントの減となりました。減となりました主な要因は、普通交付税においては、基礎

数値となる国勢調査人口等の減と、町税の増加によるもの。特別交付税においては前年度

措置の地域防災計画策定業務が終了したためとなります。 

第１２款交通安全対策特別交付金は、収入済額７１万２千円。前年度比でマイナス９万

３千円、１１．５５パーセントの減となりました。 

第１３款分担金及び負担金は、収入済額２００７万５６８円。前年度比でマイナス３３

９万２５８１円、１４．４６パーセントの減となりました。 

第１４款使用料および手数料は、収入済額５４８９万９３１円。前年度比でマイナスの

６９３万５８８３円、１１．２２パーセントの減となりました。民生の手数料、訪問看護

事業報酬の減が主な要因となります。 

第１５款国庫支出金につきましては、収入済額５億６５７８万２８６６円。前年度比で

マイナス５８８５万７１４円、９．４２パーセントの減となりました。 

第１６款県支出金につきましては、収入済額２億２０４９万２０８５円。前年度比でマ

イナス５５９１万４１６８円、２０．２３パーセントの減となりました。被災住宅緊急支

援事業補助金の減が主な要因です。 

第１７款財産収入は、収入済額４６２万９１９５円。前年度比でマイナス６万３９２８

円。１．３６パーセントの減となりました。 

第１８款寄附金は、収入済額２３３６万６０５６円。前年度比で５２７万４４５６円、

２９．１５パーセントの増となりました。豊かなまちづくり寄付金が６００万円ほど増と

なっております。 

第１９款繰入金は、収入済額２９１６万９８９円。前年度比で２８６万８７５３円、１

０．９１パーセントの増となりました。財政調整基金の取り崩しは行いませんでした。 

第２０款繰越金、収入済額４億６８１万５１８３円。前年度比で５４５２万４１０９

円、１５．４８パーセントの増となりました。 

続きまして、５ページ、６ページをお願いいたします。 

第２１款諸収入は、収入済額１億３０２０万５７７３円。前年度比でマイナスの２３８

３万９１７９円、１５．４８パーセントの減となりました。減となりました主な要因です

が、建物災害共済保険金などが減となったことによるものでございます。 

第２２款町債の収入済額は８億１９１６万５千円。都市交流施設周辺整備事業債、し尿

処理施設整備事業債、防災行政無線維持管理事業債の増により、前年度比で３億９９９４

万５千円、９５．４パーセントの増となっております。 

歳入合計は、予算現額５７億６８１２万５２５８円に対しまして、収入済額５４億８７

２３万３８３３円となり、予算額に対する収入率は９５．１３パーセントとなりました。 

次に歳出についてご説明いたします。７ページ、８ページをお開き願います。 
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第１款議会費は、予算現額６１９１万７千円に対しまして、支出済額は６１１１万５３

２９円。前年度比で１２５万８７８円、２．０９パーセントの増となりました。 

第２款総務費は、予算現額１７億２０１６万９５００円に対しまして、支出済額は１３

億２３２６万３９０６円。前年度比で４億１１３７万３７５７円、４５．１１パーセント

の増となりました。繰越明許費は、都市交流施設周辺整備事業等３事業で、３億５３５８

万３４４２円を繰り越しております。 

民生費です。第３款民生費ですが、予算現額１２億５５４２万２３５８円に対しまし

て、支出済額は１１億９７７１万３４１１円、前年度比でマイナス１億４１１１万７４５

９円、１０．５４パーセントの減となりました。子育て世帯への臨時特別給付金、住宅応

急修理補助金などの減が主な要因です。 

第４款衛生費は、予算現額５億７５５０万２千円に対しまして、支出済額は５億４２６

８万１５１４円。前年度比で２２８３万２１８７円、４．３９パーセントの増となりまし

た。増となりました主な要因は、一般廃棄物処理施設整備事業負担金、新型コロナ対策と

して実施いたしました水道基本料金の減免のため、水道会計補助金の増によるものでご

ざいます。繰越明許費は、新型コロナワクチン接種対策事業、出産子育て応援給付事業２

事業で２０５１万９千円となりました。 

第５款農林水産業費は、予算現額１億５４８２万３千円に対し、支出済額は１億４６９

５万６０５円。前年度比でマイナス２６９９万２１６４円、１５．５２パーセントの減と

なりました。令和３年度実施の被災農業者支援型強い農業担い手作り総合支援交付金の

減が主な要因です。 

第６款商工費は、予算現額２億４４３６万３千円に対しまして、支出済額は２億３５４

７万７６１５円。前年度比で６５０８万５００１円、３８．２０パーセントの増となりま

した。増となりました主な要因ですが、地域商品券の発行、中小企業等事業復活支援金の

増によるものでございます。繰越の明許費は、地域の魅力情報発信動画作成事業で２３万

１千円を繰り越しております。 

第７款土木費は、予算現額１億５１５０万３４００円に対しまして、支出済額は１億１

４７７万３１７５円。前年度比でマイナス２５９３万８１５６円、１８．４３パーセント

の減となりました。繰越明許費では、道路長寿命化修繕事業など３事業、２８０５万４千

円となりました。 

第８款消防費は、予算現額１億６９７０万４千円に対しまして、支出済額は１億６６９

６万８５２１円。前年度比で９６５５万２６０８円、１３７．１２パーセントの増となっ

ております。防災行政無線親卓設備更新工事を行いまして、増となったものでございま

す。 

第９款教育費、予算現額６億７１５万円に対しまして、支出済額は５億４２３６万４５

９円。前年度比で３８０１万５８０５円、７．５４パーセントの増となりました。増とな

りました主な要因ですが、公民館空調設備の改修、社会教育バスの更新などが主な要因で

す。繰越明許費ですが、次の９ページ、１０ページになります。海洋センタープール暖房

設備改修に係るもので、２９４３万６千円を繰越としております。 
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第１０款災害復旧費は、予算現額３万４千円に対しまして、支出済額は１万８６３０

円。前年度比でマイナス２３８７万２０円、９９．９２パーセントの大幅な減となってお

ります。台風災害によりまして、公共土木災害復旧工事、農業用施設の災害復旧工事が減

となったものが主な要因でございます。 

第１１款公債費は支出済額４億９９７１万２８４円。前年度比で１８１４万９０円、

３．７７パーセントの増となりました。支出の内訳につきましては、町債の償還元金が４

億８６１８万８７９９円。町債償還利子が１３５２万１４８５円でございます。 

第１２款諸支出金は支出済額３億２１４４万６０５６円。内訳といたしまして、基金で

すが、財政調整基金に２億９５７０万５千円、中山間地域農村活性化対策基金に３０万

円、豊かなまちづくり基金に２０９７万１０５６円、森林環境譲与税基金に１９５万７千

円、都市交流施設整備基金に２５１万３千円を積み立てたものでございます。 

歳出総額につきましては、予算現額５７億６８１２万５２５８円に対しまして、支出済

額５１億５２４７万９５０５円で、執行率は８９．３３パーセントでした。翌年度繰越額

は４億３１８２万３４４２円の１０事業、不用額は１億８３８２万２３１１円で、予算現

額に対しまして、不用額は３．１９パーセントとなりました。歳入歳出差引額３億３４７

５万４３２８円は、次年度へ繰り越しとなります。以上で、令和４年度鋸南町一般会計歳

入歳出決算についての説明を終わります。 

続きまして、令和４年度鋸南町国民健康保険特別会計歳入歳出決算についてご説明い

たします。初めに、実質収支に関する調書をご覧ください。歳入総額は１１億１２８８万

９６３４円。前年度と比較しまして、マイナス６９５万４２７０円、０．６２パーセント

の減となりました。歳出総額は、１０億９０１８万８１５３円、前年度と比較しまして、

マイナス１０７３万５７３２円、０．９８パーセントの減となりました。歳入歳出差引額

は２２７０万１４８１円で、翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額

は同額となりました。 

国民健康保険特別会計歳入歳出決算書の１ページ、２ページをお開きください。 

歳入のうち、第１款国民健康保険料の調定額１億９７３２万４５５２円に対しまして、

収入済額は１億７４９７万１６３２円でした。前年度比で２４４万７３７円、１．４１パ

ーセントの増となりました。保険料の徴収率は８８．６７パーセントで、前年度比では

１．４４ポイントの増となりました。不納欠損額は１６名、４４９万７４００円の不納欠

損処分をいたしました。収入未済額は１７８５万５５２０円となっておりますが、現年度

分保険料に係る還付未済額１万３千円がありますので、実質の収入未済額は１７８６万

８５２０円でございます。 

第３款県支出金は、予算現額８億８８３９万１千円に対しまして、収入済額は８億２８

１５万９９３９円。前年度比で７０８万３１０９円、０．８６パーセントの増となりまし

た。 

第５款繰入金は、収入済額９０３８万１７５０円で、前年度比でマイナスの２０２４万

７７６５円、１８．３０パーセントの減となりました。一般会計繰入金、財政調整基金繰

入金ともに減額となったことによるものでございます。 
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第６款繰越金は、収入済額１８９２万１９円で、前年度比３６３万４９３円、２３.７

４パーセントの増となりました。 

第７款諸収入は、収入済額４５万６２９４円で、前年度比で１４万２８９４円の増とな

りました。 

歳入合計は、予算現額１１億６２４８万３千円に対しまして、収入済額は１１億１２８

８万９６３４円、予算現額に対する収入率は９５．７３パーセントとなりました。 

３ページ、４ページをお願いいたします。歳出についてご説明いたします。 

第１款の総務費は、予算現額１２２０万２千円に対しまして、支出済額は１１１３万７

６６０円、前年度比で９万２９６４円、０．８４パーセントの増となりました。 

第２款保険給付費、支出済額は７億９７４９万９２００円で、歳出総額の７３．１５パ

ーセントを占めるものでございます。前年度比では、７００万５４１１円、０．８９パー

セントの増となりました。 

第３款国民健康保険事業費納付金は、歳出総額の２２．０５パーセントを占めるもので

ございます。支出済額は２億４０３５万２１２２円、前年度比でマイナス２１６７万２６

０９円、８．２７パーセントの減となりました。 

第４款の共同事業費拠出金は、支出済額２８円でした。 

第５款保健事業費は支出済額２６２９万、すみません、２６８９万２４１９円。前年度

比で２１０万１８９４円、８．４８パーセントの増となりました。 

第６款基金積立金は、支出済額９５０万円、前年度比で１８０万円の増となっておりま

す。 

第７款諸支出金は、支出済額４８０万６７２４円。前年度比でマイナス６万３３９７

円、１．３０パーセントの減となりました。 

歳出合計は、予算現額１１億６２４８万３千円に対しまして、支出済額１０億９０１８

万８１５３円。予算執行率は９３．７８パーセントで、不用額は７２２９万４８４７円と

なりました。歳入歳出差引額２２７０万１４８１円は、翌年度へ繰り越しとなりました。

以上で、令和４年度鋸南町国民健康保険特別会計歳出決算についての説明を終わります。 

続きまして、令和４年度鋸南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算についてご説明

いたします。初めに、実質収支に関する調書をご覧ください。 

歳入総額は１億５１６９万５０２８円で、前年度と比較いたしまして、９１７万３７５

２円、６．４４パーセントの増となりました。歳出総額は１億４９２２万６１０８円で、

前年度と比較しまして、１０６０万１４９３円、７．６５パーセントの増となりました。

歳入歳出差引額は２４６万８９２０円で、実質収支額も同額となっております。 

それでは、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書の１ページ、２ページをお開きくだ

さい。 

第１款後期高齢者医療保険料は、歳入総額の７０．９３パーセントを占めるものでござ

います。調定額１億８６５万１４００円に対しまして、収入済額１億７５９万８６００

円。徴収率は９９．０２パーセントでした。前年度比では７８８万７４００円、７．９１

パーセントの増となりました。不納欠損額はございませんでした。収入未済額は１０５万
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９８００円となっておりますが、現年度分保険料に係る還付未済額１６万９７００円が

ありますので、実質の収入未済額は１２２万９５００円でございます。 

第２款繰入金は、収入済額３７１９万９９９円、一般会計からの保険基盤安定繰入金は

３４９４万５９９９円となりました。 

第３款繰越金は、収入済額３８９万６６６１円、第４款諸収入、収入済額３００万８７

６８円、これは広域連合からの受託事業収入が主なものでございます。 

歳入合計は予算現額１億５０５０万５千円に対しまして、収入済額は１億５１６９万

５０２８円となりました。 

３ページ、４ページをお開きください。歳出についてご説明いたします。歳出の主なも

のにつきましては、第２款の後期高齢者医療広域連合への納付金です。支出済額は１億４

３２９万円で、歳出総額の９６．０２パーセントを占めるものでございます。前年度比で

９６６万７千円、７．２３パーセントの増となりました。 

第３款保険事業費は、支出済額２２４万７３４１円で、主なものは、検診事業委託とな

っております。 

第４款諸支出金は、支出済額１７３万８３７８円で、主なものにつきましては、保険料

の還付金、一般会計の繰出金となっております。 

歳出合計では、支出済額１億４９２２万６１０８円となり、予算執行率は９９．１５パ

ーセントで、不用額は１２７万８８９２円となりました。歳入歳出差引額の２４６万８９

２０円は翌年度へ繰り越しとなります。 

以上で、令和４年度の鋸南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算についての説明を

終わります。 

続きまして、令和４年度鋸南町介護保険特別会計歳入歳出決算についてご説明いたし

ますので、初めに、実質収支に係る調書をご覧ください。 

歳入総額は１５億１９３万８３３０円で、前年度と比較しまして１６９３万８６２８

円、１．１４パーセントの増となりました。 

歳出総額は１４億２８２０万６９２６円で、前年度と比較いたしまして、マイナス１１

４０万４４９６円、０．７９パーセントの減となりました。歳入歳出差引額は７３７３万

１４０４円でした。翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、実質収支額は同額とな

ります。 

それでは、介護保険特別会計歳入歳出決算書の１ページ、２ページをお開きください。 

歳入の第１款保険料の調定額は、２億７０７４万９２００円、収入済額は２億６７３４

万９８００円で、前年度比でマイナス３１３万６２００円、１．１６パーセントの減でし

た。徴収率は９８．７４パーセントで、前年度比で徴収率０．１８ポイントの増となりま

した。不納欠損額は３２万７３００円、５名の方の不能欠損処分をいたしております。収

入未済額は３０７万２１００円となっておりますが、現年度分保険料に係る還付未済額

５２万８６００円がありますので、実質の収入未済額は３６０万７００円でございます。 

第３款国庫支出金は、収入済額４億５９万６７６７円、前年度比で６９４万６１９０

円、１．７６パーセントの増でした。 
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第４款支払基金交付金は、収入済額３億６６７７万７０１２円。前年度比でマイナスの

５６２万９８８円、１．５１パーセントの減となりました。 

第５款県支出金は、収入済額２億７８１万８６４２円。前年度比でマイナス２４１１万

６９２２円、１０．４パーセントの減となりました。 

第６款繰入金は、収入済額２億１３９９万７千円。 

第７款繰越金は、収入済額４５３８万８２８０円となり、歳入合計は、予算現額１５億

１１５２万４千円に対しまして、収入済額は１５億１９３万８３３０円となりました。 

歳出について説明いたします。３ページ、４ページをお開きください。歳出の主なもの

でございますが、第２款の保険給付費で、歳出総額の９３．１パーセントを占めるもので

ございます。支出済額は１３億２９８２万１４６０円で、前年度比でマイナスの２９１５

万６３６３円、２．１５パーセントの減となっております。介護サービス等諸費などの減

によるものでございます。 

第５款諸支出金は、支出済額３４５８万６２５５円で、前年度比で１１２５万６１４

円、４８．２１パーセントの増となりました。これは償還金の増によるものでございま

す。 

第６款地域支援事業は、支出済額４０８０万１５円。前年度比でマイナス７０３万３９

０５円、１４．７パーセントの減となりました。 

歳出合計は、予算現額１５億１１５２万４千円に対しまして、支出済額は１４億２８２

０万６９２６円で、予算執行率は９４．４９パーセント、不用額は８３３１万７０７４円

でした。歳入歳出差引額は７３７３万１４０４円となり、次年度へ繰り越しとなります。 

以上雑駁ではございますが、令和４年度決算についての説明を終わります。よろしくご

審議の上、認定賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

◎議案第８号の監査報告 

 

○議長（青木悦子） 

 ただいま説明のありました令和４年度決算につきましては、去る８月４日、監査委員

による審査がなされておりますので、増田光俊代表監査委員より審査結果の報告を求め

ます。 

○代表監査委員（増田光俊） 

議長。 

○議長（青木悦子） 

はい、増田監査委員。 

〔代表監査委員 増田光俊 登壇〕 

○代表監査委員（増田光俊） 

令和５年８月４日に実施した、令和４年度鋸南町歳入歳出決算審査の結果についてご

報告いたします。なお、１から４の審査の対象、審査の期日、審査の着眼点、審査の実施



 

- 88 – 

                       令和５年第５回鋸南町議会定例会（９月） 

 

内容につきましては、決算審査意見書をご参照願います。 

それでは、５、審査の結果。審査に付された各会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、

実質収支に関する調書、及び財産に関する調書は、関係法令に準拠して作成されており、

その係数は、関係帳票及び証書類と照合した結果、適正に表示されている。また、予算の

執行および関連する事務の処理についても、適正に行われているものと認める。なお、各

会計についての意見は以下の通り。 

１、一般会計について。歳入総額５４億８７２３万４千円。歳出総額５１億５２４８万

円と、歳入歳出とも２億円以上の増となっており、コロナ禍前の予算規模に比べると、な

お多大な財政規模といえるが、令和３年度から引き続きとなる、新型コロナウイルス感染

症対策費に加え、都市交流施設周辺整備工事、防災行政無線親卓設備更新工事、中央公民

館改修工事など、将来に向けた施設等整備改修事業を実施したことによるものである。 

実質収支額は２億６３６２万２千円で、前年度比２９３５万３千円の増となり、財政調

整基金の積立額も２億９５７０万５千円である。今後も引き続き、適正かつ効果的な財政

運営に努められたい。 

歳入面では、主たる自主財源である町税は、７億５９２２万３千円で、前年度と比較し

ても３４４０万４千円と大幅な増となったが、令和元年台風で被災した被害家屋に対す

る固定資産税の損耗減点が大幅に減少したもので、概ね本来に復したものと解される。 

コロナ禍による影響で、収納対策が難しい状況下、現年度分の徴収率は９９．２９パー

セントと、前年度を上回る徴収率となった。一方、滞納繰越分の徴収率は４３．７０パー

セントと、前年度に比べて３パーセント以上減少したが、前々年度までの２５パーセント

台と比すれば、大幅に改善していることが認められる。未納滞納の解消は、課税の公平性

及び公正性の観点から最も重要な事項であり、引き続き厳密な収納対策を心がけ、未納滞

納額の更なる減少に努力されたい。事務処理及び財産の管理については、適正に処理され

ていると認める。例月出納検査において、歳入歳出が法令等に沿って適正に行われている

か、関係書類の検査を行っており、不適切なものについてはその都度修正改善を求めてお

り、それらについて、即応している結果であると考える。新型コロナウイルス感染症が感

染症法上の５類に分類されたことで、社会経済活動はコロナ禍前に戻りつつありますが、

新型コロナウイルス感染者は増加しています。難しい状況下における行財政運営となり

ますが、町民の健康と社会経済の両立に向けて、引き続き尽力していただきたい。 

２、国民健康保険特別会計について。予算の執行、会計事務処理とも適正であると認め

る。 

３、後期高齢者医療特別会計について。予算の執行、会計事務処理とも適正であると認

める。 

４、介護保険特別会計について。予算の執行、会計事務処理とも適正であると認める。 

令和５年８月１４日、鋸南町長、白石治和様。鋸南町監査委員、増田光俊、鋸南町監査

委員、柴本健二。以上でございます。 
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◎議案第８号の決算審査特別委員会への付託 

 

○議長（青木悦子） 

 会計管理者からの説明、並びに監査委員からの審査結果について報告が終わりました。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております、議案第８号、令和４年度決算認定について、１．令和４

年度鋸南町一般会計歳入歳出決算、２.令和４年度鋸南町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算、３.令和４年度鋸南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、４.令和４年度鋸南

町介護保険特別会計歳入歳出決算、以上については、議会選出の監査委員を除く全員で構

成する決算審査特別委員会に付託の上、審査したいと思います。これにご異議はありませ

んか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 異議なしと認めます。 

よって、議案第８号「令和４年度決算認定について」は、議会選出の監査委員を除く全

員で構成する「決算審査特別委員会」に付託の上、審査することに決定したしました。 

 

 

     ◎議案第９号の上程、説明 

 

○議長（青木悦子） 

日程第１０、議案第９号、令和４年度決算認定にについて、１．令和４年度鋸南町鋸南

病院事業会計決算、２．令和４年度鋸南町水道事業会計決算を議題と致します。 

初めに、令和４年度鋸南町鋸南病院事業会計決算について、保健福祉課長より説明を求

めます。 

保健福祉課長。 

〔保健福祉課長 寺本幸弘 登壇〕 

○保健福祉課長（寺本幸弘） 

 議案第９号、令和４年度決算認定について。令和４年度鋸南町鋸南病院事業会計決算に

ついてご説明申し上げます。令和４年度の病院事業会計の収益につきましては、医業収益

における診断書料等の文書料と、医業外収益における他会計補助金及び長期前受金戻入

が主なものでございます。また、費用につきましては、医業費用における減価償却費、指

定管理者交付金及び資産減耗費、医業外費用においては、企業債の支払利息が主なもので

ございます。 

それでは決算書の１ページをお願いいたします。収益的収入及び支出についてご説明

いたします。収入でございますが、第１款病院事業収益において、予算額３５４７万１千

円に対し、決算額３５５８万６０１７円でありました。決算額の内訳でございますが、第
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１項医業収益では２１４万５千円。第２項医業外収益では３３４４万１０１７円となり

ました。支出におきましては、第１款病院事業費用で、予算額６１６９万７千円に対し、

決算額は６０６５万３９６５円でありました。決算額の内訳ですが、第１項医業費用では

５８９７万８７４４円。第２項医業外費用では１６７万５２２１円となりました。 

２ページをお願いいたします。資本的収入及び支出についてご説明申し上げます。収入

でございますが、第１款資本的収入では、予算額１１６２万９千円に対し、決算額も同額

の１１６２万９千円でありました。第１項出資金は、出資金７６２万９千円は、企業債の

元金償還額の財源として、一般会計から出資を受けた額でございます。第２項企業債の決

算額４００万円は、空調機器改修工事設計業務委託費と眼底カメラ購入に関わる借入金

でございます。 

支出でございますが、第１款資本的支出の予算額１１６２万９千円に対し、決算額は１

１６２万８３４５円でありました。第 1 項企業債償還金７５３万６３４５円は、企業債

元金の償還額でございます。第２項、建設改良費４０９万２千円は、空調機器改修工事設

計業務委託費と眼底カメラ購入に関わる費用でございます。 

続きまして３ページをお願いいたします。 

令和４年度における損益計算書、こちらは税抜きでございます。１、医業収益の１９５

万円につきましては、診断書料等の文書料による収益でございます。２、医業費用でござ

いますが、①の経費から④の資産減耗費まで合わせて５８２４万９８７９円となりまし

た。指定管理者交付金につきましては、２千万円を一般会計から当該会計を通じて、指定

管理者である医療法人財団、鋸南きさらぎ会へ繰出いたしました。この結果、医業収支に

おきましては、５６２９万９８７９円が損失として生じました。３、医業外収益では、①

の他会計負担金から④のその他、医業外収益まで、合計３３３５万１０８円となりまし

た。４、医業外費用については、支払利息及び企業債取り扱い諸費が８６万２６５円とな

っております。結果的に令和４年度は２４６２万４９９２円の純損失が生じ、年度末の未

処理欠損金は１４億５５２６万８９１３円となりました。 

４ページは、欠損金計算書でございます。資本に関わる資本金、資本剰余金、利益剰余

金、それぞれについて、年度内の変動をお示しするものでございます。一番左の資本金に

つきましては、一般会計からの出資金の受け入れにより、年度末残高は１７億９７３万９

０５３円となりました。中央部分になりますが、資本剰余金については変動がなく、右側

の利益剰余金につきましては、損益計算書で申し上げました通り、令和４年度末の未処理

欠損金は、１４億５５２６万８９１３円となり、令和４年度末の資本合計は２億５４４７

万１４０円となりました。 

次に５ページをお願いいたします。欠損金処理計算書でございますが、４ページの欠損

金計算書における資本金及び未処理欠損金の処理を行わず、翌年度へ繰り越すものでご

ざいます。６ぺージ及び７ページは、４年度末の貸借対照表で資産負債及び資本の状況を

表にしたものでございます。資産合計並びに負債資本合計は３億３６６７万４６１７円

となりました。資産の部の２、流動資産のうち、括弧 1 の現金預金ですが、年度末におけ

る現金保有額は１６０３万１４３５円となりました。８ページ以降は決算書の添付書類
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でありますので、後ほどご覧願います。 

以上で、令和４年度鋸南町鋸南病院事業会計決算に関する説明を終わります。よろしく

ご審議の上、認定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（青木悦子） 

 次に令和４年度鋸南町水道事業会計決算について、建設水道課長より説明を求めます。 

建設水道課長。 

〔建設水道課長 齋藤正樹 登壇〕 

○建設水道課長（齋藤正樹） 

 議案第９号、令和４年度決算認定について。令和４年度鋸南町水道事業決算についてご

説明いたします。決算書の１０ページをお願いいたします。 

１の水道事業の概況についてご説明いたします。給水状況につきましては、年間の給水

量は１０５万６４５７立方メートルで、前年度比４．０５パーセントの増となりました。

また、南房総広域水道企業団からの受水量は４０万３００７立方メートルで、給水量全体

の３８．１パーセントとなりました。次に、建設工事でありますが、配水施設改良事業と

して、岩井袋地区尾浦地先配水管、下佐久間地区電建地先配水管、浄水場送水管、鋸山ダ

ム導水管、道の駅保田小学校内配水管の布設替え工事並びに佐久間ダム減圧弁の改修工

事を実施いたしました。浄水施設改修事業では、令和３年度からの繰越工事でありまし

た、田子第１加圧所、奥山第１加圧所の改修工事、令和４度事業では、大崩第２、第４加

圧所改修、鋸南町浄水場管理棟の外装改修工事を実施いたしました。 

１３ページをお願いいたします。３の業務の状況でありますが、有収水量は６７万４３

２８立方メートルで、前年度比２０．６パーセントの減となり、有収率は６３．８３パー

セントで、前年度比１９．８パーセントの減となりました。この要因については、新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業により、全ての水道加入者の月額基本

料金を６ヶ月分免除したためであります。令和５年３月の給水人口は６９５１人。給水戸

数は３４５６戸。給水栓数は５６１３栓。給水人口は、前年度比１７２人の減少となりま

した。 

お戻りいただきまして、１ページをお願いいたします。括弧１、収益的収入及び支出の

収入でありますが、第１款水道事業収益は、予算額４億９３９９万２千円に対し、決算額

は５億７８８万６３０２円となりました。内訳でありますが、第１項営業収益は、２億１

３０３万３３４２円で、前年度と比較して５５７５万１７２５円の減となりました。第２

項営業外収益は、２億９４８５万２９６０円となり、主なものは、県補助金９６５３万５

千円。一般会計補助金１億５０９９万１千円。長期前受金戻入３９３０万４１７９円であ

り、前年度と比較して５３７６万３９８５円の増となりました。この営業収益の減と、営

業外収益の増につきましては、先ほど説明いたしましたが、新型コロナウイルス感染症対

策として実施しました、水道基本料金免除事業の影響によるものでございます。 

次に支出につきまして、ご説明いたします。第１款水道事業費は、予算額４億７４４２

万８千円に対し、決算額は４億４５０６万２３７６円となりました。不用額は２９３６万

５６２４円でありますが、主な要因としては、委託料、修繕費等の減によるものでござい
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ます。支出の内訳でありますが、第１項営業費用は４億２９８１万３８０７円となり、主

なものは、南房総広域水道企業団からの受水費の他、人件費、減価償却費、委託料、修繕

費、動力費等であります。第２項営業外費用は、１５２４万５５３５円となりました。内

訳は、企業債利息、リース資産利息であります。第４項特別損失３０３４円は、過年度の

水道料金、不納欠損分の消費税分でございます。 

２ページをお願いいたします。括弧２、資本的収入及び支出の収入でありますが、第１

款資本的収入は予算額１億２１０１万円に対し、決算額９７９１万円で、２３１０万円の

減となりました。内訳は、建設改良事業実施に伴い、借り入れした企業債と、生活基盤施

設耐震化等補助金でございます。減になりました要因は、令和４年度、同意済企業債の未

発行分であります。 

次に支出につきましてご説明いたします。第１款資本的支出は予算額２億９３７３万

円に対し、決算額２億９０４４万４３１０円となりました。内訳でありますが、配水施設

改良工事、浄水施設改修工事等による第１項建設改良費１億６１８４万７０７６円と、第

２項企業債償還金１億２８５９万７２３４円であります。なお、資本的収入額が資本的支

出額に不足する額１億９２５３万４３１０円は、当年度分消費税及び地方消費税、資本的

収支調整額、当年度分損益勘定留保資金、減債積立金及び建設改良積立金で補填しまし

た。なお不足する額２３１０万円については、令和 4 年度同意済企業債の未発行分をも

って、翌年度において措置するものとします。 

次に３ページをお願いします。損益計算書で、消費税抜きでございます。１、営業収益

は１億９３９２万３７８１円となりました。２、営業費用は、括弧１、原水及び浄水費か

ら、括弧６、資産減耗費までで、４億１２３９万７２９１円となりまして、営業収支では

２億１８４７万３５１０円の損失が生じました。３、営業外費用は、括弧１、受取利息か

ら、括弧６、雑収益までで、２億９１７８万７４４２円となりました。４、営業外費用は

２５７９万５３２９円となりまして、営業外収支では２億６５９９万２１１３円の利益

がありました。当年度純利益は４７５１万８６０３円となりました。 

次に４ページをお願いいたします。剰余金計算書でありますが、当年度純利益の４７５

１万８６０３円を処理し、令和４年度末の資本合計は、１６億２４０万７８６９円となり

ました。 

５ページをお願いいたします。剰余金処分計算書につきましては、令和４年度末で処分

後の未処分利益剰余金３億１４２４万６２５９円を、翌年度に繰り越すものでございま

す。 

６ページから８ページは、令和４年度末の貸借対照表で、資産及び負債資本の状況を表

したもので、資産合計及び負債資本合計は、それぞれ３１億５８３１万４２６８円となり

ました。 

９ページ以降は、決算書の添付書類でございますので、後ほどご覧いただきますようお

願いいたします。 

以上で、議案第９号の説明を終わります。よろしくご審議の上、認定賜りますようお願

い申し上げます。 
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◎議案第９号の監査報告 

 

○議長（青木悦子） 

 ただいま議題となっております病院事業会計及び水道事業会計の、令和４年度決算に

つきましては、去る７月２４日に監査委員による審査がなされておりますので、増田光俊

代表監査委員より、審査結果の報告を求めます。 

〔代表監査委員 増田光俊 登壇〕 

○代表監査委員（増田光俊） 

 はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

増田監査委員。 

○代表監査委員（増田光俊） 

 令和５年７月２４日に実施した、令和４年度鋸南町公営企業会計決算の審査結果につ

いて報告いたします。なお、１から４の審査の対象、審査の期日、審査の着眼点、審査の

実施内容につきましては、決算審査意見書をご参照願います。 

それでは、５、審査の結果、審査に付された各会計の決算書および附属書類については、

関係法令に準拠して作成されており、適正に表示されているものと認められ、財務処理に

おいても適正に行われているものと認める。なお、各事業に対して、次のように意見を付

する。 

１、鋸南町鋸南病院事業会計について。鋸南病院事業会計決算は２４６２万５千円の当

年度純損失となった。純損失の額が前年度に比べ２５万３千円ほど減少したが、医業費用

において、減価償却費、資産減耗費が３３２６万８千円計上されているものであり、特に

指摘すべき事項はない。病院の運営は、指定管理により行っており、町の一般会計からは

前年度と同様に、指定管理者交付金７千万円を支出予定であったが、上半期分を交付した

後、きさらぎ会より１５００万円が返還され、下半期については交付せず、年間で２千万

円の交付にとどめることができた。新型コロナウイルスのワクチン接種等による診療報

酬等が収益を押し上げた結果であると推定できるものであり、新型コロナウイルスが感

染症５類に移行したことにより、継続的な収益確保には疑問を持たざるを得ない。運営面

では、入院患者は減少したようだが、整形外科診療の開始もあり、外来患者数に増加が見

られ、キャッシュフロー計算書によれば、９１万円の現金預金の増加が認められる。今後

も指定管理者と連絡協議を行い、人口減少やニーズの多様化等、社会状況の変化を考慮に

入れ、中長期的視点から、需要に対する病院の適正規模や行う診療の内容など、指定管理

の方法について、多様な角度からの更なる検討を行うとともに、指定管理者に対しても必

要な助言や技術的指導等を積極的に実施されたい。鋸南病院は町民の健康福祉をつかさ

どる重要な施設であるので、鋸南町国民健康保険鋸南病院のあるべき姿の実現に向けて

努力されたい。 
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２、水道事業会計について。収益的収入の営業収益は２億１３０３万３千円で、水道基

本料金免除事業補助金を加算すると、２億６３５１万４千円となり、前年度の営業収益２

億６８７８万５千円と比較して、４９７万１千円の減。率にして１．８パーセントの減と

なり、有収率も減免事業を加味しない場合、３．９パーセント減となった。収益的支出の

営業費用は４億２９８１万４千円となり、前年度に比べ２２２万２千円、率にして０．５

２パーセントの増となった。世界情勢の影響を受けて、電気料金等が著しく上昇してお

り、動力費のみを取ってみても、２０８万５千円の増、率にして２６．２パーセントの増

となっている。損益計算書における経営成績の結果である当年度純利益は、４７５１万９

千円で、前年度に比べ５万７千円減少したものの、当年度未処分利益剰余金は４億３８９

４万７千円となり、効率的な経営であると認められる。また、固定資産の状況について

は、管理台帳が整理され、貯蔵品についても整理整頓がなされ、管理状況は良好であっ

た。水道料金の徴収に関しては、現年分徴収率は９８．８パーセントと、前年度から０．

１パーセント下降しており、未収金の残高は２５４万７千円で１３．８パーセントの減と

なっているが、基本料金免除により、調定額が抑制されたのが要因であり、引き続き徴収

率の向上に努力されたい。水道事業は、安房地域で広域化の計画が進められており、老朽

管の更新、各施設の耐震化など、水道事業の広域化に向けた整備等が必要である。これら

の整備を、経理の動向を把握して計画的に進め、中長期的な視野に立った堅実な事業運営

に努められたい。 

令和５年８月８日、鋸南町長、白石治和様。鋸南町監査委員、増田光俊、鋸南町監査委

員、柴本健二。 

以上でございます。 

 

 

◎議案第９号の決算審査特別委員会への付託 

 

○議長（青木悦子） 

 担当課長からの説明、並びに監査委員からの審査結果について、報告が終わりました。 

 お諮りいたします。ただ今議題となっております議案第９号、令和４年度決算認定につ

いて、１.令和４年度鋸南町鋸南病院事業会計決算、２．令和４年度鋸南町水道事業会計決

算について、議会選出の監査委員を除く全員で構成する決算審査特別委員会に付託の上、

審査いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 異議なしと認めます。よって、議案第９号、令和４年度決算認定については、議会選出

の監査委員を除く全員で構成する決算審査特別委員会に付託の上、審査することに決定

いたしました。 

ここで、暫時休憩をし、決算審査特別委員会を開催いたしますので、議員各位は委員会

室へお集まり願います。 
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……… 休憩・ 午後２時５１分 ……… 

……… 再開・ 午後３時１０分 ……… 

 

 

○議長（青木悦子） 

 休憩を解いて、会議を再開いたします。 

 先ほど開催された決算審査特別委員会において、決算審査特別委員会委員長に鈴木辰

也議員、副委員長に笹生あすか議員が選任されました。 

 ここで暫時休憩します。そのままお待ちください。 

 

……… 休憩・ 午後３時１０分 ……… 

……… 再開・ 午後３時１１分 ……… 

 

○議長（青木悦子） 

 休憩を解いて、会議を再開します。 

お手元に議案付託表及び決算審査特別委員長からの委員会招集通知書を配付いたし

ました。休会中の９月１１日午前１０時から、地方公営企業法第３２条第２項の規定に

よる水道事業会計未処分利益剰余金の処分について、地方自治法第２３３条第３項の

規定による、一般会計・国民健康保険特別会計・後期高齢者医療特別会計・介護保険特

別会計の決算認定及び、地方公営企業法第３０条第４項の規定による、鋸南病院事業会

計・水道事業会計の決算認定について、それぞれ決算審査特別委員会を開催し、審査を

お願い致します。 

 

 

     ◎報告第１号の上程・説明 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第１１、報告第１号、令和４年度地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基

づく健全化判断比率についてを議題といたします。総務企画課長より報告を求めます。 

総務企画課長。 

〔総務企画課長 石井肇 登壇〕 

○総務企画課長（石井肇） 

 報告第１号、令和４年度地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判

断比率についてご報告申し上げます。地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条

第１項の規定により、去る８月４日、監査委員の審査をいただきましたので、ここにご報

告申し上げます。表にお示ししました通り、健全化判断比率は四つの比率を算出いたしま
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す。なお、表の右側の列には、法律等により定められた早期健全化基準を記載してござい

ます。 

初めに、①実質赤字比率は、令和４年度の一般会計歳入歳出決算の実質収支額が赤字で

はないため、該当なしとなりました。次に②連結実質赤字比率は、令和４年度の一般会

計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計及び介護保険特別会計の決算におけ

る実質収支額と、令和４年度病院事業会計及び水道事業会計の決算における資金不足、ま

たは剰余額の合計が赤字ではないため、該当なしとなりました。次に③実質公債費比率で

ありますが、標準財政規模に対する一般会計が負担した起債の償還元金及び利子並びに

一般会計が負担した企業会計、一部事務組合等の起債等の償還元金及び利子の合計額の

比率は、過去３年間の平均で８．６パーセントであり、早期健全化基準の２５．０パーセ

ントを下回りました。最後に④将来負担比率は、一般会計が将来負担すべき実質的な負債

の比率を表すもので、標準財政規模に対する実質公債費比率の対象とされた、企業会計等

を含めた将来負担の額の比率は１０．１パーセントであり、早期健全化基準の３５０.０

パーセントを下回りました。 

以上で、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断比率について

の報告を終わります。なお参考資料といたしまして、監査委員の意見書を添付いたしまし

たので、ご参照願います。 

○議長（青木悦子） 

 報告が終わりました。 

 

 

     ◎報告第２号の上程・説明 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第１２、報告第２号、令和４年度地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ

く資金不足比率についてを議題といたします。保健福祉課長より報告を求めます。 

保健福祉課長。 

〔保健福祉課長 寺本幸弘 登壇〕 

○保健福祉課長（寺本幸弘） 

 報告第２号、令和４年度地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比率

について（病院事業会計）をご報告致します。 

資金不足の算定につきましては、年度末の債務負担高である流動負債から、年度末の現金

保有高等である流動資産を差引き計算し、流動負債が流動資産を上回る場合は差引額が資金

不足額となります。令和４年度鋸南町鋸南病院事業会計においては、流動負債よりも流動資

産が上回っていることから、資金不足が生じておらず、資金不足比率は該当しないこととな

りました。以上で財政健全化法に基づく資金不足比率の報告を終わりますが、規定に基づき

監査委員の意見書を添付いたしましたので、ご参照願います。 
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○議長（青木悦子） 

 報告が終わりました。 

 

 

◎報告第３号の上程・説明 

 

○議長（青木悦子） 

日程第１３。報告第３号、令和４年度地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ

く資金不足比率について（水道事業会計）を議題と致します。 

建設水道課長より報告を求めます。 

建設水道課長。 

                 〔建設水道課長 齋藤正樹 登壇〕 

○建設水道課長（齋藤正樹） 

 報告第３号、令和４年度地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比率

について（水道事業会計）をご報告いたします。 

資金不足の算定につきましては、「流動負債」から「流動資産」を差し引いて計算いたしま

すが、当会計は資金不足とはなっておりませんので、令和４年度鋸南町水道事業会計につい

ては、該当しないこととなります。 

以上で、財政健全化法に基づく資金不足比率の報告を終わりますが、参考資料といたしま

して、監査委員の意見書を添付いたしましたので、ご参照いただきたいと思います。 

○議長（青木悦子） 

 報告が終わりました。 

 

 

◎散会の宣言 

 

以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

明日７日から１４日までは委員会審査等のため休会とし、最終日の９月１５日は午後

２時から会議を開きますので、定刻５分前にご参集願います。 

本日はこれにて散会いたします。 

ご苦労様でした。 

 

 

        ……… 散会・ 午後３時２０分 ……… 
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令和５年第 ５回鋸南町議会定例会 議事日程〔第３号 〕 

 

令和５年９月１５日 午後２時開議 

日 程 第 １  議案第３号  令和４年度鋸南町水道事業会計未処分利益剰余金

の処分について 

日 程 第 ２  議案第４号  令和５年度鋸南町一般会計補正予算（第２号）に

ついて 

日 程 第 ３  議案第５号  令和５年度鋸南町介護保険特別会計補正予算（第

１号）について 

日 程 第 ４  議案第６号  令和５年度鋸南町鋸南病院事業会計補正予算（第

１号）について 

日 程 第 ５  議案第７号  令和５年度鋸南町水道事業会計補正予算（第１

号）について 

日 程 第 ６  議案第８号  令和４年度決算認定について 

 １．令和４年度鋸南町一般会計歳入歳出決算 

 ２．令和４年度鋸南町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算 

 ３．令和４年度鋸南町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算 

 ４．令和４年度鋸南町介護保険特別会計歳入歳   

出決算 

日 程 第 ７  議案第９号  令和４年度決算認定について 

 １．令和４年度鋸南町鋸南病院事業会計決算 

 ２．令和４年度鋸南町水道事業会計決算 
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５ 番 秋 山  柳 三 議員  ６ 番 笹 生 あすか 議員 

７ 番 早 川  正 也 議員  ８ 番 竹 田  和 明 議員 

９ 番 大 塚   昇 議員  10 番 青 木  悦 子 議員 
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欠席議員（なし） 
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……… 開 議・午後 ２時００分 ……… 

 

 

     ◎開議の宣言 

 

○議長（青木悦子） 

 皆さん、こんにちは。 

暑いようでしたら、上着を脱いでいただいて結構です。 

議員各位にはご苦労さまです。定刻となりましたので、ただ今より会議を開きます。 

ただいまの出席議員は１２名です。定足数に達しておりますので、これより本日の会議

を開きます。 

 

 

     ◎議事日程の報告 

 

○議長（青木悦子） 

 本日の議事日程を、あらかじめお手元に配付しておきました。 

 

 

     ◎議案第３号の質疑、討論、採決 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第１。議案第３号、令和４年度鋸南町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につい

てを議題と致します。 

 本案については、決算審査特別委員会に付託し、審査いただいております。委員長から

審査の経過及び結果について報告を求めます。 

 決算審査特別委員会、鈴木辰也委員長。 

 鈴木辰也委員長。 

         〔決算審査特別委員会委員長 鈴木辰也 登壇〕  

○決算審査特別委員会委員長（鈴木辰也） 

 決算審査特別委員会に付託されました令和５年第５回定例会、議案第３号、令和４年度

鋸南町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について報告いたします。 

本特別委員会は９月１１日午前１０時から役場３階大会議室において開催いたしまし

た。審査に当たり、委員から１件の質疑がありましたが、要約してご報告いたします。 

資本金に組み入れた金額の根拠は何かとの質疑に対し、資本的支出が、資本的収入に不

足する額の補填財源として充てた減債積立金及び建設改良積立金の合計です、との答弁

がありました。この他、特段の質疑はなく、令和４年度鋸南町水道事業会計未処分利益剰

余金の処分について採決をしたところ、全員賛成で原案の通り可決すべきものと決定い
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たしました。 

以上で、令和５年第５回定例会、議案第３号の未処分利益剰余金の処分について、決算

審査特別委員会に付託された審査の経過と結果についての委員長報告を終わります。 

○議長（青木悦子） 

 ただ今、決算審査特別委員会での審査結果は、令和４年度鋸南町水道事業会計未処分利

益剰余金の処分について、原案の通り可決すべきものとの報告であります。 

 お諮りいたします。決算審査特別委員会は、議会選出の監査委員を除く議員全員で構成

されておりますので、質疑を省略し、直ちに討論を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 異議なしと認めます。 

 よって質疑を省略することに決定いたしました。 

 直ちに討論を行います。討論はありませんか。 

 〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 討論がないようですので、討論を終了します。 

 これより採決を行います。 

 原案に賛成の議員の挙手を求めます。 

 〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

 挙手全員。 

 よって、本案は原案の通り可決されました。 

 

 

     ◎議案第４号の質疑、討論、採決 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第２、議案第４号、令和５年度鋸南町一般会計補正予算第２号についてを議題と致

します。 

 直ちに、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○１２番（鈴木辰也） 

 議長。１２番。 

○議長（青木悦子） 

 １２番、鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

１４ページ、６款商工費、１項４目、道の駅推進事業費、１２節委託料、物産センター
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改修設計委託業務委託５６０万円。この業務委託はどのような業務委託をするのか伺い

ます。 

○議長（青木悦子） 

はい、地域振興課長。 

○地域振興課長（吉田修一） 

 はい。鈴木議員のご質問にお答えいたします。 

今回の道の駅の改修につきましては、町で想定しておりますのは、外側の部分と、屋根、

あと駐車場との間にあるひさしをですね、新たにしたいと考えております。それは今のと

ころ町が考えているものでございまして、事業者の選定につきましては、公募型のプロポ

ーザル方式により実施していきたいと考えておりますので、事業者の方からですね、いろ

いろな提案が今後出てくると思います。その事業者からの提案をですね、参考に、より良

い物産センターにしていくため、事業者を選定しまして、そのたたき台をもとに設計を進

めていくというような考えでおります。 

○１２番（鈴木辰也） 

 はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

 はい、１２番、鈴木辰也議員。 

○１２番（鈴木辰也） 

 物産センターの改修工事ということでありますが、プロポーザル形式で行うというこ

とで、道の駅きょなん全体のですね、案内所、資料館、公民館、トイレ等、全体のデザイ

ンというんですかね、イメージ、それを含めて、プロポーザル方式であれば、ぜひね、提

案してもらうようにしていただいて、物産センターだけきれいになってもですね、手前の

案内所とのイメージの違いとか、そういうのは、この道の駅を今後どういうふうに町がし

ていくのか、そういったことを含めた、改修工事にしていっていただきたいと思うんです

が、そういう点はいかがなんでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

はい、地域振興課長。 

○地域振興課長（吉田修一） 

 はい。鈴木議員の質問にお答えいたします。鈴木議員がご指摘する通り、道の駅きょな

んにつきましては、観光物産センターの他、歴史民俗資料館、中央公民館、情報センター

ヴィラ、観光トイレ、駐車場の施設で構成された道の駅でございますので、今回の観光物

産センターの改修につきましても、他の施設と調和がとれて、一体的な施設になるような

改修に取り組んでまいりたいと考えております。 

○１２番（鈴木辰也） 

 はい、議長。 

○議長（青木悦子） 

 はい、１２番、鈴木辰也議員。 



 

- 103 – 

                       令和５年第５回鋸南町議会定例会（９月） 

 

○１２番（鈴木辰也） 

全体的なイメージに合わせてっていうこともあるんですが、その道の駅全体の将来的

な全体像というのもですね、合わせて提案してもらうということは、この設計委託の中で

は、まあ建物の設計なんですけども、プロポーザル方式ということであれば、道の駅きょ

なんをこういうふうにしたら、この物産センターもいいし、他の施設もより良くなるんじ

ゃないかというような提案をしてもらうような、プロポーザル方式にしていただきたい

と思いますがどうでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

 地域振興課長。 

○地域振興課長（吉田修一） 

 鈴木議員のご質問にお答えいたします。先ほどの答弁と重なる部分ございますが、公募

式プロポーザル方式によりまして実施していきたいと考えておりますので、多くの設計

事業者にご参加いただくことによりまして、観光物産センターの改修に限らず、道の駅き

ょなん全体への様々なご意見、ご提案があると思いますので、ご提案がございましたら、

今後の道の駅の活性化に活かせるかどうか研究してまいりたいと考える次第でございま

す。 

○議長（青木悦子） 

はい。これで鈴木議員の質疑を終わります。 

他に質疑はございますか。 

〔発言なし〕 

○議長（青木悦子） 

 では、質疑がないようですので、質疑を終了します。 

 討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 討論がないようですので、討論を終了します。 

 これより採決を行います。 

 原案に賛成の議員の挙手を求めます。 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

 挙手全員。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 

◎議案第５号の質疑、討論、採決 
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○議長（青木悦子） 

 日程第３、議案第５号、令和５年度鋸南町介護保険特別会計補正予算第１号についてを

議題と致します。 

 直ちに質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 質疑がないようですので、質疑を終了します。 

 討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 討論がないようですので、討論を終了します。 

 これより採決を行います。 

 原案に賛成の議員の挙手を求めます。 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

 挙手全員。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 

 

◎議案第６号の質疑、討論、採決 

 

○議長（青木悦子） 

 議案第６号、令和５年度鋸南町鋸南病院事業会計補正予算第１号についてを議題と致

します。 

 直ちに質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 質疑がないようですので、質疑を終了します。 

 討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 討論がないようですので、討論を終了します。 

 これより採決を行います。 



 

- 105 – 

                       令和５年第５回鋸南町議会定例会（９月） 

 

 原案に賛成の議員の挙手を求めます。 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

 挙手全員。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 

◎議案第７号の質疑、討論、採決 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第５、議案第７号、令和５年度鋸南町水道事業会計補正予算第１号についてを議題

と致します。 

 直ちに質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 質疑がないようですので、質疑を終了します。 

 討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 討論がないようですので、討論を終了します。 

 これより採決を行います。 

 原案に賛成の議員の挙手を求めます。 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

 挙手全員。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 

     ◎議案第８号の委員長報告 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第６、議案第８号、令和４年度決算認定について。 

１、令和４年度鋸南町一般会計歳入歳出決算。 

２、令和４年度鋸南町国民健康保険特別会計歳入歳出決算。 

３、令和４年度鋸南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算。 

４、令和４年度鋸南町介護保険特別会計歳入歳出決算についてを議題と致します。 
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 本案については、決算審査特別委員会に付託し、審査いただいております。委員長から

審査の経過及び結果について報告を求めます。 

決算審査特別委員会、鈴木辰也委員長。 

鈴木辰也委員長。 

〔決算審査特別委員会委員長 鈴木辰也 登壇〕 

○決算審査特別委員会委員長（鈴木辰也） 

 決算審査特別委員会に付託されました、令和５年第５回定例会、議案第８号、令和４年

度決算認定について。１、令和４年度鋸南町一般会計歳入歳出決算、２、令和４年度鋸南

町国民健康保険特別会計歳入歳出決算、３、令和４年度鋸南町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算、４、令和４年度鋸南町介護保険特別会計歳入歳出決算、以上の決算の認定に

ついて、審査の経過並びに審査結果の報告をいたします。 

審査に当たり、各委員から多くの質疑、意見等がありましたが、要約して、課ごとにご

報告いたします。 

最初に、令和４年度鋸南町一般会計歳入歳出決算の認定について、質疑の内容を報告い

たします。 

総務企画課関係について。財産管理費について、光熱費が上がったというが、不用額が

４９６万円ある。予想より高くなかったのか、あるいは使う量が減ったということかとの

質疑に対し、契約を随時見直しておりますので、その結果と思われます。また、年度途中

から庁舎全体をＬＥＤ化していますので、それも影響しているのではないかと考えてい

ますとの答弁がありました。財産管理費について、工事請負費の不用額が２３００万円と

多額であるが、理由は何かとの質疑があり、令和３年度からの繰越分で、３年度の事業が

４年度中に完了した執行残です。当年度分であれば減額補正しますが、繰越分は補正がで

きませんので、不用額となりましたとの答弁がありました。 

豊かなまちづくり寄付金について、件数は前年比１７８件の増とのこと。返戻品目を増

やしていくということであったが、その内容は、との質疑に対し、新たに増えた品目は鰻

などが人気になっております。返礼品目については、令和４年度末で１２１品目、５１品

目の増ですとの答弁がありました。 

循環バス運行委託について、臨時バスを運行したと成果報告書に記載があるが、赤バ

ス、青バス以外の車両を出して対応しているのかとの質疑に対し、令和５年１月１日から

令数５年３月１２日の期間において、１便ずつ花の時期に合わせて赤バス、青バスを増便

していますとの答弁がありました。 

防災備蓄費７６万円について、アルファ米と水を購入したということだが、備蓄してい

る食品、水について、増えているのかとの質疑に対し、増加ではなく、消費期限が切れた

ものに対する更新です。現在備蓄している割合は、町民の１割３日分で準備しており、総

数についての変化はありませんとの答弁がありました。 

生活路線バス維持費補助金について、燃料費高騰による補助金の負担増はあるのかと

の質疑に対し、２市１町で補助金を支出しておりますが、令和５年度の補助金全体で、５

３４万８千円増加しており、鋸南町の支出額は１５２万９千円増加しています。増額の理
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由は、燃料費の高騰などです、との答弁がありました。 

通学支援助成金について、対象が４名とのことだが、予算１０名分の半分にも満たない

理由を把握しているのかとの質疑に対し、申請を待つしかないので、理由はわかりませ

ん。今年度は、駅でのポスター掲示や、ＳＮＳなどの情報発信を行い、現在は９名が利用

していますとの答弁があり、予算が足りるようなら、申請距離を短くするなどの検討を考

えているのかとの再質疑に対し、通学支援に限らず、いろいろな施策について、人口減少

対策ということで、改善を行っております。通勤のみ対象であったものを、通学まで広げ

たなど、今後も状況を見ながら、いろいろ検討していきますとの答弁がありました。 

税務住民課関係について。転入者が２０４人と多いが、エリア別にどこの地域へ転入し

たかとの質疑があり、竜島地区が一番多く、転入者全体の約２５パーセント、次いで下佐

久間、保田地区となっていますとの答弁がありました。 

前年度と比較し、町民税も固定資産税の税額が増えているのに対し、収入未済額が減、

不納欠損額も減となり、実績が上がっていると思うが、令和３年度と何か違う取り組みを

したのかとの質疑に対し、特に何か変えて実施したわけではありません、現在分析中です

が、今後も収納率を上げられるように努力していきますとの答弁がありました。 

社会福祉総務費の負担金補助及び交付金の不用額が、３１２０万円と多額だが、３年度

からの繰越明許費で、補正予算により減額ができなかったことによるものかとの質疑に

対し、繰越明許費のみではなく、令和３年度、令和４年度住民税非課税世帯等臨時特別給

付金と、価格高騰緊急支援給付金事業の給付金であり、年度末までに支給額等の確定はし

たものの、３月補正に間に合わず、減額できなかったため、不用額となりましたとの答弁

がありました。 

保健福祉課関係について。訪問看護ステーション費は事業を終了したが、これに伴い、

職員の数は減っているか、変わらないかとの質疑に対し、訪問看護ステーションに携わっ

ていた職員４名については、昨年の９月末に閉鎖したことで、そのうち２名が退職。２名

は現在、保健福祉課と保育所にて勤務しています、との答弁がありました。 

障害福祉費が前年比９２万円減となっている理由として、重度心身障害者医療費等扶

助事業補助金と障害者グループホーム等運営費等補助金ということであったが、これら

が減額になったということかとの質疑に対し、重度心身障害者医療費の対象者が令和３

年度は対象者が１４６人に対し、令和４年度は１３０人と減少したことが主な要因です、

との答弁がありました。 

地域振興課関係について。有害鳥獣対策事業について、有害鳥獣対策協議会へ委託して

いるものと、鳥獣被害対策実施隊はどう区別しているのかとの質疑に対し、鳥獣被害対策

実施隊は、銃を所持している方に町が委嘱して、年間１０日間ほど活動しており、有害鳥

獣対策協議会は、銃の他、わなを含めた捕獲活動を行っていますとの答弁がありました。

都市交流施設道の駅保田小学校のレンタサイクルの実績はどうかとの質疑に対し、延べ

１２０台を貸し出し、１７万３千円となっておりますとの答弁がありました。 

元名採石場跡地使用料の内訳はどうなっているのかとの質疑に対し、１日当たり１０

万円を徴収しており、３５団体で６３日間使用しましたとの答弁がありました。 
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地域商品券発行事業は年２回行い、２回目は使用期限が短かったが、使用率はどのくら

いかとの質疑に対し、１回目は９８．６パーセント、２回目は９８．３パーセントでした

との答弁がありました。 

商工費の不用額８６５万円の内訳はどうなっているかとの質疑に対し、移住支援金の

申請者がいなかったこと、地域商品券発行事業補助金を３月に精算した残金などが主な

要因です、との答弁がありました。 

佐久間ダムのキャンプ場利用者の実績はどうかとの質疑に対し、令和４年は２６４件、

令和３年は１８８件でしたとの答弁があり、キャンプ場開設期間は５月から１１月だが、

利用者を増やすために、通年の開設ができないかとの再質疑に対し、４月は桜、１１月か

らは水仙の時期となり、イベントと重なると難しいが、今後柔軟に対応できるように考え

ていきたい、との答弁があり、キャンプ場利用の申請期限は７日前だが、直前まで申請が

できるよう検討してほしい、との要望がありました。 

建設水道課関係について。家庭用小型合併処理浄化槽設置補助金の交付実績は４基分

とのことだが、対象となる合併処理浄化槽はどのようなもので、予算上、何基を見込んで

いたか、国、県から補助金が出ているかとの質疑に対し、対象となる合併処理浄化槽は、

ＢＯＤの処理率が高い高度処理型であり、毎年６基分を計画しております。補助金は国と

県から受けています、との答弁があり、鋸南町は合併処理浄化槽の普及率が非常に低い

が、普及率を上げるために実施していることはあるか、との再質疑に対し、補助制度の実

施ですが、新築や改築する場合は、合併処理浄化槽の設置が義務となりますので、今後普

及していくと考えていますとの答弁がありました。 

道路や橋梁の長寿命化について、計画化されていると思うが、今後どのくらいの費用が

かかるのかとの質疑に対し、橋梁は７３橋、トンネルは５ヶ所、５年ごとに調査を行い、

その翌年度に計画を策定します。調査結果から、優先順位の高い順に改修工事を実施しま

すが、次の調査までの５年間で、老朽化などによる、新たに対象箇所が増える場合があり

ます。現在の計画では、橋梁については６橋の工事を予定し、トンネルは４ヶ所を今年度

設計を行いますとの答弁がありました。 

工事請負費の不用額４５７万円の内容は何かとの質疑に対し、令和３年度からの繰越

分です。両向区で３ヶ年の事業を計画しており、２年目として工事を実施する予定でした

が、隣接する地権者の方から同意が得られず、工事が実施できなかったため、不用額とし

て残りましたとの答弁がありました。 

住宅取得奨励金について、ほとんど町内在住者が奨励金の対象になっているが、どう考

えているかとの質疑に対し、令和元年房総半島台風の影響もあり、町内の方が家を新しく

取得されたことが要因と考えておりますとの答弁があり、移住者がこの制度を利用した

い際に、利用できる予算はあったのかとの再質疑に対し、予算の枠内に収まっており、使

えないという事態はありませんでしたとの答弁がありました。 

土木総務費の委託料の不用額８９万８千円は、令和３年９月に不動産鑑定業務委託を

補正計上し、４年度に繰り越したものが、４年度も事業が実施されなかった理由は何かと

の質疑に対し、勝山橋の歩道橋に関する不動産鑑定委託料で、歩道部分については国が買
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収し、残地については町が買収するということで、概ね地権者の方にも了承いただいてい

るところですが、新たに法人名義の土地の所在が明らかになり、その法人に対し、事業協

力をお願いしたところ、前向きな理解が得られませんでしたので、４年度においても、執

行はできませんでした。その後も交渉を重ね、ようやく前向きな意見がいただけたことか

ら、令和５年６月補正にて、同予算を再度計上させていただいたところですとの答弁があ

りました。 

教育課関係について。教育振興費、小中学校保健委員会補助金５万円の事業内容は何

か、との質疑に対し、学校保健委員会は学校関係者、学校医、教育委員会、町の保健師、

栄養士、保護者で構成され、児童園児、生徒の健康増進のため、保健教育の効率的な運営

を図る機関であり、小中学校での健康指導や食育教育などを実施していますとの答弁が

ありました。生活習慣病予防検診委託の事業内容は何か、との質疑に対し、生活習慣病検

診を年１回実施しています、対象者は中学生全員と、小学２年生と６年生。肥満度が高い

子たちで、検診内容は血圧測定と血液検査ですとの答弁があり、生活習慣病予防はとても

大切だと思うので、年間のカリキュラムに入れ込むなど、健康教育や指導について力を入

れてほしいとの要望があり、子どもたちが生涯を通じて健康で安心安全な生活を送るこ

とができる力を身につけられるよう、学校と連携して取り組みます、との答弁がありまし

た。 

田子台遺跡等の文化財について、あまり管理が行き届いていないようだが、理由は何か

との質疑に対し、師宣誕生地や頼朝上陸地などの指定文化財は、教育委員会が定期的に管

理していますが、指定文化財は、基本的に所有者管理者の管理に委ねられているため、教

育委員会では管理が適切に行われるように指導助言を行っています。県の指定文化財で

ある田子台遺跡については、指定箇所が地表面のため、住居の復元はしない方針とされて

いますとの答弁がありました。 

ＧＩＧＡスクールシステム保守委託について、端末の運用状況や成果、課題はどうかと

の質疑に対し、主に調べ学習などで活用しています。課題は、端末活用に個人差があると

聞いていますとの答弁があり、アフターコロナになって、端末の使い方は変わったかとの

再質疑に対し、学校に来れない子にタブレット端末を使って授業ができないか検討して

いますとの答弁がありました。 

鋸南町ＰＴＡ連絡協議会補助金の事業内容は何かとの質疑に対し、鋸南小・鋸南中ＰＴ

Ａ連絡協議会の活動費です。活動費の主な内訳は、ＰＴＡバレーボール大会の運営費や新

聞作成費です、との答弁がありました。 

社会教育バス購入事業及び運行委託について、社協バスの使用実績はどうなっている

のか、との質疑に対し、令和４年度は年５９回、令和３年度は３２回運行しており、主に

中学校の部活動や、公民館サークルなどが利用していますとの答弁がありました。 

以上のような審査経過の後、令和４年度鋸南町一般会計歳入歳出決算の認定について

採決をしたところ、全員賛成で原案の通り認定すべきものと決定いたしました。 

次に令和４年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について報告いたします。

県補助金の特別交付金、保険者努力支援分が前年度比で減となっているが、どのような
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理由か、との質疑に対し、特定健診やがん検診、ジェネリック医薬品の推進等の様々な

取り組みに対し、全国の数値と比較し、ポイントとして加点されるものです。令和４年

度分は算定基準が令和元年度実績によることから、台風災害で当初予定していた取り

組みが行えず、交付金が減となりました、との答弁がありました。 

医療費の抑制に向けた今後の取り組みは、との質疑に対し、ＡＩのデータ分析によ

り、若年層の検診受診率が低い傾向にあるため、重症化予防として、早期受診勧奨、フ

レッシュ健診をなどを推奨していく他、はがきや電話による検診の受診勧奨も併せて

行いますとの答弁があり、他の自治体では保健事業を受けた住民がポイントを受け、別

のサービスに利用できる仕組みが取り入れられているが、当町でも検討してはどうか

との質疑に対し、税務住民課と保健福祉課の協働により、事業を検討していきたいとの

答弁がありました。 

この他、特段の質疑はなく、令和４年度鋸南町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について採決をいたしましたところ、全員賛成で原案の通り認定すべきものと決

定いたしました。 

次に、令和４年度鋸南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算についての認定につ

いて報告いたします。 

本決算については、特段の質疑はなく、令和４年度鋸南町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算の認定について採決をいたしましたところ、全員賛成で原案の通り認定す

べきものと決定いたしました。 

次に、令和４年度鋸南町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について報告いたし

ます。 

保険給付費が減ってきており、総合事業に要支援など軽い人が移行して、効果が出て

きているとのことだったが、介護認定を受けている人は増えているのかとの質疑に対

し、介護認定を受けている人は、令和３年度は７２０名、令和４年度は７０８名と人数

は減っていますが、第一号被保険者６５歳以上の人数も減っているため、割合としては

大きく減っているわけではなく、総合事業の効果が現れて、給付費が減ってきているも

のと推測しています。 

この他、特段の質疑はなく、令和４年度鋸南町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

について採決をいたしましたところ、全員賛成で、原案の通り認定すべきものと決定い

たしました。 

以上で、令和５年第５回定例会、議案第８号、令和４年度決算認定について、決算審

査特別委員会に付託された審査の経過と結果についての委員長報告を終わります。 

 

 

     ◎議案第８号の質疑の省略 

 

○議長（青木悦子） 

 ただ今、決算審査特別委員会での審査結果は、令和４年度の一般会計、国民健康保険特
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別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、それぞれ４会計の歳入歳出決算に

ついて、原案のとおり認定すべきものとの報告であります。 

お諮り致します。決算審査特別委員会は、議会選出の監査委員を除く議員全員で構成さ

れておりますので、質疑を省略し、直ちに討論を行いたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

異議なしと認めます。よって質疑を省略することに決定致しました。 

 

 

     ◎議案第８号、一般会計歳入歳出決算の討論、採決 

 

○議長（青木悦子） 

初めに令和４年度鋸南町一般会計歳入歳出決算について、討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

討論がないようですので、討論を終了します。 

これより採決を行います。 

令和４年度鋸南町一般会計歳入歳出決算について、委員長報告のとおり、原案を認定す

ることに賛成する議員の挙手を求めます。 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

挙手全員。 

よって本案は原案のとおり認定されました。 

 

 

◎議案第８号、国民健康保険特別会計歳入歳出決算の討論、採決 

 

○議長（青木悦子） 

次に令和４年度鋸南町国民健康保険特別会計歳入歳出決算について、討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

討論がないようですので、討論を終了します。 

これより採決を行います。 

令和４年度鋸南町国民健康保険特別会計歳入歳出決算について、委員長報告のとおり、

原案を認定することに賛成する議員の挙手を求めます。 



 

- 112 – 

                       令和５年第５回鋸南町議会定例会（９月） 

 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

挙手全員。 

よって本案は原案のとおり認定されました。 

 

 

◎議案第８号、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の討論、採決 

 

○議長（青木悦子） 

次に令和４年度鋸南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について、討論を行いま

す。 

討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

討論がないようですので、討論を終了します。 

これより採決を行います。 

令和４年度鋸南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について、委員長報告のとお

り、原案を認定することに賛成する議員の挙手を求めます。 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

挙手全員。 

よって本案は原案のとおり認定されました。 

 

 

◎議案第８号、介護保険特別会計歳入歳出決算の討論、採決 

 

○議長（青木悦子） 

次に令和４年度鋸南町介護保険特別会計歳入歳出決算について、討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

討論がないようですので、討論を終了します。 

これより採決を行います。 

令和４年度鋸南町介護保険特別会計歳入歳出決算について、委員長報告のとおり、原案

を認定することに賛成する議員の挙手を求めます。 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

挙手全員。 
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よって本案は原案のとおり認定されました。 

 

 

     ◎議案第９号の委員長報告 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第７、議案第９号、令和４年度決算認定について。 

１、令和４年度鋸南町鋸南病院事業会計決算。 

２、令和４年度鋸南町水道事業会計決算についてを議題と致します。 

 本案についても、決算審査特別委員会に付託し、審査いただいておりますので、特別委

員会委員長から、審査の経過及び結果について報告を求めます。 

決算審査特別委員会 鈴木辰也委員長。はい、鈴木辰也委員長。 

〔決算審査特別委員会委員長 鈴木辰也 登壇〕 

○決算審査特別委員会委員長（鈴木辰也） 

 決算審査特別委員会に付託されました。令和５年第５回定例会、議案第９号、令和４年

度決算認定について。１、令和４年度、鋸南町鋸南病院事業会計決算、２、令和４年度鋸

南町水道事業会計決算、以上の決算の認定について、審査の経過並びに審査結果を報告い

たします。 

初めに、令和４年度鋸南町鋸南病院事業会計決算の認定について報告いたします。修繕

費１３０万円の内容は何か、との質疑に対し、防火設備等の点検後の改善指摘により、誘

導灯、自家発電バッテリー等修繕、建物東側ブロック及びスチールドアの補修を行い、そ

の他病院官舎のエアコン取り付け工事、浄化槽配管修繕が主な内容です、との答弁があり

ました。 

鋸南病院の外観、駐車場への進入路の改善など、修繕が必要と思われる箇所も多くある

ので、今後も必要な予算を計上し、きさらぎ会とも協議を行い、鋸南病院が町の病院とし

て皆さんに好かれる病院として存続していってもらいたいとの要望がありました。 

この他、特段の質疑はなく、令和４年度鋸南町鋸南病院事業会計決算の認定について、

採決をいたしましたところ、全員賛成で原案の通り認定すべきものと決定いたしました。 

次に、令和４年度鋸南町水道事業会計決算の認定について報告いたします。 

本決算については、特段の質疑はなく、令和４年度鋸南町水道事業会計決算の認定につ

いて、採決をいたしましたところ、全員賛成で原案の通り、認定すべきものと決定いたし

ました。 

以上で、令和５年第５回定例会、議案第９号の決算認定について、決算審査特別委員会

に付託された、審査の経過と結果についての委員長報告を終わります。 

 

     ◎議案第９号の質疑の省略 
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○議長（青木悦子） 

 ただ今の決算審査特別委員会での審査結果は、令和４年度の鋸南病院事業会計及び水

道事業会計の決算について、原案のとおり認定すべきものとの報告であります。 

お諮り致します。決算審査特別委員会は、議会選出の監査委員を除く議員全員で構成さ

れておりますので、質疑を省略し、直ちに討論を行いたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

異議なしと認めます。よって、質疑を省略することに決定致しました。 

 

 

     ◎議案第９号、鋸南病院事業会計決算の討論、採決 

 

○議長（青木悦子） 

初めに、令和４年度鋸南町鋸南病院事業会計決算について、討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

討論がないようですので、討論を終了します。 

これより採決を行います。 

令和４年度鋸南町鋸南病院事業会計決算について、委員長報告のとおり、原案を認定す

ることに賛成する議員の挙手を求めます。 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

挙手全員。 

よって、本案は原案のとおり認定されました。 

 

 

     ◎議案第９号、水道事業会計決算の討論、採決 

 

○議長（青木悦子） 

次に、令和４年度鋸南町水道事業会計決算について、討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

討論がないようですので、討論を終了します。 

これより採決を行います。 

令和４年度鋸南町水道事業会計決算について、委員長報告のとおり、原案を認定するこ
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とに賛成する議員の挙手を求めます。 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

挙手全員。 

よって、本案は原案のとおり認定されました。 

 

 

     ◎閉会の宣言 

 

○議長（青木悦子） 

  これにて今定例会に付議された案件の審議は全て終了致しました。 

 よって令和５年第５回鋸南町議会定例会を閉会します。 

 皆さん、ご苦労さまでした。 

 

〔閉会のベルが鳴る〕 

 

……… 閉 会・午後２時５２分 ……… 
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